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　アメリカ合衆国東部、コネチカット州ヘブンポート。

　ニューヨークから鉄道で約九十分、海沿いの小さな町は、名門イエーガー大学を中心とした大学町だ。美しい風景と静かな環かん境きようにも定評があり、海を見下ろす高台にはニューヨーカーのセカンドハウスや別べつ荘そうが点在している。

　──五月の爽さわやかな風が、イエーガー大学のキャンパスの木々を揺ゆらす。

　図書館の扉とびらを押して外に出た月つき沢さわ悠はるかは、薫くん風ぷうに誘さそわれるように晴れ渡わたった空を見上げた。

　ここ数日天気がぐずついていたが、今日は久々の快晴だ。澄すんだ空の色に、心も浮うき立ってくる。

（久しぶりに港まで行ってみようかな）

　キャンパスから港まで、歩いて十分もかからない。この町に来た当初は毎日のように海を見に行ったものだが、学業やアルバイトが忙いそがしくなり、次し第だいに足が遠のいてしまった。

　最後に海を見に行ったのは二ヶ月ほど前、冬の名残なごりをとどめ、空も海もどんよりとした鉛なまり色いろだった。あれから季節もすっかり変わり、今は海も青々と輝かがやいていることだろう。

　ちょっと奮発して、洒しや落れたカフェで美お味いしいコーヒーを飲みながら海を眺ながめるのもいいかもしれない。うきうきした気分でキャンパスをあとにしようとしたところで、ふいにバッグの中でスマートフォンが震ふるえ始めた。

　液えき晶しよう画面を確かく認にんすると、研究室のメイヤー教授からだった。門のそばで立ち止まり、通話ボタンに軽く触ふれる。

『今どこにいる？　このあと何か予定は？』

　応答するかしないかのうちに老教授の質問が矢や継つぎ早に飛んできて、悠は目を白黒させた。

「……大学です。正門のそばにいます。特に予定はありません」

『では、今すぐ私の研究室まで来てくれたまえ』

「わかりました」

　どういう用件か訊きこうとする前に、電話はぷつりと切れてしまった。

（ま、いつものことだ）

　苦く笑しようしつつ、くるりと踵きびすを返す。海を見に行くのは、教授の用事が終わってからでも遅おそくないだろう。

　図書館の前を通りすぎ、研究室棟へ急ぐ。

　悠が所属しているのは、比ひ較かく文化学講座だ。比較言語学と呼ばれる分野を勉強しており、将来は通訳の仕事をしたいと考えている。

　日系人の母と日本からの留学生だった父との間に生まれ、アメリカ人として英語を母語として育った悠は、日本語の他ほかにスペイン語、ポルトガル語を話すことができる。大学に入ってからは、ロシア語も勉強中だ。

　もともと語学は得意だったと思う。スペイン語を覚えたのも、幼い頃ころに住んでいた界かい隈わいにメキシコ系の住民が多かったからだ。子供同士で遊んでいるうちに自然と覚え、一時期は英語よりも先にスペイン語が出てくるほどだった。

　十五歳のときに引っ越こしたアパートにはポルトガル語しか話せない家族が住んでおり、彼らのために大家や業者と交こう渉しようしたり、役所の手続きを手伝ったりしているうちに、ポルトガル語も習得した。

　大学を卒業したら税関や移民局で通訳としての腕うでを磨みがき、いずれは国際会議などで活かつ躍やくできる通訳になるのが夢だ。

（そうだ。そろそろ夏休みのアルバイトの手配をしておかないと）

　思い出して、頭の片かた隅すみにメモする。

　秋には四年生になる。大学最後の一年は、卒業論文や就職活動でこれまで以上に忙しくなるだろう。今のうちにお金を貯ためておかないと、来年の生活費が少々心こころ許もとない。

　悠の実家はあまり裕ゆう福ふくではない。シングルマザーの母はロサンゼルスでそこそこ名の知れたホテルで働いているものの、私立大学の学費をポンと出せるほどの余よ裕ゆうはなかった。

　高校を卒業したあと、悠は学費を稼かせぐために一年間大学入学を延期した。日本の旅行会社のＬＡ支店でアシスタントとして働き、入学後も大学の長期休きゆう暇かの際にはアルバイトとして雇やとってもらっている。四カ国語を話せる能力、そして真ま面じ目めな勤務態度が評価され、卒業後はうちに入社しないかと誘われているほどだ。

　研究室棟の廊ろう下かを、靴くつ音おとを立てないように静かに歩く。

　メイヤー教授の部屋のドアをノックすると、中から「入りたまえ」と返事があった。

「失礼します」

　ドアを開けた悠は、視線を上げてぎくりとした。

　窓のそばに、長身のスーツ姿の男性が背を向けて立っている。

　広い肩かた幅はば、引き締しまった腰こし、長い脚あし──完かん璧ぺきなスタイルの後ろ姿には、嫌いやというほど見覚えがあった。

「……ミスター・ブラッドフォード」

　なぜ彼がここにいるのだろう。訝いぶかしく思いながら、その名を口にする。

　悠に名前を呼ばれた紳しん士しが、ゆっくりと振ふり返る。

　逆光気味のせいか、まるで映画のワンシーンのように印象的で……悔くやしいけれど、つい見とれてしまった。

「久しぶりだな」

　バイロン・ブラッドフォードが、大きな口に笑えみを浮かべる。

　きりりとした太い眉まゆに鋭するどい双そう眸ぼう、秀ひいでた額に高い鼻び梁りよう──先住民の血を引くエキゾチックな顔立ちは、野性的で猛たけ々だけしい。緩ゆるやかにウェーブした黒くろ髪かみは丁てい寧ねいに撫なでつけられているが、豊かな髪は隙すきあらば暴れようとしている様子が窺うかがえた。

「……先週もお会いしたばかりですが」

「六日も前のことだ」

「僕にとっては、久しぶりという感じではありませんね」

　小さくため息をつきながら目をそらすと、メイヤー教授が「ふたりとも、掛かけたまえ」と促うながした。

「私の教え子が、世代を超こえて交流しているとは嬉うれしい限りだ」

「ええ、先生にはとても感謝しています。おかげで悠と出会うことができた」

「……僕も大変光栄です。有名な作家のかたとお知り合いになれるなんて」

　教授の手前、失礼にならないように言葉を選びながら呟つぶやく。

　バイロンは少々厄やつ介かいな存在だ。目下、悠の天敵と言ってもいい。

　──出会ったのは、二ヶ月ほど前のこと。

　春の休暇をＬＡで過ごそうと思っていた悠は、メイヤー教授から「いい条件のアルバイトがある」と持ちかけられた。

　教授の教え子で今や世界的に有名な人気ミステリ作家、バイロン・ブラッドフォードが、ニューヨークからヘブンポートに引っ越してくるという。引っ越しはすべて業者に任せてあるが、問題は膨ぼう大だいな蔵書で……ニューヨークに住んでいるときは倉庫を借りて保管していたという数千冊の本を、すべて分類して地下に作った書庫に収めたいのだという。

『時間と根気が必要な仕事だが、本は業者任せにせずに自分でやりたいらしい。そこで私に、助手をしてくれる学生はいないかと訊いてきたんだ』

　提示された報ほう酬しゆうは、かなりの高額だった。ＬＡに帰って旅行社で働くよりも、よほど実入りがいい。迷わず悠はＯＫした。

　有名な作家なので名前は知っていたが、悠は彼の本を読んだことがなかった。すぐに書店をまわり、バイロンの本を買い集めた。生き真ま面じ目めな性格の悠としては、作家本人に会うのに──たとえそれが短期のアルバイトだとしても──著作を読んだことがないというのは失礼な気がしたのだ。

　それまでミステリというジャンルにはあまり興味がなかったのだが、バイロンの本はどれも楽しく読むことができた。キャラクターの造形がうまく、スリリングな展開は読む者を飽あきさせない。意外な事実が明らかになって驚おどろいたのも束つかの間、更さらなるどんでん返しに、読みながら思わず声を上げてしまったほどだ。礼れい儀ぎとして代表作を二、三冊読んでおけばいいだろうと思っていたのだが、結局すべて読破した。

（こんなに面おも白しろい話を次々生み出すなんて、いったいどんな人なんだろう）

　ネットで調べた情報によると、ニューヨーク州の北部、アディロンダック山地にある小さな村出身の三十三歳。母方が先住民の家系で、幼少時に一時期居留地で暮らしていたこともあるという。イエーガー大学在学中に書いた長編が出版社の目にとまりデビュー、口コミでじわじわと人気を博し、ベストセラーになる。その後も次々にヒットを飛ばし、ほとんどの作品が映画化あるいはドラマ化されている──。

　期待に胸を膨ふくらませて、悠は講座の学生ふたりとともにブラッドフォード邸ていへ赴おもむいた。

　バイロンの新居は、ヘブンポートの中心部から離はなれた場所にあった。別べつ荘そうが建ち並ぶ海沿いの高級住宅地ではなく、森に囲まれた閑かん静せいなエリアだ。

『さすがセレブだな。ここら一帯の森も全部私有地だってさ』

　運転席から降りた同級生が、感心したように呟いた。

『そうなんだ……。仕事に集中するために、周囲に家がない静かな環かん境きようを選んだんだろうね』

　後部座席から降りて、悠も深々と頷うなずいた。

　広大な敷地、木立の向こうに見える古風な石造りの邸てい宅たく──まったくうらやましい限りだ。

『ブラッドフォード氏は、パーティ嫌ぎらいの頑がん固こな独身主義者なんですって。素す敵てきな家だけど、ちょっと偏へん屈くつな感じもするわね』

　助手席に座っていた女子学生が、鼻の頭に皺しわを寄せながら感想を述べる。パーティ好きで社交的な彼女から見ると、この家はいかにも〝隠いん遁とん生活〟という印象を受けるらしい。

（そうかな。決して人を拒きよ絶ぜつしているような感じはしないし、小説家なんだから別に社交的じゃなくてもいいと思うけど……）

　著書を読んですっかりファンになっていた悠は、内心バイロンを擁よう護ごしつつ、玄げん関かんへ続く階段を上った。

　しかしその後、悠は彼女の直感が正しかったことを知ることになる。

　偏屈とまでは言わなくても、バイロンはかなりの変わり者だったのだ──。

（……小説家だから多少は変わった人かもしれないとは思っていたけど、まさかこういう方向に変わっているとは）

　目の前で笑みを浮うかべているバイロンをちらりと見上げ、心の中で大きくため息をつく。

　現在悠は、バイロンに猛もうアプローチされている。

　といっても、恋れん愛あいの意味でのアプローチではない。なんでも彼が書こうとしている小説の主人公のイメージにぴったりだとかで、モデルになって欲しいと迫せまられているのだ。

　──書庫での分類作業の一日目、腕を組んでじっと悠の働きぶりを見つめていたバイロンが、ふいに口を開いた。

『礼れい儀ぎ正ただしく生真面目で、少々四角四面なところがある。愛あい想そ笑いが苦手なせいで、冷れい淡たんだと誤解されがちである』

　まるで詩を朗読するように、滔とう々とうと述べる。

『……今のは、僕のことでしょうか』

　今日会ったばかりの相手に突とつ然ぜん性格を分ぶん析せきされ、悠は驚いて顔を上げた。

『ああ、きみのことだ。〝なんて無礼な男だろう。彼女はその澄すんだ紅茶色の瞳ひとみに、怒いかりの炎ほのおを燃え上がらせた。象ぞう牙げを思わせる白い肌はだがみるみるうちに紅潮し……〟』

　口の中でぶつぶつと呟きながら、バイロンがポケットから取り出した手帳に猛もう烈れつな勢いで何やら書き込んでいく。

　呆あつ気けにとられて見ていると、バイロンが手帳から顔を上げもせずにひらひらと手を振った。

『私のことは気にせず、作業を続けてくれ』

『……はい』

　そう言われても、雇い主に観察されていては落ち着かない。

『〝あの男、まだ私のことを見ているわ。いったいなんなのかしら。私が彼を怪あやしんでいることに気づいたのかしら。それとも、私の美び貌ぼうに見とれているだけ？〟』

　棒読みのセリフを次々にくり出すバイロンを、他ほかのふたりの学生も怪け訝げんそうな表情でちらちらと見ている。

『あの……すみません。気が散るので、心の中で呟いていただけませんか』

　勝手にアテレコされてむっとし、悠はできるだけ丁寧な口調で申し出た。

『ああ、これは失礼。心の中で呟いていたつもりだが、声が出ていたかな？』

『ええ、出ていました』

『うーむ……実に素す晴ばらしい。つんと尖とがらせた唇くちびるに、押し殺したつもりの不満がありありと浮かんでいる。きみこそまさに、私が書こうとしているヒロインそのものだ』

『……褒ほめていただいたようで光栄ですが、僕は男です』

　悠の指し摘てきに、バイロンは肩かたをすくめた。

『性別など些さ末まつなことだ。それに、今回は出版社から女性を主人公にしろと言われているからヒロインにしただけであって、私の中ではどちらでもいいことなんだ。その人形めいた硬こう質しつな美貌といい、何を考えているかわからない謎めいた雰ふん囲い気きといい、まるで私の小説のためにあつらえたような人材だ』

『僕は小説の主人公のモデルになれるほど魅み力りよく的なキャラクターじゃありません』

『それは私が決めることだ。そうだ、きみには分類作業ではなく別の仕事をしてもらおう。私の小説が書き上がるまで、ここで私と寝しん食しよくをともにし、私にインスピレーションを与あたえるという仕事だ』

『……ご冗じよう談だん……ですよね？』

『私は冗談は滅めつ多たに言わない。特に初対面の相手に対しては』

　真面目くさった表情で言われ、悠は困こん惑わくして目を瞬またたかせた。

『……すみませんが、住み込みの仕事はできません』

『何もきみを家政婦みたいにこき使うわけじゃない。きみはただ、いつもどおり生活すればいい。生活費はすべてこちら持ちだし、報酬も上乗せする』

『大変ありがたいお申し出ですが、お断りいたします』

『ああ、いいね、そのセリフ。丁てい寧ねいだが、断固とした決意が感じられる。まさに私のヒロインのセリフだ』

　──結局書庫の分類作業の五日間、バイロンはずっとこの調子で悠につきまとい、嚙かみ合わない会話は悠に多大なるストレスをもたらした。

　ようやくアルバイトが終わってほっとしていると、今度はバイロンが悠のアルバイト先のひとつ、大学のそばのブックストアに頻ひん繁ぱんに現れるようになり……。

「今日はどういったご用件で？」

　そのような経けい緯いがあるので、ついつい突つっ慳けん貪どんな口調になってしまう。

「とてもいい話だよ、悠」

　メイヤー教授が、にこにこしながら両手を大きく広げる。

「きみの真ま面じ目めな働きぶりにいたく感心したバイロンが、特別にきみに頼たのみたい仕事があるそうだ」

　嫌いやな予感がこみ上げてくる。「小説のモデルの件でしたら……」と言いかけたところで、バイロンが悠ゆう々ゆうと長い足を組んで笑えみを浮かべた。

「きみに頼みたいのは、航海中の私のアシスタントだ」

「航海中……とおっしゃいますと？」

「新作の取材のため、この夏豪ごう華か客船で旅に出ることにしたんだ。特別フロアのスイートに泊とまりたいんだが、二名でないとだめだと断られた。そこで、きみをアシスタントとして雇やとうことにした」

　豪華客船、特別フロアのスイート……自分の住む世界にまったく縁えんのない単語がにわかに理解できなくて、悠は目をぱちくりさせた。

「聞いたかね。素晴らしいアルバイトだ。豪華客船でヨーロッパをクルーズするなんて、できれば私が代わりに行きたいくらいだよ」

「もちろん、旅行の費用はすべてこちら持ちだ。夏休みをまるまる拘こう束そくしてしまうので、アシスタントとしての報酬も弾はずむ。これが旅の日程表だ」

　あまりに意外な申し出に茫ぼう然ぜんとしていた悠は、慌あわてて姿勢を正した。

「ちょっと待ってください、アシスタントって、いったいどういう仕事ですか？」

「主に資料の収集と分類、メールや手紙の代筆……勤務時間は私の執しつ筆ぴつに合わせて一日五時間から七時間程度だ。その他の時間は自由に過ごしてくれていい」

　もっともらしいセリフに、悠の中で警報が鳴り響ひびく。

　あんなに「ヒロインのモデルになって欲しい」と言っていたのに、そのことについてひとことも言わないのが怪しい。

「……とてもありがたいお申し出ですが、夏休みは地元に帰ってアルバイトをすることになっているので……」

　悠の辞退に、大おお袈げ裟さなほど驚おどろいたのは教授のほうだった。

「なんだって？　こんなに条件のいいオファーを断るのかね？　給料つきで豪華客船のスイートに宿しゆく泊はくできるんだぞ？」

「ええ、とても素敵なお話だと思います、けど……」

「きみは将来通訳になりたいんだろう？　ぜひヨーロッパの国々を訪おとずれて見聞を広めてきたまえ。バックパッカーとして旅をするのもいいが、上流社会の世界を垣かい間ま見みる貴重なチャンスだ」

　教授の説得に、心がぐらりと揺ゆれる。

　確かに、豪華客船の旅など滅多にないチャンスだろう。ＬＡの旅行社で働くよりも、よっぽど興味深い体験ができそうだ。

（問題は、この人……）

　悠の反応を窺うかがうように、バイロンがこちらをじっと見つめている。

　教授の手前口を閉じているが、心の中であれこれヒロインの描びよう写しややらセリフやら呟つぶやいているに違ちがいない。

（うう……バイロンとふたりきりの旅なんて嫌だ。でも、ヨーロッパには行ってみたい……）

　心の中で、葛かつ藤とうがせめぎ合う。

　手て渡わたされた日程表によると、旅は三十泊ぱく三十一日。まるまる一ヶ月バイロンと同じ部屋で過ごすストレスと、ヨーロッパの国々の魅み惑わく的な寄港先を秤はかりにかけるが、答えは出なかった。

「……少し考えさせてください」

「もちろんだ。ただし手続きの都合上、あまり猶ゆう予よがない。三日以内に結論を出してくれ」

　言いながら、バイロンが立ち上がる。

「わかりました」

　悠も立ち上がり、バイロンを見送るために教授のあとに続いた。

「ヘブンポートに引っ越こしてきたことだし、また顔を見せに来てくれ。できればきみに、講演やワークショップを頼みたい」

「ええ、ぜひ。私も年若い学生たちとの交流は刺し激げきになります」

「ははは、きみもまだ充じゆう分ぶん若いじゃないか」

　バイロンと握あく手しゆ、そして軽いハグをかわしながら、教授が笑う。

「いい返事を期待しているよ」

　ドアの手前で立ち止まり、バイロンが右手を差し出した。

　茶色とも金色ともつかない不思議な色合いの瞳が、面おも白しろそうにこちらを見下ろしている。

　断られるなどとは微み塵じんも思っていない、自信に満ちあふれた態度だ。

「……っ」

　躊ちゆう躇ちよしていると、大きな手にやや強ごう引いんに手を握にぎられた。ざらついた硬かたい手のひらに包み込まれ、なぜか心臓がどくりと跳はね上がる。　>>>♥

　書庫整理のアルバイト以来ちょくちょく顔を合わせてはいるが、そういえば握手をしたのは初めてだ──。

「……はい。今日はわざわざどうもありがとうございました」

　口の中でごにょごにょと呟き、悠はバイロンの視線から逃のがれるように顔を俯うつむけた。







　──二日後。

　熟考の末、悠は結論を出した。

（教授の言うとおり、これは滅多にないチャンスだ。バイロンは苦手だけど、ビジネスに徹てつして接すればいい）

　就職したら、きっと職場にも苦手なタイプの人が何人もいるだろう。しかし苦手だからと避さけていては仕事にならないし、ここはひとつ就業体験だと思って、苦手な人との距きよ離りの取り方を学ぶいい機会ととらえることにする。

　バイロンに電話をかけ、いくつか確かく認にんしたいことがあるので一度会ってもらえないかと申し出た。電話で済ませることもできるが、電話では訊ききづらい質問をしたかったのだ。

『では三十分後に、大学のそばのカフェで』

「了りよう解かいしました」

　電話を切った悠は、急いで出かける支し度たくをした。多た忙ぼうな人気作家のことだから面会は早くても明日以降だと思っていたので、三十分後と言われて慌ててしまった。

　──二十五分後、指定されたカフェに到とう着ちやくすると、窓まど際ぎわのテーブルにバイロンがいるのが見えた。

（……黙だまっていれば、かっこいいんだよな）

　長い足を悠々と組み、少し上体を傾かたむけるようにして窓の外に視線を向けている姿は、ファッション誌のグラビアから抜ぬけ出してきたかのようだ。薄うすい色つきのサングラスをかけているので周囲にはバイロンだと気づかれないだろうが、それでもひときわ目を引く存在であることに変わりはなく、店内の女性客がちらちらと興味深そうに視線を送っている。

「お待たせしてすみません」

　声をかけると、バイロンがゆっくりと振ふり返った。

「いや、私も今来たところだ」

　サングラス越ごしにじっと見つめられ、悠は落ち着かない気分で視線を左右に揺らした。バイロンの向かいに着席し、膝ひざの上でぎゅっと拳こぶしを握り締しめる。

「コーヒーでいいかな」

「はい」

　バイロンがウェイトレスを呼び止め、ふたり分のコーヒーを注文する。

　まもなく運ばれてきたコーヒーをひとくち飲んでから、悠は意を決して口を開いた。

「お返事の前に、確認しておきたいことがあります」

「なんなりと」

　サングラスを外し、バイロンが口元に笑みを浮うかべてみせる。

「えーと……不ぶ躾しつけな質問ですみませんが、あなたはゲイですか？」

　声を潜ひそめ、悠はずっと気になっていたことを尋たずねた。

　──悠は一部の男性に非常にもてる。悠自身も早い段階で自分が同性愛者であることに気づいていたので、同性からもてるのは本来喜ばしいことなのだが……あいにくと悠に興味を示すのは、少々困ったタイプの男性ばかりだった。

　中学や高校では歪ゆがんだ愛情をいじめという形でぶつけられ、大学に入ってからは体目当ての男に襲おそいかかられたり妄もう想そう癖へきのある男性にストーカーされたり、とにかく恋れん愛あいに関してはろくな目に遭あったことがない。

　初めて会った日から、バイロンは自分を口説こうとしているのではないかという疑いを持っていた。小説のキャラクターのモデル云うん々ぬんというのは口実で、家に住まわせて手込めにするつもりなのではないかと。

　それにしては今までの男たちのように強引に迫せまってくるわけでもないし、ちょくちょくバイト先に現れはするが、偏へん執しゆう的なストーカーという感じでもない。

（僕はちょっと……自意識過か剰じようになってるんだろうか）

　もしかしたら本当にただの変人で、悠をヒロインのモデルにしたいだけなのかもしれない。

　けれど、いったん船に乗ってしまったら逃にげ場はない。今はこうして紳しん士し然としているバイロンが、旅の途と中ちゆうで豹ひよう変へんしないとは限らないのだ。

　悠の質問に、バイロンは軽く眉まゆをそびやかした。

「違う。私はゲイではない」

「…………」

　その言葉が真実かどうか確かめるように、悠は不思議な色合いの瞳ひとみをじっと見つめた。

　しかし心理学者でもない自分にわかるはずもなく、バイロンの強い視線に負けて力なく目をそらす。

「きみが不安な気持ちになるのも無理はない。だが、本当にゲイじゃないから安心してくれたまえ」

「……では、なぜ女性を同どう伴はんしないんです？　特別フロアの客室はほとんどが夫ふう婦ふかカップルでしょうし、僕を連れて行くといろいろ誤解されるんじゃないですか」

「女性を同伴しない理由はふたつある。ひとつ、つき合っている女性がいないから。ふたつ、結けつ婚こんを期待されては困るから」

「女性のアシスタントを雇やとうのは？　それなら問題ないんじゃないですか？」

　悠の言葉に、バイロンは大袈裟に顔をしかめてみせた。

「女性に関しては何度も不ふ愉ゆ快かいな目に遭っているんだ。特に名前が知られるようになってからは、あの手この手で近づこうとする連中には心底うんざりしてる。映画に出演した女優と食事に行っただけでパパラッチに写真を撮とられたことがあるが、実はその女優が噂うわさになるように手をまわしていたりとかな。女性のアシスタントなんて雇ったら、旅が終わる頃ころには婚こん約やくしていることになっていそうで怖こわい」

「なるほど。あなたは独身主義者なんですね」

「そうは言っていない。収入やら肩かた書がきやらに群がってくる吸きゆう血けつ鬼きみたいな人間とは結婚したくないだけだ」

「わかりました。では僕もアシスタントとして、あなたに群がる吸血鬼を追い払はらうために銀の十じゆう字じ架かを持ち歩かないと」

「それはつまり、ＯＫってことでいいのかな」

　バイロンが、小さなテーブルの上に身を乗り出す。

　じっと見つめられ、悠は姿勢を正した。

「はい、旅の間お世話になります。どうぞよろしくお願いいたします」

　日本風に、ぺこりと頭を下げる。

「いいね。普ふ段だんはつんと澄すましているヒロインが、お願いしますと頭を下げる。一冊に一回あるかないかの見せ場だ」

　真ま面じ目めに言っているのに揶や揄ゆされてむっとし、悠は顔を上げてバイロンを睨にらみつけた。

「僕はつんと澄ましてるわけじゃありません。よく知りもしない人を警けい戒かいするのは、当然のことでしょう？」

「うんうん、それでこそ私のヒロインだ。アシスタントだからと遠えん慮りよすることなく、今までどおり振る舞まってくれ。そうだ、忘れないうちにきみのセリフを書き留めておかないと」

　悠の苛いら立だちなど気にする様子もなく、バイロンがポケットから手帳を取り出してペンを走らせる。

「……遠慮なく、そうさせていただきます」

　半ば呆あきれて、悠は小さくため息をついた。

　コーヒーを飲みながら、風変わりな作家が口の中で何やら呟つぶやきつつ創作のアイディアを書き留めていく姿を眺ながめる。自身のセクシャリティについて質問されずに済んで、悠は内心ほっと胸を撫なで下ろしていた。

　バイロンが正直に話してくれたのに自分が隠かくしているのはフェアではない気もするが……訊かれなかったのだから、わざわざこちらから言う必要もないだろう。

「さて、それではさっそく旅の準備に取りかかろう」

　手帳をぱたんと閉じて、バイロンが唐とう突とつに立ち上がる。

「僕は何をすればいいですか？」

　カップを置いて、悠は少々気ぜわしい雇い主を見上げた。

「まずはニューヨークの専門店に行って、きみのスーツやタキシードをあつらえる」

「ええっ!?　そんな、いいです！　僕はアシスタントとして乗船するわけですから、パーティやディナーは遠慮させていただきます」

「そういうわけにはいかない。クルーズ中は常に私と行動をともにしてもらう。心配しなくても、費用はすべてこちら持ちだ」

「ですが……衣い裳しようまであつらえていただくなんて……」

「今回の旅は取材が目的だ。せっかく時間をかけて取材するのだから、完かん璧ぺきなものにしないと」

　熱弁をふるうバイロンに、店内の客の視線が集まり始めている。

　有名な作家だと気づかれたら少々面めん倒どうなことになるので──実際、バイト先のブックストアで即そく席せきサイン会になってしまったことがあって大変だったのだ──悠は反論を諦あきらめることにした。

「わかりました。えっと、今からニューヨークへ行くんですか？」

「ああ、今からニューヨークだ」

「……夜までに帰ってこられるといいんですが」

「遅おそくなったら向こうで泊とまればいいだけのことだ」

「朝一で授業があるので、泊まりは無理です」

「早朝に向こうを出れば充じゆう分ぶん間に合う」

　気ぜわしい上に、バイロンは強ごう引いんだった。こうと決めたら必ずやり遂とげる、強い意志が備わっているのだろう。

　バイロンに急せき立てられて、悠はしぶしぶと重い腰こしを上げた──。










　　　　２




　英国領バミューダ船せん籍せきの豪ごう華か客船〈ダイヤモンド・エクスプローラー〉は、定刻どおり十九時にリバティポートを出港した。

（本当に豪華客船に乗ってしまった……）

　ダイヤモンドスイートのバルコニーに佇たたずみ、遠ざかっていく摩ま天てん楼ろうの灯あかりを眺めながら、悠は期待と不安にぶるっと背中を震ふるわせた。

　総トン数九万五千トン、乗客定員二千十五名、乗組員数九百八十名、全長二百九十八メートル、全ぜん幅ぷく三十七メートル──まるでひとつの街が海に浮かんでいるかのような、巨きよ大だいな豪華客船が夜の海を進んでいく。

　スイートフロアの乗客は、何もかもが特別待たい遇ぐうだ。港の客船ターミナルにも専用ラウンジがあり、一いつ般ぱんの乗客よりも先に船内に案内してもらえる。

　スイートフロアにはダイヤモンドスイート、プラチナスイート、ゴールドスイートがそれぞれ二室ずつあり、バイロンと悠が滞たい在ざいするのは〈ダイヤモンド・エクスプローラー〉の客室の頂点に君臨するダイヤモンドスイートの一室だ。

　スイートといっても船の中のことだしそれほど広くはないだろうと思っていたのだが、広々したリビングルームにミニキッチン、ダブルサイズのベッドがふたつ並んだ寝しん室しつ、バスルームには海を眺めながら浸つかることのできるバスタブまであって、ラグジュアリーホテルのスイートにも引けを取らないほどの設備を誇ほこっている。もちろん専用のバルコニーもあり、ゆとりのあるスペースにはデッキチェアが置かれていた。

　リビングのテーブルには冷えたシャンパンとカナッペが用意され、花か瓶びんに活いけられたブーケとともに、セレブリティの旅にふさわしいゴージャスな空間を華はなやかに彩いろどっている。

（お金持ちでもセレブでもない僕が、果たしてスイートフロアのお客さんたちと馴な染じめるかどうか……）

　客船ターミナルの専用ラウンジで、早くも悠は怖おじ気づいてしまった。ラウンジにいたのはいかにも富ふ裕ゆう層の年配客ばかりで、最年少かつ庶しよ民みんの自分は場ば違ちがいも甚はなはだしい。

　もう一室のダイヤモンドスイートには七十は超こえているであろうダンディな紳士と、見たところ四十そこそこのスレンダーな美女が滞在するようだ。親子か、あるいは夫ふう婦ふか、明日の顔合わせのディナーの席で判明することだろう。

　おどおどしてしまった自分とは対照的に、正しよう真しん正しよ銘うめいのセレブリティであるバイロンはスイートフロアにふさわしい人物だ。こういう場にも慣れているらしく、気品があって堂々としている。自分で稼かせいだお金で最上級の部屋に滞在するのだから、当然のことだろう。打ち合わせや準備の際、何度かニューヨークの高級レストランでご馳ち走そうになったが、こういう華やかでフォーマルな場では実に頼たのもしく見える。

（……さっきの僕は、いかにも庶民丸出しだったな）

　案内された客室に足を踏ふみ入れたとたん、思わず子供のように歓かん声せいを上げてしまった。はしゃいでしまった自分が恥はずかしくなり、じわっと頰ほおが熱くなる。

　普ふ段だん悠の周囲にいる人々──研究室の仲間や親しい友人たちは、自分と似たり寄ったりの環かん境きようで育ったごく普ふ通つうの庶民ばかりだ。豪華客船のスイートルームに案内されたらまず間ま違ちがいなく先ほどの自分のように歓声を上げるだろうが、バイロンはそうではない。

（旅の間はバイロンのアシスタントとして、雇やとい主に恥はじをかかせないよう気をつけないと）

　特にバイロンから何か言われたわけではないが、高額な報ほう酬しゆうはそういう配はい慮りよや態度も込みでのものと受けとめている。

　──そう、提示された報酬は、思っていた以上に高額だった。

　あまりに庶民感覚とかけ離はなれた金額に、何か裏があるのではと疑ってしまったほどだ。

『この金額は多すぎます。ひょっとして、僕に麻ま薬やくの運び人でもやらせるつもりですか？』

　冗じよう談だんめかして尋たずねると、バイロンは声を上げて笑った。

『まさか。優ゆう秀しゆうな大学生の貴重な夏休みをまるまる拘こう束そくすることになるのだから、これが妥だ当とうな金額だろうと思ったまでだ』

『ではこうしましょう。ご提示いただいた金額の半分を基本報酬としていただきます。残りは旅が終わってから、僕の働きぶりに応じた金額を上乗せしてください。ご満足いただけなければ基本報酬のみということで』

『残りは成功報酬というわけか。しかしなんというか、きみは本当に真ま面じ目めだな。黙だまって全額もらっておけばいいのに』

　あいにく、大金を当たり前のようにぽんと受け取れるほどの図太さは持ち合わせていない。バイロンは少々呆あきれた様子だったが、そのほうが悠にとってもプレッシャーが少なくて済む。

　ＬＡの母親に電話で伝えると、最初は『そんなうまい話があるかしら』と怪け訝げんそうだったが、バイロンの名前を出したとたんに電話口で歓声を上げた。

『サインもらってきてちょうだい！　写真もいっぱい撮とってきて！　うわー、あのバイロン・ブラッドフォードと豪華客船の旅なんてうらやましすぎる。悠の代わりに私が行きたいわ』

　悠は知らなかったのだが、バイロンは著書が映画やドラマになることが多いので、メディアにちょくちょく登場しているらしい。母曰いわく、〝知的でミステリアスな雰ふん囲い気き〟が人気なのだという。

（知的でミステリアス？　うーん……黙っていればそうかもしれないけど）

　母のはしゃぎっぷりを思い出し、首を傾かしげる。バイロンに大いなる幻げん想そうを抱いだいている母には、彼の変人ぶりは黙っておいたほうがよさそうだ。

「ひどく心細そうな顔をしている。早くも後こう悔かいしているのか？」

　頭上から降ってきた声に、はっと我に返る。

　振ふり返ると、バイロンがデッキの手すりにもたれてこちらをじっと見下ろしていた。

「後悔はしてません。ただちょっと、不安はあります」

「ふむ。日ひ頃ごろは気き丈じようなヒロインが、瞳ひとみを憂うれいに翳かげらせているのも悪くない。〝彼女は不安げな眼まな差ざしで、ネオン瞬またたく摩天楼を見つめ……〟」

「あなたのそういうところ、なんかもうすっかり慣れてしまって違い和わ感かんを覚えなくなりました」

　ニューヨークの夜景に視線を戻もどして、悠は軽く肩かたをすくめた。

　出航までの間、準備や打ち合わせで何度も顔を合わせているうちに不本意ながら慣れてしまった。メイヤー教授の前では口にしなかったが、やはりバイロンは悠のことをヒロインのモデル兼けんアシスタントと考えているようで、ことあるごとにこうやってセリフやら描びよう写しややらを呟つぶやくのだ。

　ニューヨークの高級ブティックでヒロイン用のドレスをあつらえようとしたときにはさすがに驚おどろいてストップをかけたが……それ以外は聞き流しさえすれば特に害はない。

「いいね。身近な人間にいちいち『何この人？』みたいな目で見られるのは疲つかれるからな」

「けど、乗客やスタッフの前では自じ粛しゆくしていただけるとありがたいです」

「なぜだ？　私が何か呟いたところで、誰だれかに迷めい惑わくをかけるわけじゃないだろう」

「ええ、それはそうなんですけれど、僕はあくまでもあなたのアシスタントです。小説のキャラクターのモデルの件は伏ふせておいてください」

「照れくさいから？」

　しごく真面目な表情で言われ、悠は苦く笑しようした。

「照れくさいとかじゃなくて、いろいろ誤解されると面めん倒どうですし」

「アシスタントとか言ってるけど、本当は恋こい人びとなんじゃないかとか？」

「それもあります。あと、あなたのファンから恨うらみを買いたくないですし」

　バイロンが、ふと真顔になって顎あごに指を当てる。

「そうだな。ファンはありがたいものだが、ときにはこちらが予想もしない方向に暴走する人もいる。ファンじゃなくても、なんでもすぐにネットに垂れ流す輩やからもいる。きみを危険な目に遭あわせないためにも、ヒロインのモデルだということは伏せておいたほうがいいな」

「ぜひ、そうしてください」

　潮風が強くなり、悠は小さくくしゃみをした。

「とりあえず中に入ろう」

　さりげなく肩に手をまわされて、悠はぎょっとした。慌あわてて大きな手からすり抜ぬけて、迂う闊かつな雇こ用よう主を睨にらみつける。

「さっそくですが、こういう行こう為いが誤解のもとです」

「誰も見ていない」

　そう言って、バイロンは大おお袈げ裟さに両手を広げてみせた。

　確かにダイヤモンドスイートの専用バルコニーなので他ほかには誰もいないが、油断は禁物だ。

（それに……スキンシップってちょっと苦手だし）

　アメリカ生まれのアメリカ育ちなので、決してスキンシップに不慣れなわけではない。けれどバイロンのような大人の男性とはあまり接したことがないので、どうにも落ち着かない気分にさせられてしまうのだ。

　もちろん大学にも、教授や講師をはじめ大人の男性は大勢いる。入学前に働いていた旅行社でも、直属の上司は三十代の男性だった。

　けれどバイロンは、これまで悠が出会ったことのないタイプの大人の男性で……。

（……かっこいいのは認める）

　長身で逞たくましい体格、精せい悍かんな顔立ち、それらに加えて、バイロンには大人の男性ならではの色気がある。認めたくはないが、母の言うとおり知的でミステリアスな雰囲気もあって、世の女性たちがバイロンのことを〝セクシー〟と評するのもわからなくはない。

（僕の好みのタイプじゃないけど）

　バイロンが好みのタイプだったら、今回の仕事は引き受けなかっただろう。

　恋れん愛あいに臆おく病びような悠は、ふたりきりの旅行を〝好きな人のそばにいられる幸せ〟ではなく〝自分のものにはならない相手をそばで見つめるだけの苦しみ〟ととらえてしまう。

　片かた想おもいのつらさはよく知っているので、まったく望みのない相手を想う苦しさを進んで味わおうとは思えないのだ。

「さて、夕食はどうする？　いくつかレストランがあるが、面倒ならルームサービスを頼んでもいいぞ」

「せっかくですから出かけましょう。船内も見てまわりたいですし」

　グラスに残っていたシャンパンを飲み干して、悠は目を輝かがやかせた。

〈ダイヤモンド・エクスプローラー〉はクルーズの歴史を塗ぬり替かえた、画期的なエンターテインメント施し設せつを備えているのだ。

　世界初の船上アイススケートリンクではプロのスケーターによるアイスショーが行われ、約八百名を収容できるシアターではコンサートやマジックショー、ミュージカルなどが上演されている。

　もちろんスポーツ施設も豊富で、プールはもちろんのこと、テニスコートやバスケットボールコート、海を眺ながめながらまわることができるミニゴルフコースもある。

　全長百メートルのショッピングアーケードにはブティックや宝ほう飾しよく店、カフェ、英国式パブ、スポーツバーなどがずらりと並び、パレードが行われることもあるという。

　他にもカジノやナイトクラブ、スパ、図書室などなど、まさしく洋上の街と呼ぶにふさわしい設備が揃そろっている。

「そうだな。まずはメインダイニングに出かけてみるか。スイートフロアの客は予約なしで入れるようだし」

　メインダイニングと聞いて、心が浮うき立つ。パンフレットの写真によると、三層吹ふき抜けの広々としたレストランは、お城の舞ぶ踏とう会を思わせる非日常的な空間だ。優美に弧こを描えがく大階段、金色に輝く柱、宝石のようなシャンデリア──ゴージャスでモダンな内装は、著名なデザイナーによるものだという。

「服装はこれで大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ライトグレーのスーツを見下ろし、バイロンに尋たずねる。少々堅かた苦くるしいかと思ったが、初日なのできちんとネクタイも締しめてきた。

　バイロンが腕うでを組み、悠の服装を検分するように上から下までゆっくりと眺める。

　無ぶ遠えん慮りよな視線にたじろぎつつ、悠はバイロンの返事を待った。

「そのままでいい。ダークカラーのシャツのほうがきみの美しい肌はだを引き立てるが、初日からこれ見よがしに美び貌ぼうを強調するとご婦人方の反感を買いそうだからな」

「いえあの、ドレスコード的にＯＫかどうかお訊ききしただけです」

　的外れな答えに苦笑しながら、バスルームの鏡の前に立って丁てい寧ねいに髪かみを梳とかす。

　鏡には、バイロンの姿も小さく映り込んでいた。シャンパングラスを傾かたむけながら、窓の外に視線を向けている。

　麻あさのスーツに黒いシャツ、ノーネクタイというややカジュアルな服装だ。しかしそれが憎にくいほど決まっており、格調高いスイートルームにも馴な染じんでいるのは、やはり着ている本人に風格があるからだろう。

（うーん……バイロンと一いつ緒しよにいると、どうやっても目立ちそう）

　有名人でもあるので、何かと注目を集めるだろう。常に緊きん張ちよう感かんを強しいられそうだが、これも仕事のうちなので仕方がない。

　いよいよ旅の始まりだ。

　身み支じ度たくを整えて、悠は鏡に映った己おのれの姿を励はげますように背筋を伸のばした。







　メインダイニングは写真で見るよりもずっと美しく、思っていた以上に広かった。

（うわ……これが豪ごう華か客船の世界……）

　案内された席に着き、今度は歓かん声せいを上げないよう気をつけながら、きらびやかな室内をぐるりと見み渡わたす。

　船内のレストランやカフェは乗客なら誰でも利用することができるが、メインダイニングは客室のクラスによって席が分けられている。悠とバイロンが案内されたのは、三層になったレストランの最上階だ。バルコニー席からレストランの全ぜん貌ぼうを見下ろし、やや気き後おくれしつつ富ふ裕ゆう層の特権を味わう。

　着き飾かざった乗客たちが、それぞれのテーブルで笑いさざめいていた。華はなやかで楽しげで、どこか浮うき世よ離ばなれした光景だ。

　旅行前の打ち合わせなどで何度かバイロンがニューヨークの一流レストランへ連れて行ってくれたが、同じゴージャス感でもずいぶんと印象が違ちがう。

　客のほとんどが仕事をリタイアした年配者であること、テーブルを囲んでいるのがビジネスの関係ではなく夫ふう婦ふや家族であること。それに加えて、バカンスを楽しむリラックスした雰ふん囲い気きが解放感を生んでいるのだろう。

「みんな幸せそう……」

　思わず独りごちる。

　向かいの席のバイロンがメニューから顔を上げ、悠の視線をたどって階下を見下ろした。

「本当にな。ニューヨークのレストランじゃ、みんな気取ってはいるけれど表情に疲ひ労ろうや不満がにじみ出してたもんな」

「ええ。ここでは、隣となりのテーブルでカップルが揉もめることもなさそうです」

「だといいが」

　ふたりで目を見合わせ、くすくす笑う。ニューヨークのレストランで隣りん席せきの客が口論を始め、せっかくのディナーが台無しになったことがあったのだ。

「私は日ひ替がわりのフルコースにするが、きみは？」

「僕も同じものを」

「ワインはどうする？」

「今夜はミネラルウォーターにしておきます」

　ウェルカムドリンクのシャンパンが美お味いしくて、つい飲み過ぎてしまった。アルコールに弱いわけではないが、航海初日だし、これ以上飲むのは控ひかえておいたほうがいいだろう。

「じゃあ私も今夜は軽めに、グラスにしておこう」

　やってきたウェイターに、バイロンがオーダーを告げる。

　メニューを閉じてテーブルに置いたところで、ふいに視線を感じて悠は顔を上げた。

　先ほどは空席だったバイロンの背後のテーブルに、金きん髪ぱつの青年がひとりで着席している。メニューを手にした彼は、悠と目が合うとにっこりと微笑ほほえんだ。

（え？　えーと……僕に微笑みかけてくれたんだよね？）

　念のために後ろを振ふり返るが、背後の席には誰だれもいない。戸と惑まどいつつ、悠も控えめに微笑み返した。

（なんか、すごく綺き麗れいな人だな……）

　緩ゆるやかなウェーブのかかった金髪、青い瞳ひとみ、華やかで甘いマスクがひときわ目を引く。

　この席に案内されたということは、彼もスイートフロアの乗客だろうか。客船ターミナルの専用ラウンジでは見かけなかったので、ひとつ下の階のジュニアスイートフロアの客という可能性もある。

　端たん麗れいな容姿に加え、仕草も優ゆう雅がで上品だ。どこかで見かけたような気がして、ちらちらと彼のほうを窺うかがってしまう。

（あ、わかった。僕が好きな俳優に雰囲気が似てるんだ）

　高校時代から大ファンの俳優はもう少し中性的な顔立ちだが、都会的で洗練された雰囲気は近いものがある。

　長い航海の間、密ひそかに目を楽しませてくれるアイドル的な存在になりそうだ──。

「先ほど客船ターミナルの専用ラウンジにいた、もうひと組のダイヤモンドスイートの客の正体が判明したぞ」

　バイロンの声に、物思いに耽ふけっていた悠ははっと我に返った。

「えっ？　知り合いですか？」

「いいや、知り合いではない。だが、誰もが知っている有名人だ。女性のほうはトリシア・ベル。ということは、連れの男性は当然オリヴァー・ターナーだろうな」

「トリシア・ベルって、女優の？」

　驚おどろいて、悠は目を見開いた。

　そっとバイロンの視線の先をたどり、息を吞のむ。

　トリシア・ベルはハリウッドを代表する大物女優だ。さほど映画通ではない悠でも、彼女が主演した映画を何本も観みたことがある。客船ターミナルでは大きなサングラスをかけていたので気づかなかったが、言われてみれば見事な赤毛と長身でスレンダーな体型、まさしくトリシア・ベルその人だ。

「うわー……豪華客船に乗ってるんだって実感が湧わいてきました」

「ああ。浮世離れしたクルーズが、一気に生々しいリアリティ番組っぽくなったけどな」

　バイロンの言葉に、思わず深々と頷うなずいてしまう。

　二年ほど前、トリシアはアメリカのメディア王と呼ばれる大だい富ふ豪ごうオリヴァー・ターナーと結けつ婚こんし、大いに話題になったのだ。というのも当時トリシアは三十五歳、オリヴァーは六十九歳、この年の差があれこれ物議を醸かもし、トリシアは〝アメアメリカリカのズスイー恋人トハート〟から〝金目当ゴールドての女ディガー〟へと評価を下げてしまった。

「まさかパパラッチとかいませんよね」

「どうかな。今は誰もがスマホで写真を撮とってネットにアップする時代だから、誰もがパパラッチになる可能性を秘ひめている」

　前菜が来たので会話を中断し、目の前の料理に集中する。

　前菜は二種、スモークサーモンと海え老びのロゼソース、茄な子すとトマトのミルフィーユが四角い皿に盛りつけられている。さすが一流シェフが腕をふるっているだけあって、見た目も味も抜ばつ群ぐんだった。

（あれ？　あの人、ひとりなのかな）

　前菜を食べ終えたところで、金髪青年がウェイターに注文を告げていることに気づく。

　連れはいないのか、あるいは連れの女性は体調を崩くずして客室で休んでいるのかもしれない。

（いやいや、女性とは限らないか。僕たちも男同士だし、客船ターミナルに老婦人のふたり組がいたし）

　その老婦人のふたり組が、バイロンの真後ろの席に案内されて着席する。

　ふたりに遮さえぎられて金髪青年の姿が見えなくなってしまったが、そのほうが落ち着いて食事ができそうだ。

「本日のメインディッシュ、鴨かものロースト、カシスソース添ぞえでございます」

　運ばれてきた美味しそうな料理に、悠は目を輝かがやかせた。







「部屋に戻もどる前に、少し船内を見てまわらないか。きみが疲つかれていなければの話だが」

　食事を終えてメインダイニングを出たところで、バイロンが提案する。

「ええ、ぜひ」

　頰ほおを紅潮させて、悠はこくこくと頷いた。

　ディナーの興奮が残っており、まだ部屋には戻りたくない気分だった。

　きらびやかな空間、人々が笑いさざめく声……ディナーの途と中ちゆうでピアノの演奏も始まり、夢のようなひとときを過ごすことができた。まるで映画の登場人物になったような気分──などと言ったら、バイロンに笑われてしまいそうだが。

「どこか行きたいところは？」

　バイロンに問われ、悠は船内の案内図の前で立ち止まった。

「今は特に……。というか、あなたの取材旅行なんですから、あなたの行きたい場所に行きましょう」

「取材よりも、まずはヒロイン像を確立させておきたい」

「それって僕がモデルのキャラクターですか」

　苦く笑しようしながら、悠は隣に立つバイロンを見上げた。

「そのとおり。だから船内でのきみの言動を観察し、参考にしたい」

　思いがけず真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめられ、悠は目をぱちくりさせた。

　からかわれているのかと思ったが、バイロンは冗じよ談うだんを言っているわけではなさそうだ。

　小説家という職業の人とはこれまで会ったことがなかったので、バイロンの仕事のやり方が一いつ般ぱん的なのかどうかはわからない。男の自分をヒロインのモデルにしたいなどという荒こう唐とう無む稽けいな話は本気で受けとめていなかったが、どうやら彼は本気で取り組もうとしているらしい。

　それならば、自分も報ほう酬しゆうに見合った働きをするべきだろう。

「……了りよう解かいです。では、行き先を決めずに船内を散策しましょう」

　これも仕事のうちだと自分に言い聞かせ、くるりと踵きびすを返す。

　デッキに出ると、強い風が吹ふきつけてきた。真夏とはいえ、夜の海上は少々肌はだ寒ざむいくらいだった。

「もう街の灯あかりが見えませんね」

「ああ。これから一週間、大西洋の真まっ只ただ中なかだ」

　手すりの前にバイロンと並んで立ち、黒々とした水みな面もがうねる様子を見下ろす。

　次の寄港は一週間先、スペイン領カナリア諸島だ。今は暗くて見えないが、明日の朝には四方に広がる大おお海うな原ばらを眺ながめることができるだろう。

（なんか、わくわくするような、ちょっと怖こわいような……）

　この海が、ヨーロッパまで続いているのだ。地図を思い浮うかべ、改めて海の広さを実感し、ぶるっと背筋が震ふるえてしまう。

　ふと視線を感じて、悠は振り返った。

　バイロンと視線がぶつかって、どきりとする。

「……そういえば、まだ訊きいていなかったな。船に乗るのは初めてか？」

「ええと……子供の頃ころ、観光地で小型の遊覧船に乗ったくらいですね。一時間ほどの短いクルーズですけど」

　バイロンが海に視線を戻し、ふっと笑えみを浮かべる。

「実を言うと、私は大人になるまでエンジン付きの船に乗ったことがなかった」

「そうなんですか？　じゃあカヌーとか？」

「ああ。子供の頃から近くの湖でカヌーやカヤックを漕こいでいた。アディロンダック山地に行ったことは？」

「ないです」

「私が生まれ育った村は、本当に鄙ひなびた場所でね。森と湖に囲まれて、人間よりも野生動物のほうが多くて、買い物に行くのも一苦労だった」

「もしかして、ロックウッド村はあなたの故郷がモデルなんですか？」

　ロックウッド村シリーズはバイロンの代表作のひとつだ。主人公はパークレンジャーの青年で、森に住んでいる変わり者の中年ハンターとともに、数々の事件を解決していく。謎なぞ解ときだけでなく、動植物の生態や少々不便な生活の描びよう写しやが秀しゆう逸いつで、読んでいるうちに自分も村の住民になったような気分を味わうことができる楽しいシリーズだ。

「そのとおり。ちなみに主人公に特にモデルはいないが、ハンターは伯お父じがモデルだ」

「伯父さん、ハンターなんですか？」

「ああ、狩しゆ猟りようで生計を立てている。独身で子供がいないから私を弟で子しにしたがっていたが、残念ながら私には狩猟の才能が欠けつ如じよしていた」

　そこで言葉を切って、バイロンは小さく肩かたをすくめた。

「射しや撃げきの腕うで前まえは申し分ないんだが、いざ動物を目の前にすると怯ひるんでしまうんだ。食べるためだとわかっていても、どうしても撃うてない。伯父には腰こし抜ぬけだと罵ののしられたが、だめなものはどうしようもない。狩猟を否定する気はないが、自分には向いていなかった」

　バイロンの意外な一面に、悠は目を瞬またたかせた。

　バイロンが自分の弱みともいえる繊せん細さいな部分を告白したのも、意外だった。

「……けど、本の中ではハンターはすごく魅み力りよく的に描えがかれてますよね」

「実際伯父は、なかなか魅力的な人物なんだ。ただちょっと、自分の価値観がすべてだと思い込んでいるところがある。頑がん固こで意固地で、口が悪いし融ゆう通ずうも利きかない」

　ここぞとばかりに短所を並べ立てるバイロンに、悠はくすくすと笑った。

「主人公とハンターのやりとりが目に浮かびます。あのふたり、いつも些さ細さいなことで口論してばかりですけど、お互たがい深い信しん頼らいで結ばれていて……きっとあなたと伯父さんもあんな感じだったんでしょうね」

「ああ。いろいろむかつくけど、尊敬もしている」

「こういう裏話が聞けるのは、この仕事の役得ですね」

　話しながら階段を上り、船の前方へ移動する。舳へ先さきに近い場所はライトアップされ、大勢の人で賑にぎわっていた。

「やけに人が多いな」

「ここで出港記念のお祝いイベントがあったからだと思います」

　悠とバイロンは客室の専用バルコニーでシャンパンを飲みながら出港の様子を眺めていたのだが、客室に置かれた船内の広報紙にイベントの案内が載っていた。船長によるスピーチや楽団の演奏、プロのカメラマンによる記念撮さつ影えいなどが行われたらしい。

「そうだったのか？　知らなかったな。来てみればよかった」

「機会はいくらでもありますよ。船内のニュースペーパーによると、毎晩のようにどこかでパーティとかダンスコンテストとかあるみたいですから」

「きみが熱心に読んでいたのはそれか。てっきり避ひ難なん経路の確かく認にんでもしているのかと」

「もちろん、避難経路や緊きん急きゆう時の心得には真っ先に目を通しました。僕はマニュアル的なものは全部読んでおかないと気が済まないんです」

「私とは正反対だな」

　話しながら広場を横切り、反対側のデッキに向かう。

（あ……）

　船を半周したあたりで、人ひと混ごみを縫ぬって向こうから歩いてきた青年に悠ははっとした。

　先ほどレストランで微笑ほほえみかけてきた、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美青年だ。

「悠、そこにカフェがある。コーヒーを飲んでいかないか」

「え？　ええ」

　バイロンに軽く腕うでを摑つかまれて、悠は振ふり返った。

　オープンテラス席のあるカフェは少々レトロな雰ふん囲い気きで、柔やわらかな照明に包まれて居い心ごこ地ちがよさそうだ。少し体が冷えてきたので、夜空を眺めながら温かいカフェオレを飲むのもいいかもしれない。

　ちらりと視線を戻すと、金髪青年は人混みに紛まぎれてしまったのか見当たらなかった。少々残念な気持ちで、入口のボードに書かれたメニューに目を向ける。

「ここ、軽食も結構あるんですね。ランチにいいかも」

「ああ。テイクアウトもできるから、夜食用に部屋に持って帰ってもいいな」

　クルーズのいいところは、いったん乗船してしまえば船内の飲食店が基本的に無料で利用できるところだ。サンドイッチの種類が豊富で、ガラスケースの中には美お味いしそうなドーナツやマフィンも並んでいる。

　セルフ形式のカウンターに並ぼうと、店内に足を踏ふみ入れたそのとき。

「やだうそ！　バイロン・ブラッドフォードがいる！」

　ちょうど入れ替かわりに店から出て行こうとした若い女性が、バイロンの顔を見て声を上げた。

「えっ、うそ、あのバイロン・ブラッドフォード!?」

　連れの女性も、驚おどろいたように目を見開いてバイロンを見上げる。

「私、ファンなんです！　一いつ緒しよに写真撮とってもらえませんか？」

　バッグからスマホを取り出しながら猛もう然ぜんと近づいてきたふたりに、悠はたじろいだ。

　こういう場合の対処法を訊くのを忘れていたが、アシスタントである自分が「今はプライベートなので」などと言って断るべきだろうか。

「よく私だとわかったね」

　バイロンが軽く両手を広げ、彼女たちににこやかに微笑みかける。

　意外なほどの愛あい想その良さに、悠は啞あ然ぜんとしてその横顔を見上げた。

「もちろんわかりますよ！」

「写真で見たとおり……ううん、写真で見るよりずっと素す敵てき」

「せっかくだから海を背景に撮ろうか」

　他ほかの客の邪じや魔まにならないよう、バイロンがさりげなくふたりを誘ゆう導どうする。慌あわててついていき、悠はカメラマン役を買って出た。

　ポーズを変えて何枚か写真を撮ると、彼女たちは満足げに礼を言って悠からスマホを受け取った。バイロンとどういう関係なのか訊かれるかと思ったが、幸い彼女たちはバイロンしか視界に入っていないらしく、悠の存在にまったく無関心だ。

「最初はドラマで見たんです。続きが気になって、原作の本も読むようになって……」

「で、彼女が私に『この本面おも白しろいよ』って勧すすめてくれて、すっかりはまっちゃって」

「本当に？　それは嬉うれしいね」

　写真を撮り終えても名残なごり惜おしいらしく、彼女たちは口々にバイロンに本の感想を述べ始めた。

　バイロンも、彼女たちの言葉に熱心に耳を傾かたむけている。

（意外だな。ファンサービスはしないのかと思ってた）

　初対面の印象が〝変人〟だったので、そう思い込んでいたのかもしれない。思い返してみると、バイロンは決して無愛想ではないし、対外的には真っ当な常識人らしく振る舞まっている。

（変なのは、僕を観察しながら勝手にセリフをつけたり、小説の世界に浸ひたってぶつぶつ呟つぶやいてるときだけか）

　それさえ除けば、母の言うとおり〝知的でミステリアス〟なイケメンということになるのだろう。

　なんとなく手持ち無ぶ沙さ汰たで佇たたずんでいると、そばにいた老夫ふう婦ふに「すみません、シャッターを押してもらえます？」と声をかけられた。

「ええ、喜んで」

　デジタルカメラを受け取り、腕を組んで微笑むふたりをカメラに収める。

「私たちもお願いしていいかしら」

　撮り終えると、別の老婦人からも声がかかった。こちらはどうやらグループで旅行に来ているらしく、集合写真を頼たのまれる。

「ねえ、舳先のところで写さない？　照明が素敵よ」

「そうね、そうしましょう」

　悠の返事も聞かずに、ご婦人たちはさっさと舳先のほうへ移動し始めた。

（え、ちょっと……っ）

　カメラを渡わたされているので、彼女たちについていかざるをえない。バイロンにひとこと断ろうと振り返るが、バイロンも別の客に摑まって取り囲まれていた。

（ささっと終わらせて戻もどればいいか）

　たとえはぐれたとしても、部屋に戻れば済むことだ。ニューヨークと違ちがって船内は範はん囲いが限られているし、路地に迷い込んで強ごう盗とうに襲おそわれる心配もない。

　舳先に移動し、グループの写真を何枚か撮る。カメラを返してバイロンのところへ戻ろうとすると、ふいに横から声をかけられた。

「──さっきレストランで会ったね」

「……っ！」

　振り向くと、あの金髪の美青年が真横に立っていた。

　青い瞳ひとみにじっと見下ろされ、心臓が大きく跳はね上がる。

「あれ？　覚えてない？　きみのふたつ隣となりのテーブルにいたんだけど」

「……ええ、もちろん覚えてます。ちょっとびっくりしちゃって……」

　しどろもどろに答えると、青年が「急に声かけたりして、驚かせちゃったかな」と言いながらやわらかな笑えみを浮うかべた。

「きみもスイートフロア？」

「ええ、そうです」

「俺もだ。クルーズは初めてなんだけど、せっかくだから贅ぜい沢たくな気分を味わおうかと思ってさ」

「僕も、クルーズは初めてです」

　少々警けい戒かいしつつ、悠は答えた。

　初対面の男性にフレンドリーに話しかけられると、ついつい身構えてしまう。もちろん皆が皆下心を持って近づいてくるわけではないが、これまでの経験から考えると、用心するに越こしたことはない。

「ああ、失礼。自己紹しよう介かいがまだだったね。リアムだ。よろしく」

　悠の警戒心を感じ取ったのか、青年が名乗りながら右手を差し出す。

「……悠です」

　おずおずと握あく手しゆに応じたところで、ふいに背後から大きな声で呼ばれた。

「悠！」　>>>♥

　振り返ると、バイロンが猛然とこちらに向かってくるところだった。ひどく焦あせった様子に、何かあったのだろうかと不安になる。

「どうしたんです？」

「どうしたも何も、きみが急にいなくなったから心配した」

　険しい表情で見下ろされ、悠は目を瞬またたかせた。

「……それはすみません。カメラのシャッターを頼まれて……すぐに戻るつもりだったんですけど」

「私から離はなれるな。やむを得ず離れる場合は、必ず行き先を言いなさい」

　こんな命令口調は初めてで、内心少々反発を覚えてしまう。

　しかし今はバイロンが雇やとい主だ。こくこくと頷うなずき、「了りよう解かいです」と呟く。

「この過保護な男性は、きみの保護者？」

　呆あつ気けにとられたようにふたりのやりとりを見ていたリアムが、くすくす笑いながら口を挟はさむ。

「いえ、違います」

「ああ、そうだ」

　悠とバイロンの声が重なり、リアムが目をぱちくりさせる。

　バイロンがちらりとリアムを見下ろし──といってもリアムも結構背が高いのでほとんど差はないのだが──苦々しげに眉まゆ根ねを寄せた。

「ナンパなら他を当たってくれ」

　バイロンの失礼なセリフに、リアムが肩かたをすくめて苦く笑しようする。

「ナンパじゃないよ。さっきレストランで目が合ったから、挨あい拶さつしてただけ」

「……そうなのか？」

　問いただされて、悠はこくりと頷いた。

「そうです。あなたの後ろの席にいたから、あなたは気づかなかったでしょうけど……」

「リアムだ。俺もスイートフロアに泊とまってるんだ」

　言いながら、リアムがにこやかに右手を差し出す。しぶしぶといった様子で、バイロンはその手をおざなりに握にぎり返した。

「……バイロンだ」

「きみたちとは、明日の顔合わせのディナーでまた会えるね。詳くわしい自己紹介はそのときに。今夜はこのへんで失礼するよ」

　リアムが踵きびすを返し、その場にふたり取り残される。

「今のはいったいなんなんです？」

　小声でバイロンに尋たずねると、ぎろりと睨にらみ下ろされた。

「私の書くヒロインは、男の誘さそいに軽々しく応じたりしない」

「ええっ？　別に、誘われたわけじゃありません」

　驚おどろいて、悠は反論した。ナンパされて喜んでいたなどと思われては心外だ。

「手を握られて嬉しそうだった」

「握られてたんじゃなくて、ごく普ふ通つうの握手です」

「ああいうイギリス訛なまりの優やさ男おとこが好みなのか？」

　バイロンの質問に、うっと言葉を詰つまらせる。

　確かにリアムは好みのタイプだが、今それを表明したら面めん倒どうなことになりそうだ。

「もう、何言ってるんですか……」

　ぷいとそっぽを向いて、ため息をつく。

　バイロンが胸ポケットから手帳を取り出し、何やらペンを走らせ始めた。

「〝彼女は不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせ、視線をそらした。図星を指されてむっとしたのだ。けれどそれを彼に悟さとられるのが嫌いやで、必死で平静を装よそおい……〟」

「……創作がはかどって何よりです」

　苦笑しつつ、振ふり返る。

　そうだった。バイロンは悠個人の好みに興味があるわけではない。悠をモデルにしたヒロインを書くために情報を収集しているのだ。

「コーヒーを飲みそびれてしまったな」

　ぱたんと手帳を閉じ、現実の世界に戻ったバイロンが呟く。

「僕が買ってきます。あなたは目立たないように隠かくれていてください」

「ああ。ファンとの交流は大事だが、旅行中はほどほどにしておこう」

　カウンターに並び、ようやく温かいコーヒーとカフェオレを手にして、悠はバイロンとともにスイートフロアへ向かった。







　船内の喧けん噪そうとは裏腹に、スイートフロアはしんと静せい寂じやくに包まれていた。カードキーでのロック解除が必要な扉とびらで仕切られているので、酔よっぱらった客が迷い込んでくる心配もない。

「私は少し仕事をしてから休む。きみは先に寝ねててくれ」

「はい……じゃあお先にシャワー浴びてきますね」

　寝しん室しつに入り、スーツケースの中から着き替がえを取り出す。

　ウォールランプのやわらかな灯あかりに照らされた室内を見まわして、悠は小さく息を吐はいた。

（思ったよりベッドの距きよ離りが近いな……）

　他人と同じ部屋で寝起きするのは、中学生のときのサマーキャンプ以来だ。そういえば大人になってからは初めてだということに気づき、緊きん張ちようがこみ上げてくる。

　歯ぎしりしたり、鼾いびきをかいたりはしていないと思うが……。

（変な寝言とか言ったりしてないよな？）

　笑えるような寝言ならまだいい。心配なのは、性的な事こと柄がらに関する寝言だ。

　恋れん愛あい経験は皆かい無むだが、悠も年とし頃ごろの若い男性なので、それなりに欲望は持っている。火ほ照てった体を自らの手で慰なぐさめることもあるし、淫みだらな夢を見て下着を濡ぬらしてしまうこともある。

　性欲を持つのは別に恥はずかしいことではないが……奥手な悠としては、それを他人に知られたり見られたりすることには非常に抵てい抗こうがあった。

（いや別に、普通にしていればそういうことはないはず！）

　両手の拳こぶしを握り締しめ、そう自分に言い聞かせる。

　他人と同室という緊張感が、悠の繊せん細さいな神経をぴりぴりと尖らせてくれるだろう。そういうときは、エロティックな気分になりようがない。

　朝の生理現象は自分でコントロールできないが、バイロンより先に起きて見られないようにすればいい。

「悠」

　ふいに名前を呼ばれ、びくりと体が震ふるえる。慌あわてて振り返ると、バイロンが真後ろに立っていた。

「な、なんでしょう？」

　厚いカーペットのせいで足音が聞こえなかった。どぎまぎして、視線を左右にさまよわせる。

「言い忘れたんだが、きみが窓まど際ぎわのベッドを使ってくれ。私は朝に弱いので、なるべく朝日が差し込まない位置がいい」

「はい、了解です」

　スーツケースから出した衣類を、窓際のベッドの上に並べる。先ほど性的なことを考えていたせいか、バイロンを意識して動きがぎこちなくなってしまった。

「それともうひとつ。マスターベーションも遠えん慮りよなくしてくれて構わない」

「……っ!?」

　驚いて顔を上げると、バイロンが腕うでを組んでにやりと笑った。

「当然そういうこともしたくなるだろう？　一ヶ月も同じ部屋で寝起きするんだし、こういうことは最初に話し合っておいたほうが気まずい思いをしなくて済む」

　何か言い返そうとするが、言葉が出てこなかった。

　かあっと顔が赤くなり、耳の奥で心臓が早はや鐘がねを打つ音がやかましく鳴り響ひびく。

　悠の反応に、バイロンが少々面めん食くらったように目を瞬かせた。

「……これは意外な反応だな。いつもはつんと澄すました気の強いヒロインが、セクシャルな話題に真っ赤になって口ごもる……うん、いいね。実に素す晴ばらしい」

　からかわれているのはわかっているが、何も言い返すことができなかった。それに、下手に何か言ったら墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうだ。

「…………シャワー浴びてきます」

　くるりと踵を返し、悠はバスルームへと急いだ。







　その晩、悠はなかなか寝つくことができなかった。

　初めての豪ごう華か客船、初めて見る世界に、興奮の余よ韻いんが残って眠ねむれそうにない。

　目を閉じると、遠ざかっていくニューヨークの灯りやきらびやかなダイニングルーム、デッキで笑いさざめく大勢の乗客の光景などが、次々に浮うかんでは消えていく。

（素す敵てきな人にも出会えたし）

　リアムの優ゆう雅がな仕草を思い出し、口元に笑えみを浮かべる。

　そういえば、発音がイギリス式だった。多分イギリス人なのだろう。バイロンは〝イギリス訛り〟などと言っていたが、大学の女子学生たちが「イギリス人の話し方はクールで素敵」と騒さわいでいるのがわかる気がする。

（別に、リアムとどうこうなりたいわけじゃないけど……）

　長い船旅の間の、目の保養だ。

　目の保養といえば、トリシア・ベルも実に美しかった。あれほど存在感のある女性はなかなかいない。

（あのトリシア・ベルの隣となりの部屋に泊まってるだなんて、ほんの数週間前には想像もしなかったな）

　大スターと大だい富ふ豪ごう──別世界に住む人々だと思っていたが、考えてみたらバイロンもその別世界の住人なのだ。

　それに、存在感ではバイロンも負けていない。長身の堂々たる体たい軀く、男っぽい精せい悍かんな顔立ち……エキゾチックな風ふう貌ぼうは、豪華客船の中でもひときわ目立つ。

（リアムは航海士の制服が似合いそう。バイロンは……制服よりも海かい賊ぞくの衣い裳しようだな）

　うとうとと微睡まどろみながら、黒い眼帯姿のバイロンと白い制服姿のリアムを思い浮かべる。トリシアは、酒場の妖よう艶えんな女主人役が似合いそうだ。

　海賊が主人公の冒ぼう険けん活劇を想像しながら、悠は眠りに落ちていった──。










　　　　３




　──航海二日目。

　明け方に目覚めた悠は、隣で寝ているバイロンを起こさないよう、そっとベッドを抜ぬけ出した。

　ゆうべ遅おそくまで仕事をしていたらしく、バイロンは無防備に寝ね息いきを立てている。

（彫ちよう像ぞうみたいな顔だな……）

　秀ひいでた額が露あらわになり、高い鼻び梁りようや頑がん丈じようそうな顎あごがより強調されている。その骨格の美しさは、思わず見とれてしまうほどだった。

（黙だまっていればかっこいいのに）

　起きているときの言動を思い出し、笑いがこみ上げてくる。

　ゆうべ風ふ呂ろから上がると、バイロンはリビングの片かた隅すみにあるライティングデスクでパソコンのキーボードを叩たたいていた。

　執しつ筆ぴつ中のバイロンは初めて見たのだが……悠を観察しているときだけでなく、小説を書いているときもぶつぶつ独り言を呟つぶやいていることを知った。おまけに、時折ジェスチャーを加えながら登場人物のセリフを口にする。

　突とつ然ぜん椅い子すから立ち上がって「そうか、鍵かぎはかかっていなかったんだ！」と大声で叫さけんだときには、危あやうくミネラルウォーターのグラスを落としそうになったほどで……。

（まさかあんなに賑にぎやかに執筆してるとは思わなかった）

　小説家というのは、無言で淡たん々たんとキーボードを打っているものだと思っていた。大学時代、図書館で小説を書いていたら司書に退出を命じられたと不満げに言っていたが、あれではつまみ出されても仕方あるまい。

　バイロンの眉み間けんに皺しわが寄り、低い唸うなり声が漏もれる。

　慌てて踵きびすを返そうとした瞬しゆん間かん、ぱちっと開いた瞳ひとみと目が合ってしまい、悠はその場に立ちすくんだ。

「おはよう」

「……おはようございます」

　寝ね起おきのくぐもった声で話しかけられ、どぎまぎしながら返事をする。

「この状じよう況きようは……私の寝顔に見とれていたということかな？」

「ええ？　いえ、そういうわけでは……っ」

「気にしなくていい。お互たがいさまだ。私もゆうべ、きみの寝顔を堪たん能のうさせてもらった」

　言いながら、バイロンがブランケットをはねのけて体を起こす。

「えええ!?」

　寝顔を堪能させてもらったというセリフ、そしてバイロンが上じよう半はん身しん裸はだかであること、ふたつの衝しよう撃げき的な事柄に、悠は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「きみの寝姿はインスピレーションを大いに刺し激げきしてくれた。おかげでヒロインの新たな一面を発見することができた」

　ベッドから起き上がったバイロンは、パジャマのズボンを身につけていた。ほっとしつつ、初めて目にした半はん裸ら姿に動どう揺ようが隠かくせない。

「……それは……お役に立ててよかったです」

　自分の寝姿がいったいどういう一面を掘り起こしたのか気になるが、藪やぶ蛇へびになりそうなので訊きかないことにする。

「きみは眠っているときも実に行ぎよう儀ぎがいいな。あまりに隙すきがないので、寝たふりをして私を窺うかがっているのかと思った」

「まさか。ゆうべは疲つかれていただけで、寝相がいいってわけじゃありません。あんまり僕にヒロインらしさを期待していると、そのうちがっかりすると思いますよ」

「期待しているんじゃない。きみはヒロインそのものなんだ」

　バイロンの力説に肩かたをすくめ、悠はくるりと踵を返した。

「まだ早いですから、寝ててください。僕はちょっと、船内を散歩してきます」

「私も行く」

「心配しなくても、この時間じゃまだほとんど人はいないと思いますよ」

「早朝のひとけのない船内を散歩するチャンスを逃のがすわけにはいかない」

　言いながらバイロンがパジャマのズボンを脱ぬぎ始めたので、慌あわてて悠は背中を向けた。







　航海二日目は、穏おだやかに過ぎていった。

　早朝の散歩のあとカフェで朝食をとり、ランチの前にマジックショーを観覧し……午後はバイロンは部屋で執筆、悠は図書室で読書をして過ごした。本当はプールでひと泳ぎしたかったのだが、バイロンに猛もう反はん対たいされてしまったのだ。

『だめだ。ひとりでプールなんて、ナンパしてくれって言ってるようなものだろう』

　バイロンの心配には一理ある。悠は一部の男性に非常にもてるので、日ひ頃ごろは自ら進んでひとりでプールに出かけたりはしない。

（だけどここは、お客さんのほとんどが高こう齢れい者しやなのに）

　しかしリアムのように、船旅を楽しんでいる青年もいることはいる。中高年の男性に声をかけられた経験もあるので、ここはやはり、バイロンの忠告に従ったほうがいいのだろう。

（とっくに成人してるのに、保護者同どう伴はんじゃないとプールもカジノもだめとか……）

　ため息をつき、窓の外に視線を向ける。窓ガラスに映った自分の姿に、思わず悠は苦く笑しようした。

　今夜のディナーのドレスコードに合わせ、人生初のタキシード姿だ。ニューヨークの専門店であつらえてもらったもので、店員のアドバイスで光こう沢たくのある淡あわいグレーの生き地じを選んだ。

　仕立てがいいのでなんとかさまになっているが、大人びた服装がかえって子供っぽさを際きわ立だたせている気がする。どう見ても未成年にしか見えなくて、再びため息が漏れてしまう。

「どうした、ため息なんかついて。顔合わせのディナーが憂ゆう鬱うつか？」

　寝しん室しつから出てきたバイロンに声をかけられ、悠はゆっくりと振ふり返った。

　初めて目にする黒いタキシード姿に、思わず息を吞のむ。長身でがっちりした体格と男っぽく精悍な顔立ちが、フォーマルな装よそおいによってより魅み惑わく的に強調されていた。

「……いえ、まさか。楽しみにしてますよ。あのトリシア・ベルと一いつ緒しよにディナーなんて、普ふ通つうに暮らしていたらまずあり得ないことですから」

　バイロンの正装が眩まぶしくて、視線をさまよわせながら答える。

「きみはあの女優のファンなのか？」

「んー……僕はファンというほどではないですけど、母が大ファンだったので主演作はだいたい観みてます」

「大ファンだった。過去形だな」

「オリヴァー・ターナーとの結けつ婚こんで、自立した女性というイメージが崩くずれてしまったみたいで……。あ、念のために言っておきますが、彼女の前でこういうこと言わないでくださいよ」

「安心しろ。私は空気の読める男だ」

　バイロンが眉まゆをそびやかすが、信用できない。ディナーの席で、頭に浮うかんだネタを突とつ然ぜんぶつぶつと呟き出さないことを祈いのるばかりだ。

「そろそろ行きましょうか」

「ちょっと待った。その前にきみに渡わたしたいものがある」

　言いながらバイロンがデスクの引き出しを開け、何かを取り出す。

「え……なんですか？」

　リボンで飾かざられた青い箱を差し出され、悠は目をぱちくりさせた。

「いいから開けてみろ」

　おそるおそる箱を開け、悠は感かん嘆たんの声を上げた。

「うわあ……綺き麗れい」

　箱の中身は、シルバーの腕うで時ど計けいだった。文字盤ばんは海を思わせる鮮あざやかなブルーで、シンプルで洗練されたデザインが美しい。

　しかし文字盤に刻まれたブランド名に気づき、眉まゆ根ねを寄せる。

「嬉うれしいですけど、これは受け取れません。出航前に何から何まであつらえてもらって、これ以上いただくわけには……」

「言っただろう、これは必要経費だと。今日の午後、ヒロインが謎なぞの男からプレゼントを贈おくられるシーンを書いていたんだが、どうにも筆が進まなくてね。気分転てん換かんにショッピングアーケードに出かけてこれを見つけたんだ。そしたら突とつ然ぜん閃ひらめいて、ヒロインがブレスレットを受け取るシーンがはかどった」

「……わかりました。それでは遠えん慮りよなく受け取っておきます」

　スイス製の高級腕時計を受け取るのは気が引けるが、今ここで突つき返したらせっかく書いたヒロインのエピソードに支障を来きたしてしまいそうだ。とりあえず受け取っておいて、旅の終わりに返そうと決める。

「きみの手首に合うよう調整してもらったんだ」

　箱から腕時計を取り出したバイロンが、悠の手首をそっと摑つかむ。

　どきりとし、照れ隠しに悠は早口でまくし立てた。

「どうして僕の手首のサイズを知ってるんです？」

「ヒロインのサイズはすべて把は握あくしている」

　腕時計を巻いた細い手首を満足げに見下ろし、バイロンがにやりと笑う。

　さりげなくバイロンの大きな手から逃れながら、悠は「あ、そうか。ニューヨークで採寸したとき、あなたも一緒にいたんでしたね」と呟つぶやいた。ドレスシャツを仕立てる際、裄ゆき丈たけだけでなく手首周りまで測られたのだ。

「一度耳にした数字は忘れないんだ」

「不要な情報は頭から排はい除じよしたほうがいいですよ。新たな情報が入らなくなります」

「いいね、その素っ気ない感じ」

「……時計、どうもありがとうございます。そろそろ行きましょう」

　くるりと踵きびすを返し、ドアに向かう。

　素す敵てきな腕時計をプレゼントされてとても嬉しいのに、素直になれない自分が嫌いやになる。

　素直になれないのは、これが自分へのプレゼントではなくヒロインへのプレゼントだからだろうか。

（……ヒロイン像を確立する手助けをする。それが僕の任務じゃないか）

　これも仕事なのだと自分に言い聞かせ、悠は小さく息を吐はいた。







　顔合わせのディナーは、スイートフロアの専用ラウンジで行われることになっている。

　正確には、キャプテンズテーブルと呼ばれる晩ばん餐さん会だ。船長が客を招待し、ともにテーブルを囲む。〈ダイヤモンド・エクスプローラー〉ではすべての乗客に機会が設けられているが、少人数でのフォーマルなディナーはスイートフロアの乗客のみ、あとはもう少しカジュアルな夕食会だったり、ダンスホールでの立食パーティだったりするらしい。

　スイートフロアの談話室的な専用ラウンジには、晩餐会のための大きなダイニングテーブルが運び込まれていた。真っ白なテーブルクロス、船の刺し繡しゆうが入ったナプキン、白と青で統一された花が飾られ、銀のカトラリーが整然と並べられている。

　招待客は、まずはラウンジの入口にあるバーでカクテルをふるまわれるようだ。悠たちが到とう着ちやくしたときには、既すでに六人の客がカクテルを飲んでいた。

「こんばんは」

「こんばんは。素敵な夜になりそうですね」

　まずは先客と軽く挨あい拶さつをかわす。六十代くらいの夫ふう婦ふがふた組と、彼らより少し年配の女性ふたり組だ。顔立ちがよく似ているので、多分姉し妹まいなのだろう。バイロンを見るなり、ふたりの青い瞳ひとみが少女のように輝かがやき始めるのがわかった。

　悠たちの次に現れたのは、黒いタキシード姿のリアムだった。目が合ったとたんにウィンクされ、いかにもプレイボーイ然とした仕草に思わず笑いがこみ上げてくる。

　同じ黒のタキシードでも、バイロンは重じゆう厚こうなイメージで、リアムは華はなやかなイメージだ。リアムの蝶ちようネクタイはシャツと同じ白、バイロンはオーソドックスに黒なので、余計にそういう印象を受けるのかもしれない。

　リアムの登場は、先ほどの姉妹らしき老婦人ふたり組の瞳を更さらに強く輝かせた。

「あら、もしかしておひとりなの？」

「ええ、気ままなひとり旅です」

「まあまあ、あなたみたいな素敵な殿との方がたがひとりだなんて信じられないわ」

　リアムがさっそく彼女たちから質しつ問もん攻ぜめにされ、悠とバイロンもカクテルを飲みながら先客の老夫婦と言葉をかわす。ひと組はフロリダから来たというメキシコ系の夫婦で、もうひと組はニューヨークに住んでいるというロシア系の夫婦だった。

「僕、ロシア語を勉強中なんです」

　夫人のほうにロシア語で話しかけると、彼女は困ったように視線をさまよわせた。

「私……アメリカに来てもう二十五年なの。ロシア語はすっかり忘れてしまったわ」

　英語でそう答えるが、ロシア訛なまりが強くてたどたどしい。二十五年というと、ソ連の崩ほう壊かい直後にアメリカにやってきたのだろう。故郷のことに触ふれられるのが嫌なのかもしれない。

「クルーズは初めてですか？」

「ええ、初めてよ」

「僕もです」

　無難な話題に切り替かえてぽつぽつと言葉をかわしていると、最後のひと組、オリヴァー・ターナーとトリシア・ベルが現れた。

「まあ……」

　老婦人ふたり組が、目をまん丸にして感嘆の吐と息いきを漏もらす。

　トリシア・ベルは、シックな黒のイブニングドレスをまとっていた。夫のエスコートで颯さつ爽そうと現れた姿は、まるでスクリーンの中から抜ぬけ出してきたかのようだ。

　赤い髪かみは丁てい寧ねいに結ゆい上げられ、胸むな元もとには真しん珠じゆのネックレスが光っている。非常に美しく、そしてある種の迫はく力りよくがあって、やはり本物のハリウッドスターは一いつ般ぱん人とは全然違ちがうとしみじみ実感させられた。

「皆みなさん、こんばんは。今こ宵よいは皆さんとご一いつ緒しよできて光栄ですわ」

　トリシアが、親しげな笑えみを浮かべて一同を見み渡わたす。

　さすがに堂々としたものだ。ひとりひとりの目を見つめ、握あく手しゆをかわしていく。

　バイロンの番になると、彼女は興味深そうに瞳をきらめかせた。バイロンの手を握にぎったまま、わずかに小首を傾かしげる。

「もしかして、作家のバイロン・ブラッドフォードさん？」

「ご存じでしたか。光栄です」

　バイロンが、作り笑いを浮かべてみせる。

「ええ、何度かテレビで拝見しました。ご本も読んだことありますのよ」

「それは嬉しいですね。こちらは私のアシスタントの悠です。彼のお母さんがあなたの大ファンだそうなので、よかったらあとで一緒に写真を撮とってやってください」

　バイロンのセリフにぎょっとしつつ、慌あわてて悠も笑みを浮かべる。

「初めまして、あの、直接お会いできるなんて感激です……っ」

　バイロンには「ファンというほどではない」などと言ったが、本人を目の前にするとやはり舞まい上がってしまうものだ。それにトリシアのオーラは圧あつ倒とう的で、有う無むを言わさず人を魅み了りようする力がある。

「ありがとう。あとで一緒に写真を撮りましょう」

　にこりと微笑ほほえんだトリシアと、握手をかわす。彼女の手は意外とがっちりしていて厚みがあり、悠の華きや奢しやな手はすっぽりと包み込まれてしまった。

「皆さま、お待たせいたしました。テーブルにご案内いたします」

　制服姿の給きゆう仕じ長が、恭うやうやしげに告げる。

　いよいよ晩餐会の始まりだ。浮うき立った気分で、悠はグラスに残っていたカクテルを飲み干した。







　招待客は十一名、船長を入れて総勢十二名だ。長方形のテーブルに六対六で向かい合った席に、それぞれの名札が置かれている。席順は、同室者が隣となり同どう士しにならないように配置されていた。見知らぬ者同士が交流できるようにという配はい慮りよだろう。

　悠の席は、船長側の右みぎ端はしだった。隣が姉妹らしき老婦人のひとり、その隣が船長、トリシア、バイロンと続く。

　そして、正面の席はリアムだった。目が合ってにっこりと微笑みかけられ、ぎこちなく微笑み返す。

「皆さま、〈ダイヤモンド・エクスプローラー〉の旅にようこそ」

　皆が着席したところで船長が登場し、挨拶をする。船長は五十がらみの陽気なスペイン人で、今夜の料理を担当したフランス人シェフを紹しよう介かいし、乾かん杯ぱいでディナーが始まった。

「素敵な殿方のお隣で嬉うれしいわ。アイリスよ。アイリス・ウェブスター」

「悠です。ハルカ・ツキサワ」

　さっそく隣の老婦人に話しかけられ、互たがいの名札を指し示しながら自己紹介をする。

「隣に美少年、向かいに美青年で、本当に若返るわ。あなたがたはお知り合い？」

　言いながら、アイリスが悠とリアムを交こう互ごに見やる。

「いえ、昨日会ったばかりです。リアム・トーマスです。どうぞよろしく」

　リアムの自己紹介に、アイリスが満足げに頷うなずく。

「私は妹と一緒に来てるの。妹のリリーは悠のお連れの隣よ」

「やはりご姉妹だったんですね。よく似てらっしゃると思ってました」

「ええ、若い頃ころは双ふた子ごに間ま違ちがわれたほどよ。私もリリーも夫を亡なくして、今はボストンで一緒に暮らしているの」

　アイリスは、いかにも上流階級のお嬢じようさまといった印象だった。話し方や物もの腰ごしが優ゆう雅がで、どこか浮うき世よ離ばなれしている。

「あなたはひとり旅だとおっしゃってたわね？」

「ええ、独身で、恋こい人びとにも振ふられたばかりで」

　リアムが軽く肩かたをすくめてみせる。

「その発音はイギリス人ね。どちらからいらしたの？」

「ロンドンです」

　アイリスがこちらを見たので、悠はグラスを置いて「僕はコネチカットです」と答えた。

「あなたのお連れ、小説家のバイロン・ブラッドフォードでしょう？　どういうご関係なの？」

　アイリスは好こう奇き心しんも旺おう盛せいだった。青い瞳をきらめかせ、遠えん慮りよなく問いかけてくる。

「アシスタントです。旅の間の秘書のようなもので……」

「まあ、てっきり恋人同士なのかと思ってたわ」

　無む邪じや気きなセリフに、頰ほおがじんわりと熱くなる。まさかそんなふうに見られていたとは思いもしなかった。

「俺もそう思ってた。なんせ彼……ええと、バイロン？　そりゃもう悠のことが心配で心配でたまらないって感じだったから」

　リアムがちらりとバイロンのほうへ視線を向け、にやりと笑う。挑ちよう発はつするようなその視線に、悠は冷や冷やしながら弁明した。

「僕がこういう場に慣れていないので、何か失態をやらかさないか心配してるんですよ」

「それにしても、豪ごう華か客船にアシスタントを同どう伴はんだなんて、ずいぶん太っ腹だね」

「ええ、スイートフロアはふたりでないと泊とまれないそうなので」

「本当に？　俺は料金さえ払はらえばひとりでもＯＫって言われたよ」

「そうなんですか？」

　リアムの言葉に、悠は目を丸くした。てっきり連れが急用か何かでキャンセルし、やむを得ずひとりで乗船しているのかと思っていた。

「ははあ、なるほど。アシスタントにかこつけて、きみをクルーズに誘さそったってわけか」

「魅み力りよく的な美少年を手元に置いておきたいって気持ちはよくわかるわ」

　アイリスもしきりに相あい槌づちを打ちながら、前菜を口に運ぶ。

　バイロンが悠を手元に置いておきたい理由は、ふたりが考えているような色いろ恋こい絡がらみではない。単に小説の登場人物のモデルにしたいからなのだが、それについては黙だまっておくことにする。

「リアムは……お仕事は何を？」

　不ぶ躾しつけかと思ったが、話題を変えたくて悠は尋たずねた。

「今は無職。ちょっと前までロンドンの投資会社で働いてたんだけど、会社が倒とう産さんしてね。どうしようかと思っていたときに、思いがけず親しん戚せきの遺産が転がり込んできたんだ。まあ莫ばく大だいな金額ってほどじゃなくて今回の旅行の費用でほとんど消えちまったんだけど、子供の頃からの夢だった豪華客船に一度乗ってみたくてさ」

「まあ、ドラマチックね。長い人生だもの。少し休んで旅に出るというのもいいわよね」

「ええ、のんびりしつつ、次は何をしようか考えようと思って」

　スープを口にしながら、悠はリアムの旅の動機に少々驚おどろいてしまった。

　自分がリアムの立場だったら、堅けん実じつに貯ちよ蓄ちくして再就職に備えるだろう。先のことが不ふ透とう明めいなのに遊興費にぱっと使ってしまうなんて、怖こわくてとてもできそうにない。

　アイリスは抵てい抗こうなく受けとめているようだが、それは彼女が富ふ裕ゆう層に属しているからだろう。

　そして多分、リアムも遺産がなくても困らない程度に余よ裕ゆうのある暮らしをしている。

（こういうとき、住む世界が違うって思い知らされるな）

　貧びん乏ぼうな暮らしを知っていれば、せっかく転がり込んだ遺産をクルーズで使い果たそうなどとは思わない。価値観の違いに苛いら立だつほど子供ではないが、リアムの印象が少々軽けい薄はくな方向へ傾かたむいたことは否いなめなかった。







　──九十分後。船長の謝辞によって、晩ばん餐さん会はお開きとなった。

　皆で記念撮さつ影えいをし……なんとトリシアのほうから「一いつ緒しよに写真を撮とりましょう」と声をかけてくれたので、緊きん張ちようしつつバイロンにシャッターを押してもらった。

「バイロン、あなたもご一緒に」

　トリシアの提案で、三人並んだところをオリヴァーが撮ってくれた。

　最初はトリシアを真ん中に、二枚目はなんと悠が真ん中で両りよう脇わきにトリシアとバイロンを従えるという夢のような構図で……それは大変に光栄なのだが、トリシアはともかくバイロンまでもが腰こしに手をまわしてきたのにはぎょっとして目を見開いてしまった。

「ちょっと、何も腰に手をまわさなくても……っ」

「はは、びっくり顔になってる。なかなかいい写真だ」

　デジカメの液えき晶しよう画面を見て、バイロンが笑った。

「あなたがた、私たちもぜひ一緒に撮ってもらえないかしら」

　アイリスとリリーが、目をきらめかせながらバイロンとリアムを見上げる。ウェブスター姉し妹まいにとっては、トリシアよりもバイロンとリアムのほうがアイドル的価値が高いらしい。

「僕がシャッターを押しましょう」

「ありがとう。あとでバイロンとリアムと悠が三人で並んだところも撮りたいわ」

「私たちと悠もね」

「喜んで」

　ウェブスター姉妹との撮影は楽しかったが、バイロンとリアムに挟はさまれた悠は思わず唇くちびるを尖とがらせた。

「ちょっと、ふたりとも。横から押さないでください」

　押すというよりも、リアムには肩に手をまわされ、バイロンからは再び腰に手をまわされて、身動きが取れない。それにふたりとも身長が百八十五センチ以上あり、百七十センチそこそこの悠には圧あつ迫ぱく感かんがありすぎる。

「くっつかないとフレームに収まらないだろう？」

「そうそう、そのままくっついててちょうだい。はい、チーズ」

「三人ともすごく素す敵てきよ。タイプの違ちがう美男子揃ぞろいで眼福ね」

　仕方なく浮うかべた笑えみはぎこちなかったが、ウェブスター姉妹は大いに満足しているようだった。ようやく写真撮影が終わり、ふたりに押されて乱れた服装を整える。

（やれやれ、やっと部屋に戻もどれる）

　華はなやかな晩餐会はそれなりに楽しかったが、ほぼ初対面の人たちとの会話に気き疲づかれもした。

　隣となりか向かいの席がバイロンだったら、もう少しリラックスして楽しめたかもしれないが……。

（あれ？　バイロンは？）

　あたりを見まわすと、バイロンはオリヴァー・ターナーと何やら話し込んでいた。その隣で、トリシアも笑みを浮かべながら耳を傾けている。

（……仕事の話かな）

　バイロンの小説は映画やドラマになっているし、メディア王のターナーと接点があるのかもしれない。邪じや魔ましないよう、悠は先に部屋に戻ることにした。

「悠、アイスショーはもう見た？」

　ラウンジを出たところで、後ろからリアムに声をかけられる。

「いえ、まだです」

　振り返って、悠はリアムを見上げた。

「そろそろショーが始まる時間だ。せっかくめかしこんだことだし、行ってみない？」

「今からですか？」

「寝ねるにはまだ早い時間だろう？」

　そう言われて、腕うで時ど計けいに目をやる。真新しい文字盤ばんは、午後九時四十五分を指していた。

　確かに寝るにはまだ早い。晩餐会の余よ韻いんも残っていて、このまま部屋に戻るのはもったいないような気もしてきた。バイロンもラウンジから出てきそうにないし、もしかしたらターナー夫妻とバーで飲み直すということもあるかもしれない。

「じゃあ、ちょっとだけ」

「よかった。この格好でひとりでショーを見に行ったら浮くかなと思ってたんだ」

「ふたりで行ったら尚なお更さら浮くんじゃないですか？」

「ふたりなら心強いだろ」

　くすくす笑いながら、スイートフロアを出て階下へ下りる。

　先ほどはリアムのことを無計画で軽薄な人だと思ってしまったが、人生を楽しむ術すべを知っている、と言い換かえればいいのかもしれない。

（郷ごうに入っては郷に従えって言うし、クルーズ中は享きよう楽らく的な人生を垣かい間ま見みるのもいいかも）

　難しいことは考えずに、ウェブスター姉妹のように楽しめばいいのだ。好きな俳優に似ている素敵な男性とデート気分を味わえる機会はそうそうない。

　夜の船内は、カジノやナイトクラブへ出かける人々で昼間以上に華やいでいた。

　しかしさすがにタキシード姿の男性は見当たらず、さっそく注目を集めてしまう。

（バイロンにしろリアムにしろ、目立ちすぎるんだよな）

　自分ひとりだったら、これほど注目を集めなかっただろう。苦く笑しようしつつ、リアムとともにアイスリンクの観客席へ入場する。

　アイスショーは船内のアトラクションの中でも人気が高いらしく、客席はほとんど埋うまっていた。最後列に空席を見つけ、並んで着席する。

（あ、そうだ。バイロンに行き先を伝えておかないと）

　ひとりで行動する場合、必ず行き先を告げるように言われたことを思い出し、ポケットから取り出したスマホで急いでメールを打つ。

『リアムと一緒にアイスショーを見てきます』

　そこまで打ったところで開幕を知らせるベルが鳴ったので、悠はスマホの電源を切って姿勢を正した。







　アイスショーは、思っていた以上に本格的だった。初めて生で見るフィギュアスケートに、あっというまに引き込まれていく。

「あ！　あの選手、全米選手権で表ひよう彰しよう台に乗ったことがある人ですよ」

　リンク中央で優ゆう雅がに舞まう女性スケーターの顔に見覚えがあり、悠は興奮気味に呟つぶやいた。

「へえ、よく知ってるね」

「母がフィギュアスケート好きで、一緒によくテレビで見てたんです」

「きみは？　スケート習ったりしなかったの？」

「母は習わせたかったらしいですけど、近くにリンクがなくて」

　そう言って、肩かたをすくめる。もし近所にリンクがあったとしても、多分習いには行かなかっただろう。スケートはとてもお金のかかるスポーツだ。

　女性スケーターの演技が終わり、拍はく手しゆを送る。

　次に登場したのはアイスダンスのカップルだった。アップテンポの曲に、観客席から手て拍びよう子しが起きる。

「じゃあスケートはしたことない？」

　おざなりに手拍子しながら、リアムがおしゃべりを再開させる。

「大学に入ってから何度か。一応前に進めるっていう程度で、上う手まくはないですけど」

「このリンク、昼間は乗客も利用できるみたいだから、今度一緒に滑すべろうか」

　いいですね、と答えようとした瞬しゆん間かん、ふいに隣の空席に誰だれかがどさりと座った。

　驚おどろいて振ふり返ると、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で睨にらみつけてきたのはバイロンだった。

「ひとりで出歩くなと言っただろう」

「……リアムと一緒です」

「私は許可していない」

「ええっ？　いえあの、ちゃんと行き先をメールしました」

「私からの返信を見てないだろう」

「…………」

　ポケットからスマホを取り出し、電源を入れる。

　バイロンから『だめだ。部屋に戻りなさい』というメールが立て続けに三通届いていた。

（もう……子供じゃないんだから）

　はあっとため息をつき、スマホをポケットに入れる。

「きみの雇やとい主は、相変わらず過保護だな」

　悠とバイロンのやりとりを見守っていたリアムが、可お笑かしそうにくすくす笑う。

「大事なアシスタントを、ナンパ男の魔まの手から守らなくてはならないからな」

「ナンパじゃないって。ほんと心しん配ぱい性しようだなあ」

「遊び相手なら他ほかを当たってくれ」

　アップテンポな曲から一転、しっとりしたバラードになり、バイロンとリアムの話し声が辺りに響ひびいてしまう。近くの席の観客に「静かに」と注意され、バイロンが眉み間けんに皺しわを寄せて黙だまり込んだ。

　せっかくのアイスショーを中座するのは残念だが、雇い主の機き嫌げんがこれ以上悪くならないうちに退散したほうがよさそうだ。

「……すみません、今夜は失礼します」

「そのほうがよさそうだね」

　小声でリアムとやりとりし、バイロンに「帰りましょう」と囁ささやく。

　無言で立ち上がったバイロンの背中を追いかけ、悠はもう一度深々とため息をついた。










　　　　４




「一九二〇年代から四〇年代にかけてアメリカで起きた連続殺人事件をリストアップしてくれ。ネットだけじゃ不十分だから、参考になりそうな本を探して、電子書しよ籍せきで購こう入にゆう可能な本は片っ端ぱしから買っていい。それが終わったら、ジギタリスという植物についてできる限り詳くわしく調べて欲しい」

「はい、了りよう解かいです」

　バイロンの言葉を急いでメモに書き留めながら、悠はこくこくと頷うなずいた。

「私は図書室に行って本を探してくる。ランチはルームサービスかテイクアウトにするが、何かリクエストは？」

「えーと……寿す司しがいいです。寿司ならなんでも」

「ＯＫ。いいか、誰かが訪ねてきても、ドアを開けるんじゃないぞ」

　バイロンの念押しに、悠は苦笑した。

「わかってます。船内には変質者やシリアルキラーがうようよしてますもんね」

「そうだ。森には狼おおかみが潜ひそんでいるし、親切そうな老ろう婆ばには毒リンゴを食わされる」

　真顔で言って、バイロンが部屋をあとにする。

　赤あかずきんだか白しら雪ゆき姫ひめだか知らないが、バイロンの脳内では悠はすっかりかよわいヒロインということになっているらしい。

（……ま、これも仕事のうちか）

　うーんと伸のびをして、ノートパソコンの電源を入れる。

　──ゆうべの一件以来、バイロンの機嫌が悪い。

　アイスリンクの外に出ると、悠は誤解をとこうと口を開いた。

『あなたには僕が小説のヒロインに見えているようですから心配なんでしょうけど、あなた以外の人にとって、僕は平へい凡ぼんな男子学生ですよ。リアムは単に話し相手が欲しいだけで、別に口説かれたりはしてません』

『きみはわかっていない。ナンパじゃないとしても、あの男はどこか胡う散さんくさい。きっと何か裏がある』

『……それは、ミステリ作家としての勘かんですか？』

『そうだ。たとえば彼の自己紹しよう介かい、あれを信じられるか？』

　バイロンの言葉に、悠は目をぱちくりさせた。

　ディナーの中ちゆう盤ばん、自己紹介をする時間が設けられていた。悠はコネチカット州に住む大学生でバイロンの臨時アシスタントを務めていること、大学では比ひ較かく文化を学んでいることを話した。

　リアムは悠に話したのと同じように、ロンドンの投資会社に勤めていたが倒とう産さんで無職になったこと、親しん戚せきの遺産が転がり込み、クルーズを思い立ったことを話した。

『別に疑うような要素は何もないと思いますが……』

『本当に親戚の遺産が転がり込んだら、普ふ通つうは他人には言わない』

『そういうものですか？　まあ友人知人に話したらたかられそうだけど、ここに来てる人たちはみんな富ふ裕ゆう層だから、別に隠かくす必要もないでしょう』

　悠がそう言うと、バイロンはそれ以上反論せずに軽く肩をすくめた。

『とにかく、あの男には近づくな。これは命令だ』

　理り不ふ尽じんな話だが、雇われの身としては雇い主の言葉に従うしかない。

（まあ別に、リアムとどうこうなりたいわけじゃないからいいんだけど……）

　起たち上がったパソコンの前に座り、悠は作業を開始した。







「腹ごなしに、ちょっとテニスをしないか？」

　テイクアウトの寿司でランチをとったあと、室内のミニキッチンでコーヒーを淹いれていた悠は、バイロンの提案に振り返った。

　午前中の悠の仕事に満足したようで、部屋に戻もどってきてから機嫌がいい。連続殺人事件のリストに目を通し、「よく調べてある」と褒ほめてくれた。

「ぜひそうしたいところですが……僕はテニスやったことないんです」

「構わん。私が手取り足取り指導する」

「いいんですか？」

　前から一度やってみたかったので、悠は目を輝かがやかせた。

「ああ。探たん偵ていとヒロインがテニスに興じるシーンを書いているんだが、どうも行き詰づまっていてね。そうか、ヒロインはテニス初心者ということにすればいいんだ」

　バイロンの言葉に、苦く笑しようする。テニスは単なる息いき抜ぬきではなく、取材の一いつ環かんらしい。

「こんなこともあろうかと、ジャージも持ってきたんですよ」

「だめだ。テニスはテニスウェアじゃないと」

「けど……持ってません」

「ちゃんと買ってきた」

「ええ？」

　バイロンが、寝しん室しつから大きなショッピングバッグを持ってくる。バッグには有名なスポーツブランドのロゴが入っていた。

「いったいいつのまに……」

「さっき、図書室の帰りにショッピングアーケードで買った」

　そういえば、船内のショッピングアーケードにスポーツ用品のショップがあったことを思い出す。けれどまさか、ずぶの素人しろうとのためにテニスウェアを新調するとは思わなかった。

「もちろんシューズも買ってきた。サイズが合わなければ取り替かえてくれるそうだ」

　ウェア一式とテニスシューズが入ったバッグを差し出され、思わず半歩あとずさる。

「どうした？」

　訝いぶかしげな表情のバイロンを見上げ、悠はためらいつつ口を開いた。

「あの……とてもありがたいですし、ゆうべの腕うで時ど計けい同様、これはあなたにとって仕事の経費だということはわかっているんですけど、それでもこんなふうに次から次へ買っていただくと、とても気が引けます」

「しかしきみがこれを着てくれないと、私の原げん稿こうが進まない」

　そう言われては、ヒロインのモデル役としては従わざるを得ない。

「……わかりました。では、着き替がえてきます」

　買い物を控ひかえるよう説得するのは諦あきらめ、悠は寝室に入ってドアを閉めた。

　バッグから水色のテニスウェアを取り出し、ベッドの上に並べる。バッグの中にはご丁てい寧ねいにソックスまで入っていた。

「サイズはどうだ？」

　一分もしないうちに、ドアの向こうからバイロンが問いかけてくる。

「今着替えているところです！」

　慌あわててシャツを着ながら返事をする。ウェアはもちろん、テニスシューズまでぴったりなことに感心しつつ寝室のドアを開けると、濃のう紺こんのテニスウェアに着替えたバイロンが仁に王おう立だちになって待ち構えていた。

「コートを予約しておいた」

「それはどうも……もしかしてそのウェア、僕のと色いろ違ちがいですか？」

「ああ。同じ色はサイズがなかった」

「……そうですか」

　ペアルックのようで、どうも落ち着かない。おまけに足元を見ると、テニスシューズはまったく同じものだった。もちろん足のサイズがかなり違うので、ぱっと見た感じではお揃そろいだとはわからないだろうが……。

「テニス歴は長いんですか？」

　デッキのテニスコートに向かいながら、バイロンに尋たずねる。

「いいや。三年ほど前、取材のために会員制スポーツクラブに入会したときに習っただけだ。しかし才能に恵めぐまれていたらしく、コーチも驚おどろくほどめきめき上達した」

　バイロンの自画自賛に、悠は苦笑した。確かにバイロンは運動神経がよさそうだ。

「きみは？　スポーツは何かやってたのか？」

「学校の体育の時間くらいですね。高校時代も今もアルバイトが忙いそがしくて」

「じゃあクルーズ中にいろいろ試ためしてみるといい。テニスだけじゃなく、スケートやボルダリングの施し設せつもある」

「そうそう、スケートといえば、ゆうべリアムに誘さそわれたんです。一いつ緒しよに滑すべらないかって」

　テニスコートの受付カウンターの前で立ち止まったバイロンが、わざとらしく眉まゆをそびやかす。

「私の答えはわかっているな？」

「ええ。だめだって言うんでしょう」

「当然だ。スケートがしたいなら私がつき合う」

「スケート、できるんですか？」

「高校までずっとアイスホッケーの選手だった」

「……これは僕の個人的な見解ですが、アイスホッケーの選手はスケート靴ぐつを履はくと攻こう撃げき的になりやすいイメージがあるので、あんまり一緒に滑りたいって気になりませんね」

　いろいろ駄だ目め出だしされてちょっぴり反はん抗こう的な気分になっていたので、つい憎にくまれ口を叩たたいてしまう。

「これはこれは、ひどい偏へん見けんだ。私が氷上の紳しん士しだということを証明してみせよう」

　悠の言葉に気を悪くしたふうもなく、バイロンが胸を反らすようにしてにやりと笑う。

　受付でバイロンが名前を告げると、係員が「コートのご用意ができております」と笑え顔がおで案内してくれた。

　さすが豪ごう華か客船、ラケットとボールはもちろんのこと、タオルやサンバイザー、レモンを浮うかべた特製スポーツドリンクまで用意してあった。

「海を眺ながめながらテニスなんて、すごく優ゆう雅がですよね」

「海を眺める余よ裕ゆうがあれば、だがな」

　フェンスで囲まれたテニスコートに下り立ち、バイロンが挑ちよう戦せん的に言い放った。







　──一時間後。悠はバイロンが思いがけず熱血体育会系であることを思い知らされた。

　バイロンの指導で入念にストレッチを行い、ラケットの握にぎり方をレクチャーされ、素す振ぶりだけでかれこれ三十分は費ついやしただろう。

「そんな本格的に教えてくださらなくても、ちょこっと真ま似ねごとくらいでいいんですが……っ」

「だめだ。基本を疎おろそかにすると怪け我がや故障につながる。正しいフォームを身につけるまで、ボールは打たせない」

「せっかくテニスウェアまで着たのに、ボール打たずに終わっちゃいそうなんですけど！」

「心配するな。テニスウェア姿はちゃんと写真に撮とっておいてやる」

　スパルタ指導には辟へき易えきしたが、ボールを打たせてもらえるようになると、俄が然ぜん楽しくなってきた。

「まずはラケットの真ん中に当てることに集中しろ」

「はい……っ」

　バイロンが、初心者にも打ちやすいようにゆっくりとボールを返してくれる。

　ようやくテニスっぽくなってきたところで「今日はこれくらいにしておこう」と言われ、悠は「もう少しだけ」と願い出た。

「筋肉痛になるぞ」

「構いません。もうちょっと上達したいんです」

「初心者にしては上出来だ」

「そうそう、焦あせらなくても、その調子なら旅が終わる頃ころには上う手まくなってるよ」

　ふいに背後から割って入った声に、悠は驚いて振ふり返った。

　いつからそこにいたのか、白いテニスウェア姿のリアムがにこにこしながら立っている。

「びっくりした……全然気づきませんでした」

「今来たところ。スタッフに相手してもらおうと思ってたんだけど、きみたちがいるのが見えたからさ」

「私たちはもう帰るところだ」

　リアムの登場で、とたんにバイロンの機き嫌げんが悪くなるのがわかった。どういうわけか、バイロンはリアムをナンパ男と決めつけて嫌きらっている。

「バイロンはお疲つかれのようだけど、悠はまだいけるだろう？　ちょっとつき合ってよ」

　リアムの挑ちよう発はつに、バイロンの表情がいっそう険しくなる。

　ふたりを交こう互ごに見上げ、悠はなんとかその場を収めようと言葉を探した。

「せっかくのお誘いですが、コートの貸し切り時間が終わってしまうので……」

「あと三十分残ってる。私が相手をしよう」

　汗あせを拭ふいたタオルをベンチに投げつけ、バイロンが挑戦的な態度でリアムのほうへラケットを突つき出す。

「なるほど。悠とお手合わせ願うには、まず保護者殿どのを倒たおしてからということか」

　リアムのほうも、不敵な笑いを浮かべてラケットを突き出した。

「そういうことだ」

　火花を散らし始めたバイロンとリアムを、悠は冷や冷やしながら見守った。「ふたりとも大人げないですよ」と言いたいところだが、自分が何か言ったら余計にややこしくなりそうだ。

「試合が始まるのかい？　面おも白しろそうだな」

「素す敵てきな殿方を見ているほうが楽しいわ」

　隣となりのコートでのんびりとダブルスのゲームをしていたふた組の老夫ふう婦ふが、手を止めて見物にやってくる。フェンスの外にも、ギャラリーが集まり始めていた。

「時間があまりないし、今日のところは軽く肩慣らしだな」

「了りよう解かい。お手並み拝見」

　バイロンが打ち込んだ強きよう烈れつなサーブに、悠は目を丸くした。

　しかしリアムも大したもので、バイロンのサーブを難なく打ち返す。

　ボールが小気味いい音を立てて、ふたりの間を往復する。白熱のラリーに、ギャラリーから歓かん声せいや拍はく手しゆが沸わき起こり始めた。

　パワーのバイロン、テクニックのリアムといったところだろうか。バイロンはテクニックで劣おとる分を腕わん力りよくで補い、リアムはパワーで劣る分を技術で補っている。

　しかし体力ではバイロンが勝まさっていたようで、次し第だいにリアムの動きに疲れが見え始めた。

　それから数分、三回続けてミスをしたリアムが「降参だ」と両手を挙げる。

「いやいや、恐おそれ入った。しばらくブランクがあったから、すっかり体が鈍なまってたよ」

　言いながら、リアムがコートの中央でバイロンに右手を差し出す。

「そのようだな。まずは体力作りから始めたほうがいい」

　上から目線の態度で、バイロンが握あく手しゆに応じる。

「ふたりとも、とってもお上手だったわ」

「ああ、やはり若い人たちのゲームはキレがあっていいね」

「ありがとうございます。いやあ、久々に本気でやったら疲れちゃいましたよ」

　隣のコートの老夫婦の賛辞に、リアムが愛あい想そよく笑みを浮かべる。

　ふたりのためにグラスに冷たいドリンクを注いでいると、バイロンがいそいそとやってきた。

「私の勝ちだ」

　得意げな表情で報告するバイロンに、悠は苦く笑しようした。

「ええ、見てました。言わせていただくと、すごく大人げないです」

　笑いをかみ殺しながら答えると、バイロンが不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。何か言い返すかと思ったが、黙だまって悠に背を向け、フェンスの外の観客に作り笑顔で手を振り始める。

（バイロンって、なんかリアムに対たい抗こう意識燃やしてるよな……）

　ナンパ男云うん々ぬんは口実で、同世代の男として優位に立ちたい、より注目を集めたいと思っているのかもしれない。

（意外とそういう子供っぽいところがあるし）

　肩かたをすくめ、悠は自分のグラスにもドリンクを注いだ。







　その晩、思いがけないメンバーでディナーのテーブルを囲むことになった。

　食事に行く前に軽く一いつ杯ぱい飲もうということになり、スイートフロアのラウンジに立ち寄ると、ウェブスター姉し妹まいとトリシアが三人でカクテルを飲んでいた。

「あら、こんばんは」

　トリシアが振り返り、あでやかに微笑ほほえみかけてくる。ゆうべのドレスほどゴージャスではないが、さすがに女優だけあってダークグリーンのワンピース姿も実に美しかった。

「こんばんは。女子会のお邪じや魔まをしてしまったかな」

　バイロンが言うと、ウェブスター姉妹が顔を見合わせてくすくすと笑った。

「いえね、夕方リアムと図書室で会って、ディナーに誘さそったのよ」

「ここで待ち合わせしてるんだけど、そしたらトリシアが来て」

　アイリスとリリーの言葉に、トリシアがグラスを掲かかげながら相あい槌づちを打つ。

「聞けば、旦だん那なさまは風か邪ぜ気ぎ味みで先に休んでいるというじゃない。だからディナーもご一いつ緒しよしましょうと誘っていたところなの。もしよかったら、あなたがたも一緒にどう？」

「いいんですか？」

　思わず悠は、バイロンの返事を待たずに目を輝かがやかせてしまった。

　再びトリシア・ベルと一緒に食事ができるというミーハーな気持ちのほかに、バイロンに対する反はん抗こう心も少々あったことは否いなめない。

　リアムを胡う散さんくさい男だと決めつけ、ふたりきりで会うなと命令し……。

（心配してくれてるのはわかるけど、バイロンが言うほど怪あやしい人だとは思わないし）

　リアムと三人ではなく、トリシアとウェブスター姉妹も一緒なら問題ないだろう。

「ええ、もちろん。バイロンと悠も誘いたいわねって話してたところなの」

「それは光栄です。ぜひ、ご一緒させてください」

　内心はどう思っているかわからないが、バイロンも愛想よく応じる。

「遅おくれてすみません。おや、もしかしてディナーのメンバーが増えました？」

　ラウンジにリアムが現れ、ほんの微かすかな動きではあったが、バイロンの眉み間けんに不ふ機き嫌げんそうな皺しわが寄せられるのがわかった。

「ええ、ご一緒しても構わないかしら」

「僕たちもいいですか？」

　トリシアと悠が尋たずねると、リアムが「もちろん、大だい歓かん迎げいです」といささか大おお袈げ裟さな仕草で両手を広げてみせる。

　ちらりと隣のバイロンを見上げると、しぶしぶといった様子で形ばかりの笑えみを浮うかべようと努力しているところだった。







「ごちそうさま。今日のお料理もとても美お味いしかったわ」

　皿を下げに来たウェイターに、アイリスがにこやかに告げる。

　六人でのディナーは、初日と同じくメインダイニングの最上階のバルコニー席でテーブルを囲み、楽しく過ごすことができた。

　主にウェブスター姉妹とリアムがしゃべり、トリシアとバイロン、悠が相槌を打ちつつ会話をつなぐ。

　アイリスはリアムが亡なくなった夫に似ていると言い、リリーはバイロンを見ると若い頃の亡夫を思い出すと言って目を輝かせた。

『悠は孫にしたいタイプね。真ま面じ目めで礼れい儀ぎ正ただしくて』

『ほんと、うちの孫たちにも見習って欲しいものだわ』

　悠のフォローも忘れないのが、姉妹のいいところだ。

　トリシアは積極的に話さない主義らしく、始終にこやかに、皆みなの話に興味深そうに耳を傾かたむけていた。もちろん彼女は女優なので、そう見えるよう演技をしていたのかもしれないが……。

（バイロンも、さすがに他ほかの人と一緒のときはリアムにあからさまな敵意を見せないし）

　ナプキンをたたんでテーブルに置き、全員が席を立ったタイミングをみはからってあとに続く。

　楽しかったのは確かだが、それ以上に緊きん張ちよう感かんも強かった。余計なことを言わないよう、かといって口数が少なすぎるのも失礼だし、当たり障さわりのない話題で適度に盛り上げる。その辺のさじ加減が、大学生の悠にはまだ難しい。

（バイロンはさすがっていうか、やっぱり世慣れた大人って感じがする）

　悠とふたりのときは大人げない面も大いに見せてくるが、さすがに今夜はしっかり封ふう印いんしていた。

「皆さん、ナイトクラブにはもういらした？」

　レストランを出てエレベーターホールに向かう途と中ちゆうで、リリーが振ふり返った。

「まだよ。そのうちオリヴァーと行こうと思ってるんだけど」

「俺もまだです。ナイトクラブにひとりで出かけたりしたら、ナンパ目的だと思われるのが落ちですから」

　トリシアとリアムが答え、バイロンも「我々も行ったことないです」と短く答えた。

「あら皆さん、まだ行ってないの？　とても楽しいわよ」

「よかったら、今から皆で行ってみない？」

「いいですね、ぜひ」

　リアムが一同を見み渡わたし、反対意見が出なかったので、エレベーターに乗って移動する。

　ナイトクラブのあるフロアにはバーやカジノ、ビリヤード場などがあり、フロアの内装も歓かん楽らく街風にネオンがちかちかと瞬またたいていた。

「わあ……大人のフロアって感じ」

　ナイトクラブの金ぴかのゲートを見上げ、悠は感心したように呟つぶやいた。ナイトクラブやカジノにはあまり興味がなかったのだが、実際に訪おとずれてみると、非日常的な空間に気持ちが浮き立ってくる。

「ふふ、悠みたいな真面目な子を連れてくるのはなんだか気が引けるわね」

　アイリスが、くすくすと笑う。

「行ったことないですけど、ラスベガスってこんな感じなんでしょうね」

「ラスベガスにくらべれば可愛かわいいものだよ。それに、強力な保護者つきだから安心だ」

　リアムの揶や揄ゆに、バイロンが一いつし瞬ゆん不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめる。しかしすぐに「そのとおり、ひとりでは絶対に来させない」と軽く受け流し、悠の肩に手をまわした。

「大だい丈じよう夫ぶです。僕もひとりでは絶対来ませんから」

　さりげなくバイロンの手から逃のがれ、女性陣じんのうしろに並んでゲートをくぐる。

　実を言うと、ナイトクラブに足を踏ふみ入れるのは初めてだ。地上のナイトクラブは恐ろしくて近づけずにいたが、その点船上なら客も限られている。ギャングやドラッグの売人に絡からまれることもないだろう。

　フロアを見渡すと船内の他の場所同様高こう齢れい者しやが多く、音楽や照明もほどほどに抑おさえてあった。

　ダンスフロアでは何組かの老夫ふう婦ふがゆったりとダンスに興じており、悠たちも軽く一杯飲んだあとフロアに出て楽しむことにした。

「悠」

　フロアに出ようとしたところで横からバイロンに手を差し出され、面めん食くらって目を瞬かせる。

「え？　まさか一緒に踊おどるんですか？」

「そうだ、ヒロインのダンスを最前列で鑑かん賞しようしたい」

　バイロンに手を握にぎられそうになり、慌あわてて悠は手を引っ込めた。

「いやあの、今は勘かん弁べんしてください。男同士でダンスなんて、悪目立ちしますし……」

「言い方を変えよう。私にはヒロインのダンスを最前列で鑑賞する権利がある」

「お願いですから、あんまり無茶言わないでください」

　少々きつい口調で告げて、悠はバイロンを振り切ってフロアの中央へ向かった。

　ここでバイロンとダンスなどしたら、またリアムにからかわれるに決まっている。ふたりきりのときなら仕事と割り切ることもできるが、大勢の前で女性扱あつかいされるのも嫌いやだった。

「悠、踊りましょう」

「ええ、喜んで」

　リリーに誘われて、彼女のもとへ急ぐ。

「なかなか上手じゃない」

「ええ、ダンスはわりと得意なんです」

　リリーと踊りながら、悠は久々の解放感を味わった。

「リアムも上手。けど、バイロンはダンスはちょっと苦手みたいね」

　隣となりでリアムと踊っていたアイリスが、悠とリリーの前に来てにやりと笑ってみせる。

　振り返ると、バイロンはフロアの隅すみでトリシアと一緒に踊っていた。

　アイリスの指し摘てきどおり、バイロンはダンスが苦手なようだ。ロボットのようなぎこちない動きで、トリシアも可お笑かしそうに笑いながらバイロンに手本を見せている。

「けどまあ、いい男は絵になるわね」

「ええ、ダンスが今ひとつでも、フロアにいるだけでセクシーだわ」

　曲が終わり、バイロンが「降参だ」というように両手を挙げる。

　そばにいた年配の男性がトリシアにダンスを申し込み、バイロンはフロアを下りてバーカウンターに向かった。

（……さっきは邪じや険けんにして悪かったかな。あとで一曲だけつき合うか）

　カクテルを手にしたバイロンが、ひとりぼっちで留守番をさせられている犬のような恨うらめしげな目つきでこちらを見ている。その姿に少々罪悪感を覚え、悠は先ほどの態度を反省した。

「悠、次は私と踊りましょう」

　曲が終わりに近づき、今度はアイリスに誘さそわれる。

「すみません、あと一曲だけ」

　口の動きでバイロンに伝え、悠はもう少しダンスを楽しむことにした。







「今夜はとても楽しかったわ」

「ええ、本当に。またぜひご一いつ緒しよしましょう」

　スイートフロアの廊ろう下かで皆と「おやすみなさい」の挨あい拶さつをかわす。

　部屋に戻もどり、悠はネクタイを緩ゆるめながら窓辺へ向かった。

「何か飲むか？」

「いえ、結構です」

　バイロンの問いかけに、振り返って首を横に振る。ダンスの高こう揚よう感かんが残っているせいか、首を振ると頭がくらりとした。

（ちょっと酔よってるのかな……）

　ナイトクラブではアルコールを口にしなかったのだが、夕食のときのワインが効いているのかもしれない。少し風に当たろうと、バルコニーに出る。

　──とても楽しい夜だった。一曲ごとにパートナーを替かえ、アイリス、リリー、そしてなんとトリシアとも手をつないで踊り、まるで夢のようなひとときを味わうことができた。

（……そこまではよかったんだけど）

　アイリスとの三曲目のダンスが終わったときの光景が瞼まぶたに浮かぶ。

　バイロンのもとへ急ごうと、悠はカウンターへ向かった。

　しかしバイロンの姿が見当たらない。ふと振り返ると、薄うす暗ぐらい照明の中、壁かべ際ぎわのソファでバイロンとトリシアが話し込んでいるのが目に入った。

（……話し込んでたっていうか、ぱっと見いちゃついてるようにしか見えなかったけど）

　ふたりは体を寄せ合い……いや、正確にはトリシアのほうがバイロンにしなだれかかるようにして体を寄せていた。　>>>♥

　バイロンが何か言い、それを聞いたトリシアが可笑しそうにくすくすと笑い……。

（ちょっとショックだったな。トリシアが、夫以外の男性にああいう態度を取るなんて）

　あのときの彼女のバイロンに対する態度は、〝色目を使う〟〝媚こびる〟、そう取られても仕方がないほど馴なれ馴れしかった。もしトリシアの夫が目にしたら、きっと不ふ愉ゆ快かいな気分になったに違ちがいない。

　しかも彼女は、さりげなく周囲を見まわして誰だれも見ていないことを確かめてから──といっても悠はしっかり人ひと垣がきの隙すき間まから目もく撃げきしてしまったのだが──素す早ばやくコースターにペンを走らせ、それをバイロンに手て渡わたしていた。

「寒くないか？」

　ふいに背後から声をかけられ、悠はびくりとした。

「ええ……酔い覚ましにはちょうどいいです」

　暗い海に視線を向けたまま、相あい槌づちを打つ。

「さっきは悪かったな」

「え……？」

　振ふり向くと、バイロンにじっと見下ろされていた。

「ヒロインのダンスを最前列で鑑賞したいと言った件」

「いえ……僕こそすみません。それも仕事の一いつ環かんですよね。ただちょっと、知り合いの前では抵てい抗こうがあるので、みんなと一緒でないときにお願いします」

「了りよう解かい。まあ私は見てのとおりダンスが苦手だから、フロアで注目を浴びながら踊るヒロインと、壁かべ際ぎわの席からそれを見つめる探たん偵ていというシチュエーションのほうがいいかもしれない」

「それなら今夜の取材でばっちりですね」

　言いながら、悠は先ほどの一件を尋たずねていいものか迷っていた。

　とても気になる。けれど、誰とつき合うかはバイロンのプライベートな領域であって、アシスタントの自分には関係のない話だ。

　気になるのは、単なる好こう奇き心しんからだろうか。

（いや、自分の雇やとい主に道を踏み外して欲しくないという親切心というか、取り返しのつかない事態になる前に忠告しておきたいというお節せつ介かいか……）

「体が冷える。そろそろ中に入りなさい」

　バイロンに促うながされて、悠はいつのまにか指先が冷たくなっていたことに気づいた。

　部屋に足を踏み入れたタイミングで、思い切って口を開く。

「あの、詮せん索さくするつもりはありませんけど、もしかしてトリシアに電話番号とか渡わたされたんですか」

　悠の質問に、バイロンは驚おどろいたように目を見開いた。

「きみが気づいていたとは意外だ」

「……あなたを捜さがしてて、目に入ってしまったんです」

　思い切って口にしたものの、密ひそやかなやりとりを盗ぬすみ見てしまったことに、ばつの悪い思いがこみ上げてくる。

　にやりと笑って、バイロンは上着のポケットから取り出したコースターを悠の目の前に掲かかげてみせた。案の定、携けい帯たい電でん話わの番号が書かれている。

「私がトリシアの誘いに乗るんじゃないかと心配してるのか？」

「……別に、他人の恋れん愛あい事情に口を挟はさむ気はありません。ただちょっと、トリシア・ベルがそんなことするなんてショックだったので」

「心配しなくても、部屋に戻ってから捨てるつもりだった。あの場で突つき返して、大女優に恥はじをかかせるわけにはいかないからな」

　言いながらバイロンはコースターを半分に裂さき、くしゃっと丸めて屑くず籠かごに入れた。

　それでももやもやした気持ちは晴れなくて、無言で屑籠を睨にらみつけてしまう。

「どうした。私が女性に言い寄られているのを見て、妬やいているのか？」

　面おも白しろそうに尋ねられ、悠はむっとした。

「違います。さっき言ったように、トリシアが夫が体調を崩くずしているときに他ほかの男性に電話番号を渡したという事実に怒いかりと失望を感じているだけです」

「なるほど。きみが私の忠告を聞かずにあの胡う散さんくさい男に熱い眼まな差ざしを送っていることに、私も怒りと失望を感じているよ」

「ええっ？　何言ってるんですか。熱い眼差しなんて送ってません」

　驚いて言い返すと、バイロンはぷいとそっぽを向いた。

「ダンスの相手を申し込まれて嬉うれしそうにしていた」

　バイロンの指摘に、ぎくりとする。ウェブスター姉妹と交こう互ごに踊おどっていたときに「次は俺と踊ってよ」と軽く言われただけなのだが、バイロンが気づいていたとは思わなかった。

「嬉しそうにしてたんじゃなくて、冗じよう談だんだろうと思って笑っただけです！」

「私が誘ったときと反応が違った」

「それは……あんな命令口調で言われたら反発したくもなります」

「…………そうか」

　バイロンに背を向けられ、悠はうなだれた。

（……せっかく楽しい夜だったのに、台無しだ）

　バイロンがトリシアに誘われたこと。

　そのせいで口論になり、険悪な空気になってしまったこと。

　天てん井じようを仰あおぎ見て、ここは自分が謝るべきなのだろうかと考える。

（謝るって何を？　僕がバイロンの忠告を無視してリアムにうっとりしてること？）

　それはバイロンの誤解だ。自分はリアムに恋愛感情を抱いだいてるわけではない。ただちょっと、好きな俳優に似ているからときめいてしまうこともあるというだけの話だ。

　しかしそれを説明するとなると、ゲイだとばれそうで怖こわい。

　バイロンは同性愛に偏へん見けんを持っているようには見えないが……それでも、誰にも打ち明けたことのないプライベートな秘密を雇い主に告げるのはためらわれる。

「体が冷えただろう。先にシャワーを使いなさい」

「……ではお言葉に甘えて、お先に」

　今夜はこれ以上蒸むし返さないほうがよさそうだ。

　上着を脱ぬぎながら、悠はバスルームへと急いだ。










　　　　５




　バルコニーから見える海は、今日も穏おだやかな光を湛たたえていた。

　霞かすんだ水平線を見つめ、照り返す太陽のまばゆい光に目を細める。大きく伸のびをしてから、悠は室内に戻ってパソコンの前に座った。

　贅ぜい沢たくなもので、航海も五日目になるとすっかり豪ごう華か客船に慣れてしまい、いささか時間を持てあましている。船内はひととおり見たし、アイスショーもマジックショーもミュージカルも見た。テニスもしたし、昨日は飛び入りでバスケットボールも楽しんだ。

（……プールはいつになったら入れるんだろう）

　一昨日おとといプールに行こうとしたら、バイロンに止められてしまった。

『私と一いつ緒しよでなければだめだ。しかし私は大勢の人でごった返したプールは嫌きらいだ。上層階に貸し切りにできるプールがあるから、そこなら行ってもいい』

　残念ながら貸し切り可能なプールは予約でいっぱいで、入れるのは当分先になりそうだ。

　仕事のほうは特に忙いそがしいわけでもなく、空いた時間は大学の課題や勉強に充あてていいと言われているので助かっている。この程度の仕事量で、あんな高額の報ほう酬しゆうをもらっていいのだろうかと気が引けるほどで……。

「悠、ちょっといいか」

　ふいに寝しん室しつのドアが開き、バイロンが現れた。

「はい、なんでしょう」

　パソコンの画面から顔を上げると、バイロンが「来てくれ」と手招きをする。

　寝室のほうが落ち着くとかで、昨日からバイロンは寝室のドレッサーを机代わりにして執しつ筆ぴつをしている。

　寝室に足を踏ふみ入れると、ベッドや床ゆかに資料が散乱していた。ノートパソコンには、モニターを覆おおい尽つくさんばかりに付ふ箋せんが貼はられている。

「ものすごく、行き詰づまっているんだ」

　ドレッサーの前の椅い子すにどさりと腰こし掛かけ、バイロンが両手で前まえ髪がみをかき上げる。

「そのようですね」

　鳶とび色いろの目は充じゆう血けつし、眉み間けんには深い皺しわが刻まれている。昨日から、ずっとこの調子だ。

　原げん稿こうが進まないらしくて、今日も朝から意味不明の叫さけび声やら呻うめき声やらを上げていた。食事中でも突とつ然ぜん立ち上がってぶつぶつ呟つぶやきながら歩きまわるので、このところ食事はすべてルームサービスかテイクアウトにしている。

（まあそのほうが、リアムのことで揉もめなくて済むからいいんだけど）

　──一昨日の夜、ナイトクラブでの件で、悠とバイロンは少々口論になってしまった。

　翌朝謝ろうかどうしようか考えているとバイロンが「書けない！」と騒さわぎ始め、結局あの一件は有う耶や無む耶やになった。

　以来、執筆に専念したいという理由でウェブスター姉し妹まいやリアムからの誘さそいはすべて断り、寝室にこもっている。本当は悠にも出かけて欲しくないらしいが、さすがに二十四時間拘こう束そくするのは酷こくだと思ったのだろう。しぶしぶながら、昼間に限って自由行動を認めてくれている。

　ただし、リアムとふたりきりは厳禁だ。

「あの……深刻な状じよう況きようなんですか？」

　遠えん慮りよがちに、尋ねてみる。今まで小説家と接したことがなかったので、スランプが数日で終わるものなのか、それとも月単位、あるいは年単位で続くものなのか、まったく見当がつかなかった。

「ああ、かなり深刻だ。いつもだったら目の前に次々浮うかんでくる情景が、なぜだかちっとも浮かばない」

　ぐしゃぐしゃと髪をかきむしりながら、バイロンが苦しげに吐はき出す。

「少し休まれてはどうですか？　気分転てん換かんに船内を散歩したり、少し原稿から離はなれてみるのもいいかもしれませんよ」

　床に落ちた資料を拾いながら、悠は控ひかえめに提案した。バイロンにはいろいろと腹の立つこともあるが、苦しんでいる姿を見るのは忍しのびない。

「気分転換、そう、それだ。今の私に必要なのは、頭をリフレッシュすることだ」

　うろうろと部屋を歩きまわっていたバイロンが、くるりと振ふり返って両手を広げる。

「スパなんかどうです？　ジャグジー付きの完全個室で、マッサージがすごく評判いいみたいですよ」

　アシスタントとして何か役に立ちたくて、悠は船内の案内パンフレットを広げてみせた。

「いいや、もっといい考えがある」

　言いながら、バイロンが猛もう然ぜんとクローゼットに向かう。勢いよく扉とびらを開けて取り出したのは、ハンガーに掛かけられた見慣れない服だった。

　バイロンが高々と掲げた水色の服に、悠は目をぱちくりさせた。白い襟えりのついた、半はん袖そでのパフスリーブのワンピースだ。胸むな元もとには控えめなフリルとくるみボタンが並び、ウエストのリボンやふんわりと広がったスカートがクラシカルかつ清せい楚そな印象を与あたえている。

「…………なんですか、それ」

「ヒロインの衣い裳しようだ。正確には、ヒロインのイメージを摑つかむために用意した衣裳だ」

「え……っ、わざわざ持ってきたんですか？」

「いいや。船内のブティックのウィンドウで見かけて、これだと思ったんだ。今まで登場人物の衣裳を実際にあつらえようと思ったことはなかったが、このかつてないほどの深刻なスランプを打破するには新たなアプローチが必要かと思ってね」

「いつのまに……」

「きみがウェブスター姉妹とランチに行ったときに」

　知らない間に、ひとりで出かけていたらしい。ブティックの前で奇き声せいを上げていないことを願うばかりだ。

「本当は靴くつやバッグも揃そろえたかったんだが、ヒロインのイメージに合うものがなくてね」

「ヨーロッパの寄港先で、何か見つかるかもしれませんよ」

「それもそうだ。寄港先での楽しみが増えたな」

　嬉しそうに言って、バイロンがワンピースをクローゼットの扉に掛けた。先ほどまで思い詰つめた表情だったが、すっかり晴れやかな顔になっている。

「そうやって目につくところに置いておくと、執筆もはかどりそうですね」

　どうやら問題は解決したらしい。寝室を辞去しようと踵きびすを返すと、バイロンに「待ちなさい」と呼び止められた。

「まだ話は終わっていない。いい考えがあると言っただろう」

　戸口で振り返り、悠は目を瞬またたかせた。そのいい考えというのが、こうやってヒロインをイメージした衣裳を眺ながめながら書くことではないのか。

「着たまえ」

　椅子に掛けて、バイロンが悠ゆう然ぜんと脚あしを組みながら命令する。

「…………は？」

　いったい何を着ろと言われているのか理解できなくて、間の抜ぬけた声が出てしまった。

「その服を、着たまえ」

　バイロンがワンピースを指さし、幼い子供に言い聞かせるようにゆっくりと発音する。

　先ほどまでの焦しよう燥そうした様子はどこへやら、口元には穏やかな笑えみをたたえていた。

「……冗じよう談だんですよね？」

　言われたことが理解できなくて……いや、理解はできているのだが、何かの間ま違ちがいであって欲しいと願いながら問い返す。

「いいや、ごく真ま面じ目めに言っている」

　言いながらバイロンが立ち上がり、クローゼットの扉に掛けたワンピースを手に取った。

「きみには感謝しているよ。きみのおかげで、ヒロインのキャラクターを摑むことができた。しかし書き進めているうちに、イメージが不足していると気づいたんだ。私はもっと詳しよう細さいにヒロイン像を摑む必要がある。ヒロイン像が確立しなくては、話を書き進めることができない」

「ですが……僕は男です。男の僕がこの服を着たら、かえってイメージの妨さまたげになると思います」

　どうにか回かい避ひしようと、悠は視線を泳がせながら言葉を探した。

　女装が似合わないのはわかりきっている。バイロンに滑こつ稽けいな姿をさらすなんて、恥はずかしくて耐たえられない。

「似合うに決まってる。ブティックのウィンドウで目にしたとたん、きみがこれを着て微笑ほほえんでいる姿が鮮あざやかに浮かび上がった」

「でしたら、頭の中に浮かんだイメージを大事にされたほうがいいです！　実際に僕が着たら幻げん滅めつしてしまって、執筆に悪い影えい響きようが出ると思います！」

　必死で言い募つのると、バイロンが大おお袈げ裟さにため息をついてみせた。

「こういうことはあまり言いたくないが、きみには相応の報酬を支し払はらっている」

「…………」

　悠も肩かたを落とし、小さくため息をついた。

　確かにバイロンの言うとおりだ。仕事を請うけ負った以上、雇やとい主の要求には応こたえる努力をしなくてはならない。

「……わかりました。着ます」

　意を決して、顔を上げる。

「よろしい。靴はイメージに合うものがなかったから、とりあえずこれを履はいてくれ」

　言いながら、バイロンがクローゼットから白いサテンの室内履きを取り出す。

　スパンコールがついたミュールタイプの室内履きに、悠はくらりと目め眩まいを覚えた──。







　鏡の前で、悠は眉まゆ根ねを寄せた。

　バスルームの大きな鏡には、水色のワンピースを着た冴さえない青年が映っている。

（やっぱり素すのままじゃ無理がありすぎるな）

　化け粧しようをしてウィッグを被かぶれば、もう少しましになるかもしれない。体毛はかなり薄うすいので脚や腕うでの処理は必要なさそうだが、細くて筋張った手足には女性らしい柔やわらかな色気は皆かい無むだ。

（それにしても、サイズがぴったりなのが怖こわすぎる……）

　ウエストのリボンを結びながら、ため息をつく。

　バイロンは悠のサイズをすべて記き憶おくしているらしい。仕事熱心といえばそうなのだろうが、身内以外の人間にあちこちのサイズを把は握あくされているというのは、どうにも落ち着かない気分にさせられる。

　いつまでも鏡の前でぐずぐずしていても仕方がない。嫌いやなことはさっさと終わらせようと、悠は室内履きに足を突つっ込んで勢いよくバスルームの扉を開けた。

「着き替がえました！」

　窓まど際ぎわで海を眺めていたバイロンが、ゆっくりと振り返る。

　鳶とび色いろの瞳ひとみを何度か瞬かせ……その表情はみるみるうちに驚きよう愕がくへと変わっていった。

　やはり、がっかりさせてしまったようだ。似合わない女装が恥ずかしくなり、悠は俯うつむいた。

「なんということだ……！」

　バイロンの喉のどから、獣けもののような低い唸うなり声が漏もれ出る。

　大おお股またで近づいてきたバイロンにがしっと両りよう肩かたを摑まれ、悠は驚おどろいて顔を上げた。

　瞳どう孔こうが開き、爛らん々らんと輝かがやいている。金色に輝く瞳は獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうのようで、思わず半歩あとずさる。

「えっと、あの、ウィッグがあればもう少しましになったかと思うんですが……っ」

「素す晴ばらしい……実に素晴らしい……！」

　悠のセリフを遮さえぎるように、バイロンが感かん嘆たんの声を上げる。

　少々大袈裟すぎる反応に、悠は疑わしげな眼まな差ざしを向けた。

「……本気で言ってます？」

「当然だ。やはり私の目に狂くるいはなかった。ヒロインも、ヒロインの衣裳も完かん璧ぺきだ。さあ、ここに掛けたまえ」

　言われたとおり窓辺に置かれたウィングチェアに掛けると、バイロンが前に立ちはだかってためつすがめつ眺める。

「脚を組んで、肘ひじは肘ひじ掛かけに。そう、こちら側に少しもたれるように」

　軽く肩に触ふれられて、どきりとする。バイロンは単にポーズを取らせようとしているだけなのだろうが、薄い布地の下で、肌はだがちりちりと疼うずくような感覚に襲おそわれてしまう。

（スカートのせいだ！　なんか脚がすーすーして頼たよりないし……っ）

　もじもじと膝ひざを摺すり合わせ、おかしな感覚を追い払はらおうと試みる。

「視線は窓の外へ。海を眺めながら、物思いに耽ふける感じで」

「……っ！」

　今度は顎あごを摑まれ、悠は目を見開いた。

「ちょっと待ってください！　さ、触さわるのはなしです！」

「おっと、これは失礼。ポーズを取ってもらおうとしただけなんだが、こういう状じよう況きようできみに触れるのはセクハラになるのかな？」

「セクハラとまでは言いませんが、ちょっと……勘かん弁べんしてください」

　どきどきしている心臓を落ち着かせようと、無意識に胸に手を当てる。しかしフリルとくるみボタンの感かん触しよくにぎょっとしてしまい、慌あわてて膝の上で両手を握にぎり締しめた。

「わかった。きみには触れないよう気をつける」

「それと、ポーズを取るのは構いませんが、写真は勘弁してください」

「その点は心配ない。網もう膜まくにしっかりと焼きつける」

　バイロンが自分の両目を指し示し、力強く頷うなずいてみせる。

　先ほどまでの思い詰めた表情とは打って変わり、目には力が漲みなぎっていた。

「ああ……停てい滞たいしていたシーンが動き出したぞ……。ヒロインが船内のお茶会で探たん偵ていと事件について言葉をかわすシーンだ。寝しん室しつではなく、こちらのほうがいいな」

　バイロンがくるりと踵きびすを返し、リビングに向かう。

　慌てて立ち上がり、悠もそのあとに続いた。室内履きの華きや奢しやなヒールが、歩きにくいことこの上ない。

「紅茶が必要だ。マグカップではなく、ソーサーがついてるやつ」

　ミニキッチンの棚たなを開け、バイロンがソーサー付きの白いカップを取り出す。

「紅茶なら僕が淹いれます」

「遠えん慮りよするな。きみはソファに掛かけてくつろいでいたまえ」

「いえ、遠慮ではなく、せっかくなら美お味いしい紅茶が飲みたいからです」

　悠の言葉に、バイロンが軽く眉まゆをそびやかす。

「つまり、私の淹れる紅茶がまずいと」

「言わせていただくと、あなたのやり方は適当すぎて、茶葉の量も抽ちゆう出しゆつ時間も不足気味なので」

　電気ケトルをセットしながら、悠は乗船以来……いや、初めてヘブンポートのブラッドフォード邸ていを訪おとずれたときから我が慢まんしていたことを口にした。

　いつもなら紅茶の淹れ方くらいでいちいち文句は言わないのだが、女装させられたことへの意い趣しゆ返がえしに嫌いや味みのひとつも言いたくなる。

「いいね。優やさしげに微笑みつつ、ちくりと刺さす。それでこそ私のヒロインだ」

　気を悪くするどころか、バイロンは上じよう機き嫌げんだ。満面の笑えみをたたえながら、いそいそとノートパソコンを持ってくる。

（まさか、女装する羽目になるとは……）

　天てん井じようを仰あおぎ見て、悠はおかしなアルバイトを引き受けてしまったことに今いま更さらながら後こう悔かいの念を抱いだいた。







　──単調なエンジン音に混じって、さらさらと小川のせせらぎのような音色が聞こえてくる。

　うとうとと微睡まどろんでいた悠は、なめらかなシーツの上で寝ね返がえりを打った。

　バスルームのドアの下から灯あかりが漏れている。バイロンがシャワーを浴びているのだろう。

　枕まくら元もとの時計に目をやると、深夜一時近かった。ベッドに入って図書室から借りてきた本を読もうと思っていたのだが、いつのまにか眠ねむっていたらしい。

　結局昨日は、午後のほとんどをワンピースを着て過ごす羽目になった。昼食も夕食もルームサービスを頼たのみ、バイロンは執しつ筆ぴつに専念し、悠は好きなように過ごしていいと言われ……。

　昼間のことを思い出し、うなじのあたりがぞくりとするような感覚に見み舞まわれる。

　バイロンは小説を書くために取材対象を観察しているのであって、決して悠個人に興味を持っているわけではない。そう言い聞かせても、舐なめるような視線にはどうにも落ち着かない気分にさせられた。

　しかも普ふ段だんと違ちがい、頼りない構造のワンピースだ。気にするまいとソファにもたれ、読みかけの本のページに集中しようとしたのだが……。

『もっとリラックスして、自然に振ふる舞まってくれないか』

　ふいにバイロンに声をかけられ、悠は顔を上げた。

『え……？』

『私の視線を意識して固くなっている』

『そう言われましても……』

　自然に振る舞えと言われても、簡単にできるものではない。気を取り直そうとカップに残っていた紅茶に口をつけたが、冷めた紅茶は気を静めてくれなかった。

　ソーサーに戻もどすときにカップが立てた耳みみ障ざわりな音が、内心の動どう揺ようを表していた。バイロンの執しつ拗ような視線は、薄い布地を突き刺して服の下に潜もぐり込んでくるような錯さつ覚かくをもたらし……。

（あ……）

　昼間感じた不思議な感覚が、体によみがえる。全身の肌がいっせいに粟あわ立だち、体の奥底からこみ上げてきた熱に内側から炙あぶられるような感覚だ。

　心臓がどきどきして、胸の一部がひどく敏びん感かんになっていた。

　薄い布地に擦こすれる感触が、痛いようなもどかしいような……。

『そうか、女性の服など買ったのは初めてだからうっかりしていた。そういう服を着るときは、きちんと下着をつけるべきなんだな』

　バイロンがふいに立ち上がったので、悠は驚いて目を瞬またたかせた。

『え？　な、なんですか？』

『下着なしだと目立つ』

　指をさされ、悠は自分の胸を見下ろした。

　いつのまにかつんと凝しこった乳ち首くびが、水色の薄うすい布地を持ち上げていた。小さな肉にく粒つぶが浮うかび上がるさまはひどく淫みだらな印象で、清せい楚そなワンピースを台無しにしていた。

『……っ』

　急いで胸の前で腕うでを交差させ、恥はずかしい失態を隠かくそうと試みる。

　バイロンは、急に興味を失ったようにくるりと背を向けた。

『今日はここまでにしよう』

『……すみません』

『きみが謝ることはない。私の落ち度だ。早々に女性用の下着を手配する』

　悠に背を向けたまま、バイロンはノートパソコンを閉じた。

　バイロンの言う〝女性用の下着〟とは、ブラジャーのことだろう。そんなものは絶対につけたくなかったが、ブラなしでワンピースを着るとひどく恥ずかしい事態に陥おちいってしまう。

（……落ち着け。僕に合うサイズのブラがあるわけない。そうこうしているうちに旅も終わる）

　ブラは勘弁して欲しいが、ニップレスを貼はるのはどうだろう。それならなんとか我慢できそうだと考えていると、バスルームのドアが開く音がした。

　慌てて寝返りを打ち、バイロンに背を向けて寝ねたふりをする。

　別に寝たふりをする必要はないのだが……乳首の一件で少々気まずい雰ふん囲い気きになってしまったので、今はあまり話をしたい気分ではない。

　濡ぬれた髪かみをタオルで拭ふく音、衣きぬ擦ずれの音……バイロンが寝ね支じ度たくを整える間、悠は息を潜ひそめるようにしてブランケットの下で体を丸めていた。

　やがて眠ねむ気けが忍しのび寄り、うとうとと微睡みかけていたそのとき。

「──!?」

　ふいに体の上に落ちてきた何かに、悠は驚おどろいて目を見開いた。

　薄うす闇やみの中、その何かを見み極きわめようと目を凝らす。

「バイロン！」

　落ちてきたものの正体は、ボディソープの香かおりをまとったバイロンだった。

　いや、落ちてきたのではなく、おそらく寝ぼけたか何かでベッドを間ま違ちがえて入ってきたのだろう。

「んん……どうした？」

　悠の隣となりに仰あお向むけに横たわり、バイロンが眠たげな声で答える。

「ここは僕のベッドです！」

「そのようだな」

「もう、寝ぼけてるんですか？　ご自分のベッドに戻ってください！」

　起き上がってバイロンの肩かたを揺ゆする。触ふれたとたんにバイロンが上じよう半はん身しん裸はだかであることに気づき、口から心臓が飛び出しそうになった。

「んー……めんどくさい」

「何言ってるんですか！　あなたのベッドはすぐ隣です！」

「今夜は執筆でくたくたなんだ。もう動けない」

「わかりました。では今夜は僕があなたのベッドで寝ることにします」

　急いでベッドから下りようとすると、背後からがっちりと腕を摑つかまれた。

「構わん。ここで寝ろ」

「僕が構うんです！」

「別にネグリジェを着ろとは言わない」

「当たり前です！」

　押し問答の間もバイロンの手から逃のがれようともがくが、くたくただと言っていたわりにバイロンの力は強かった。レスリングの技わざのように背後から搦からめ捕とられ、ベッドに連れ戻されてしまう。

「ふざけないでください！」

「ふざけてない。実を言うと、ここのところ眠りが浅くて体調が思わしくないんだ」

「それなら尚なお更さら、ご自分のベッドでゆっくり休まれたほうが……っ」

「もうひとつ、私は抱き枕まくらがないと眠れない質たちなんだ。かさばるから今回の旅行には持ってこなかったんだが、そのことを後悔している」

「では、何か抱き枕の代わりになるものを探しましょう。ソファに置いてあるクッションなんかどうでしょう」

　もう一度ベッドから下りようとするが、バイロンの手足が絡からみついて身動きが取れない。

「いや、いい。ちょうどいい抱き枕が見つかった」

「え？　ちょ、ちょっと……っ」

　背後からぎゅっと抱だき締しめられて、悠はじたばたともがいた。

　うなじにバイロンの息がかかり、背筋がぞくりとする。

（まずいよこんな……っ）

　初うぶな体には刺し激げきが強すぎる。

　それに、先ほど昼間の失態を思い返していたばかりで……パジャマ代わりのＴシャツの下で、乳首がきゅんと凝るのがわかった。　>>>♥

「……やっぱり無理です。放してください」

　このままでは、体が高ぶってしまいそうだ。勃ぼつ起きなどしてしまったら、バイロンに気があると誤解されてしまう。

「…………わかった。抱き枕は諦あきらめよう」

　そう言って、バイロンがしぶしぶと手を放す。

　離はなれていく温ぬくもりが、なぜか名残なごり惜おしく感じられ……慌あわてて悠は感傷的な気分を振り払はらった。

「一いつ緒しよに寝るのは構わないだろう？」

　仰向けになって、バイロンが眠ねむたげな声で問いかけてくる。

「いいえ、構います」

「では言い換かえよう。また執しつ筆ぴつが行き詰づまってしまったんだ。ヒロインの気持ちを摑むためには、できるだけ長く一緒に過ごしたほうがいい」

「……つまり、同どう衾きんも仕事のうちということですか」

「そのとおり」

　そう言われると、断ることができない。

　けれど、バイロンをベッドから追い出さずに済んだことに、なぜかほっとしている自分もいる。

（別にバイロンがどうのっていうんじゃなくて、高額な報ほう酬しゆうに見合う仕事をしたいだけだ）

　そう自分に言い聞かせ、悠はきゅっと唇くちびるを引き結んだ。







　翌朝、目覚めるとバイロンの姿はなかった。

（なんかすごく疲つかれた……）

　ベッドの上に体を起こし、ため息をつく。

　──ゆうべはバイロンと同衾する羽目になってしまったが、やはりどうにも落ち着かなくて、バイロンが寝ね入いったのを確かめてから悠はそっとベッドを抜ぬけ出した。

　隣のバイロンのベッドに横たわり、ようやく眠りにつくことができたのだが……。

「おはよう」

　リビングに足を踏ふみ入れると、ソファで新聞を読んでいたバイロンが顔を上げる。シャワーを浴びたばかりらしく、濃のう紺こんのバスローブ姿だ。

　自分とは対照的な爽さわやかな笑え顔がおに、どっと疲ひ労ろう感かんが押し寄せてくる。

「おはようございます……」

「夜中に目覚めたら、抱だき枕がなくて慌てたよ。ベッドの下に蹴けり落としたかと思って飛び起きた」

「……それはすみません。雇こ用よう主と同衾することに慣れていないもので」

「まあいい。そのうち慣れる」

「僕思ったんですけど、抱き枕なら船内のお店のどこかにあるんじゃないでしょうか」

「目の前にちょうどいい抱き枕があるのに、わざわざ別のものを買う必要はない」

「抱き枕のほうはそうは思ってないかもしれませんよ。せっかくベッドがふたつあるのに、わざわざ一緒に寝る必要あるのかな、とか」

　悠の反論に、バイロンが軽く眉まゆをそびやかす。

「悠、私は今深刻なスランプなんだ。昨日はきみのおかげで執筆が進んだが、今日も進むとは限らない。スランプを抜け出すためには、精神の安定を保つことが何より大事だ。いいか、きみがベッドから抜け出したあと、私はひどく混乱し、狼ろう狽ばいした。隣のベッドにいることに気づいて少し落ち着いたが、あれは実に心臓に悪い」

「……すみません」

「きみを起こさないよう、私が隣のベッドに移動した。おかげで安あん眠みんできて、今は執しつ筆ぴつ意い欲よくにあふれている」

「え、結局一緒に寝たんですか？」

　ぎょっとして、悠は目を見開いた。

　バイロンがベッドに入ってきたことに、まったく気づかなかった。何か妙みような寝ね言ごとを口走ったり、あるいは睡すい眠みん中の生理現象を見られたのではないかと頰ほおが熱くなる。

「きみの寝顔を見ていたら、すごくいいエピソードを思いついたんだ。ヒロインが何者かに睡眠薬を盛られ、探たん偵ていに救出される。ヒロインは気を失っていた間のことを何も覚えていなくて、そのことが不安でたまらない。そう、まるで今のきみのように」

「意地悪しないで、何かあったならはっきり言ってください」

　恥はずかしさのあまり、ぶっきらぼうな言い方になってしまった。

　──今朝目覚めたとき、ペニスが勃起していた。朝あさ勃だちは日常的な生理現象なので気にも留めなかったが、バイロンに見られていたとしたら恥ずかしすぎる。

　朝勃ちに気づかれていなかったとしても、睡眠中しげしげと観察されていたかと思うと顔から火が出そうだった。

「大だい丈じよう夫ぶ。きみが恥ずかしがるようなことは何もなかった」

　バイロンが、悠を安心させるように穏おだやかに微笑ほほえむ。

　そう言われても信用できないが、ここは墓ぼ穴けつを掘ほる前に引き下がったほうがよさそうだ。

「わかりました。この話はこれで終わりにしましょう。今日のご予定は？」

「執筆だ。調子が上がっているうちに少しでも書き進めておきたい。きみに頼たのみたい調べ物をリストアップしておいた」

　仕事モードに切り替かえて、渡わたされたリストに目を通す。

　いくつか質問し、バイロンの指示を書き留め、悠は平常心を取り戻もどそうと努力した。
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「やあ、久しぶり」

　図書室で本を読んでいた悠は、聞き覚えのある声に顔を上げた。

「リアム……こんにちは」

「会うのはナイトクラブ以来だよね」

　悠の隣となりの椅い子すに掛かけて、リアムがにっこりと微笑む。

「ええ、最近ちょっと仕事が忙いそがしかったものですから」

　悠も笑え顔がおで答えつつ、どうしたものかと思案する。バイロンに、リアムとふたりきりで会うなと命じられている。けれど偶ぐう然ぜん会った場合はどうすればいいのだろう。

（……ま、ふたりきりってわけじゃないからいいか）

　図書室には他ほかにも何人か客がいる。そこまで厳密に言いつけを守る必要はないだろうと、悠は肩かたの力を抜いた。

「それも仕事？」

　悠が手にしている本を、リアムが軽く手で指し示す。

「ええ、バイロンに頼まれた調べ物です」

「へえ、『豪ごう華か客船事件史』ねえ。殺人事件とか？」

「それもありますけど、ほとんどは密輸と盗とう難なんですね」

「面おも白しろそうだね」

「実際に遭そう遇ぐうするのはごめんですけど」

　肩をすくめると、リアムも「確かに」と笑った。

「このあとも忙しい？」

　リアムが自分を誘さそおうとしている気配を感じ取り、悠は身構えた。

「よかったら一緒に出かけない？　映画でもテニスでも、きみの行きたいところでいいよ」

　案の定、リアムが身を乗り出すようにして誘いの言葉を口にする。

「ええと……」

　どう言って断ろうかと顔を上げたそのとき。窓の外に見えた人ひと影かげに、悠ははっとした。

　デッキにたむろする数人の客の向こうに、ひときわ長身の男性の後ろ姿が見える。逆光気味だが、悠にはすぐにそれがバイロンだとわかった。

　そしてその隣には、つばの広い帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、長い髪かみをなびかせている長身の女性のシルエット……。

　──バイロンが、トリシアと会っている。

　オリヴァーかウェブスター姉し妹まいが一緒かと思ったが、手前にたむろしていた客が移動し、バイロンとトリシアがふたりきりだということが判明した。

　しかもふたりは、人目を避さけるように海のほうへ顔を向けていて……。

「おやおや、きみの雇やとい主は人妻と逢あい引き中かな」

　リアムの言葉が、鋭するどい矢となって突つき刺ささる。

　痛みを感じている自分に驚おどろき、無意識に悠は両手の拳こぶしを握にぎり締しめた。

「……まさか。偶然会って立ち話してるだけでしょう」

　リアムの言葉を否定するが、ぎこちない口調になってしまった。

「そうかな？　こないだナイトクラブで、彼女が彼に色目を使ってただろう」

　敢あえて名前を出さずにそう言って、リアムが肩をすくめてみせる。

「……そういうふうに見えました？」

「ああ。見えた。自じ慢まんじゃないけど、そういうのには目ざといんだ」

　こちらに背を向けているので表情は見えないが、バイロンは迷めい惑わくそうにしているようには見えなかった。トリシアの手が、さりげなくバイロンの腕うでに触ふれ……見ていられなくなって目をそらす。

「ふむ。きみの雇い主は白昼堂々人妻といちゃつくほど破は廉れん恥ちな男じゃなかったみたいだな。彼女の手から逃のがれて、足早に立ち去っていった」

　リアムの実じつ況きように、悠はほんの少し胸むねを撫なで下ろした。しかし人目につく場所での接せつ触しよくを避けただけで、人目のないところで逢い引きしている可能性もゼロではない。

（いやでも、あのナイトクラブの日から毎日ほとんど部屋にこもりっきりだし、食事に行くときも僕と一いつ緒しよだし……）

　けれど先日は、悠が出かけている間にヒロイン用の衣い裳しようを買ってきた。

　今も、部屋で執しつ筆ぴつしていると思っていたのにいつのまにか抜け出している。

　どうしてこんなにやきもきしてしまうのだろう。他人の恋れん愛あい事情など、見て見ぬふりをして放ほうっておけばいい。かかわりたくもないし、面めん倒どうなことに巻き込まれるのもごめんだ。

「おっと、噂うわさをすればなんとやら」

　図書室の入口に視線を向け、リアムが面白そうに呟つぶやく。

　振ふり返ると、バイロンが猛もう然ぜんとこちらに向かってくるところだった。

「こんにちは。お会いするのは久しぶりですね」

「何をしているんだ」

　リアムの挨あい拶さつを無視して、バイロンが険しい声で詰きつ問もんする。

「何って……言われた仕事をしているんです」

　責めるような口調にむっとして、悠は本の表紙を掲かかげてみせた。

「そうは見えないが」

　バイロンも腕を組み、不ふ機き嫌げんそうに睨にらみ返してくる。

「まあまあ、悠を責めないでよ。俺が勝手に話しかけて、仕事の邪じや魔まをしてただけなんだから」

　とりなそうと割って入ったリアムに、バイロンがようやくその存在に気づいたというふうにわざとらしく眉をそびやかした。

「前にも言ったはずだ。遊び相手なら他を当たってくれ」

「相変わらず過保護だな。どうしても俺を悠に近づけたくないんだね」

「大事なアシスタントだからな」

「ほんとにそれだけ？」

「他にどんな理由があるというんだ」

「ふたりとも、やめてください」

　言い合いを始めたバイロンとリアムに、悠は抑おさえた声でストップをかけた。

　ここは一いつ般ぱんの図書館ほど厳しく私語厳禁と定められているわけではないが、近くの席の老婦人がとがめるような視線を送ってきている。

「悠、本は借りて、部屋に戻りなさい」

「あなたの命令に従うのは癪しやくですけど、あなたがここにいるとみんなの迷惑になりますから、そうさせていただきます」

　静かに立ち上がり、囁ささやくように言い返す。

　リアムも席を立ち、バイロンの肩をぽんぽんと叩たたきながら「大事にすればするほど嫌きらわれるね」と笑った。







　部屋に戻るまで、悠は無言を貫つらぬいた。

　口を開いたら喧けん嘩かになりそうだし、トリシアとのことを問いただしてしまいそうだ。

（自分はトリシアと親しげにしてるのに、僕はリアムと一緒にいるだけでだめってどういうこと？）

　そう言いたい気持ちを、ぐっとこらえる。

　トリシアとのことに口を出そうものなら、バイロンに気があると思われてしまう。

　旅はまだ三分の二以上残っているし、船上かつ同室、逃にげ場のない状態でバイロンと気まずくなるのだけは避けたかった。

（最初の印象どおり、ただの変な人だと思っておけば、奇き矯きような振る舞まいにも腹は立たないはず）

　深呼吸をして、自分に言い聞かせる。

　実際バイロンはかなりの変人だ。小説を書くために男にヒロインの服を着させたり、安あん眠みんのために男を抱だき枕まくら代わりにしようとしたり……そういう人に何を言っても無む駄だな気がする。

（すごく頑がん固こだし、こうと決めたら絶対押し通すし）

　いっそ嫌いになれたら楽なのかもしれない。腹も立つし、呆あきれることも多々あるが、なぜか嫌ったり憎にくんだりできなくて、それがまた腹立たしくもあり、悔くやしくもある。

「きみの視線から不平不満がにじみ出している。今腹の中で、私に対して罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせていただろう」

　鍵かぎを開けて部屋に入り、バイロンが振り返る。

「わかります？　罵詈雑言ってほどじゃないですけど、ネガティブな言葉をいくつか」

「〝そう言って、彼女は探たん偵ていを睨みつけた。数々の無礼な振る舞いに、もう黙だまってはいられない。いっそのこと、海に突き落としてやりたい気分だ……〟」

「そこまでは思ってません。あなたが海に転落したら、真っ先に疑われるのは僕ですし」

「まあいい。きみをひとりで図書室にやったのが間ま違ちがいだった」

「けど、あなたもたまにはひとりになる時間が必要なんじゃないですか？」

　ついつい、嫌いや味みが口をついて出てしまった。

「どういう意味だ？」

「たとえば……こっそりトリシアと会ったり」

　言ったあとで、しまったと後こう悔かいする。怒おこり出すかと思ったが、バイロンの不機嫌な表情はなぜだかみるみるうちに明るくなっていった。

「なるほど。さっき私が彼女とデッキで話しているところを見たんだな」

「言っておきますが、別に彼女とのことに意見する気はありません。お互たがいにプライバシーを尊重し……」

「いや、ヒロインならそんなふうに言わない。もっとストレートに切り込むはずだ。『彼女とはどういう関係？』と訊きいてくれ」

「え？　僕がそのセリフを言うんですか？」

　戸と惑まどって聞き返すと、バイロンが「そうだ」と大きく頷うなずく。

「……彼女とはどういう関係なんですか」

「きみが心配するようなことは何もない」

　にっこり笑って、バイロンが両手を広げてみせる。

「…………」

　うまくはぐらかされたような気がして、悠は唇くちびるを引き結んだ。

「なぜそこで黙り込むんだ。次は、『じゃあさっきは何を話していたの？』だろう」

　悠の反応を観察していたバイロンが、少々大おお袈げ裟さな仕草で急せき立てる。

「……じゃあさっきは何を話していたんですか」

「『電話をくれないのね』と言われた。私は『相手が誰だれであれ、いっときの火遊びを愉たのしむ趣しゆ味みはないので』と答えた」

「ちょっと待ってください。それは小説の話ですか、それとも現実の話？」

「現実の話だ。ちゃんと断ったから、きみは心配しなくていい。安心したか？」

「それはまあ……自分の雇やとい主が不ふ倫りんするのを黙もく認にんしてたら後味が悪いですから」

　視線を床ゆかに落としつつ答えると、バイロンが背をかがめてじっと覗のぞき込んでくるのがわかった。

「そのセリフも違ちがうな。ヒロインは密ひそかに探偵に惹ひかれつつあるんだ。だから探偵の答えに、もっと喜びを感じているようなリアクションが必要だ」

　バイロンの言葉に、どきりとする。

　〝ヒロインは密かに探偵に惹かれつつある〟という部分が〝自分は密かにバイロンに惹かれつつある〟と変へん換かんされ、動どう揺ようしてしまう。

（まさか、そんな）

　バイロンは好みのタイプではない。

　けれど、鳶とび色いろの瞳ひとみで見つめられたり、ベッドの中で抱だき寄せられたりしたときに感じた衝しよう撃げきには、胸の奥が疼うずくような甘あま酸ずっぱい何かが含ふくまれていたのも確かだ。

　じわっと頰ほおが熱くなり、慌あわててバイロンに背を向ける。

「……すみません、疲つかれたのでちょっと休きゆう憩けいさせてください」

「ああ、構わない。私も今のやりとりを急いで書き留めておこう。続きは今夜だ」

　バイロンの声は上じよう機き嫌げんだった。

　火ほ照てった頰を冷やしたくて、悠はふらつく足取りでバルコニーへ向かった。







「……お待たせしました」

　夜十時。夕食のときにバイロンに指定されたとおり、悠は仕事のために寝しん室しつのドアをノックした。

「ああ、それでは始めようか」

　パソコンに向かっていたバイロンが、振り返って笑えみを浮うかべる。シャツの襟えり元もとのボタンがいくつか外れ、髪かみが乱れているのがやけに官能的だ。

（官能的とか、何考えてるんだ。単に髪がぼさぼさ、服装がだらしないってだけじゃないか）

　慌てて妙みような考えを振り払はらう。

　昼間、バイロンの小説のセリフにつき合わされてから、どうも調子が狂くるってしまった。

　ヒロインのセリフを言わされているうちに、自分が本当にヒロインになったような……探偵役のバイロンに心こころ惹ひかれているような気分になるなんて、まったくどうかしている。

「では、これに着き替がえてくれ」

「はい」

　ぎこちなく進み出て、バイロンからショッピングバッグを受け取る。

「え、あの水色のワンピースじゃなくて、別の服ですか？」

　バッグの中を覗き込み、悠は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

　白くてふわふわした服が入っている。そっと引っ張り出してみると、レースやフリルがついたフェミニンなワンピースのようだ。

「ああ、夕方ショッピングアーケードの店で調達してきた」

「ちょっと待ってください、これってネグリジェじゃないですか？」

　ふわふわした衣い裳しようの正体に気づき、冷や汗あせが噴ふき出す。スカート丈たけはワンピースよりも長いが、襟えりぐりがかなり開いているし下着が透すけそうなほど布地が薄うすい。

「そのとおり。書きたいシーンにどうしてもこれが必要なんだ」

　バイロンが、真しん剣けんな表情で力強く頷く。

　どうにか逃げる手立てはないかと、悠は頭を巡めぐらせた。

「……こないだのワンピースならまだしも、これはまずいです」

「どうまずいのかね」

「布地が薄くて透けてしまうので、もろに男だとわかってしまいます。そうなると、あなたの中にあるヒロイン像のイメージに著いちじるしいダメージが……っ」

「心配しなくていい。今回はブラなしでも乳ち首くびが透けないようになっている。ほら」

　悠の手からネグリジェを奪うばい、バイロンが得意げに広げてみせる。

　確かに、胸の部分はレースに覆おおわれており、乳首が透ける心配はなさそうだ。

（けど、パンツが透けるんじゃ……）

　今穿はいているのは、青と白のボーダーのボクサーブリーフだ。レースたっぷりのネグリジェに似つかわしくないことこの上ない。

「……やっぱりやめておいたほうがいいと思います。絶対幻げん滅めつします」

「却きやつ下か。つべこべ言ってないで、早く着替えたまえ」

　バイロンにせかされて、悠はため息をつきながらバスルームへ向かった。

（このパンツが透けて見えたら、さすがにバイロンも目が覚めるだろう）

　そう願いつつ、ネグリジェを頭からかぶる。

　胸むな元もとは思っていた以上に襟ぐりが深く、乳首がぎりぎり隠かくれる程度だった。女性の場合は胸の膨ふくらみがあるのでもう少し安全な位置まで隠れるのだろうが、真っ平らな胸では仕方がない。

（パンツは案外透けないかも？）

　たっぷりと布地を使ってあるので、ドレープの陰かげになってボクサーブリーフはさほど目立たなかった。いいのか悪いのかわからないが、股こ間かんの部分に布地を寄せるようにして座れば、ほとんど隠すことができるだろう。

「お待たせしました！」

　自分を鼓こ舞ぶするように、敢あえて元気よくバスルームから飛び出す。

　バイロンが振ふり返り、しばし無言で悠の姿を凝ぎよう視しする。数秒後、何度か瞬またたきをしてから「素す晴ばらしい」と低く呟つぶやいた。

「では、ベッドに横になりたまえ」

「え、ベッドに寝ねるんですか？」

「ネグリジェは寝るときに着るものだろう」

　しごく真っ当な意見を述べながら、バイロンが手前のベッドのカバーを剝はがしてなめらかなシーツを露あらわにする。

「……はい」

　股間に布地を集めるようにしてそろりそろりと歩き、悠はそっとベッドに横たわった。

　真上からバイロンが腕うでを組んで見下ろしているのが、どうにも落ち着かない。

「今回はヒロインが微睡まどろみながら探たん偵ていのことを考えるシーンだ。最初に断っておくが、少々セクシーな場面でもある」

「ええ？　それってどういう……」

「ヒロインが探偵のことを想おもいながら火照った体を自ら慰なぐさめるシーンだ」

　バイロンの口から飛び出した衝撃的なセリフに、悠はがばっと跳はね起きた。

「ちょちょ、ちょっと待ってください！　あなたが今書いてるのってミステリですよね!?」

「ああ、ミステリだ」

「ミステリに、そういう……エロティックなシーンを入れるんですか!?」

「実際には入れない。ヒロインが、自分は探偵に惹かれているのかもしれないと考える程度だ。けれど、私は実際に小説に書かない部分も詳しよう細さいに想定しておかないと気が済まないタイプでね。ヒロインが寝ね返がえりを打ちながら物思いに耽ふけるところでその場面は終わるが、小説には描えがかれないマスターベーションのシーンも頭の中に描いておきたい。そうすることで、次の章で探偵と鉢はち合あわせしたときの彼女のリアクションが変わってくる。考えてみたまえ、単に探偵のことを考えながら寝入ったというのと、探偵のことを想いながら自じ慰いに耽ったというのでは、ヒロインの羞しゆう恥ちの度合いが全然違うだろう」

　バイロンの力説に、悠はただ呆あつ気けにとられて頷うなずくしかなかった。

「それはわかりました。けど、僕にはできません。それはアシスタントの業務の範はん囲いを超こえていると思います……っ」

　必死で抗こう議ぎすると、バイロンがうーんと唸うなった。

「確かにそうだな。アシスタントにマスターベーションをしてみせろというのは、どういう状じよう況きようであれセクハラと取られても仕方がない」

「ええ、充じゆう分ぶん立派なセクハラだと思います」

　ベッドの上にもじもじと座り直し、ネグリジェの布地をかき寄せる。

　バイロンが妙なことを言い出したせいで、体温が上がってしまった。今のところ勃ぼつ起きには至っていないが、陰いん囊のうのあたりがむずむずし、興奮の予兆が生じているような気がする。

「わかった。では、きみはただベッドに横たわっているだけでいい。私がこの豊ほう穣じようなる想像力で、ヒロインのマスターベーションを微びに入り細さいをうがって思い浮かべることにする」

「それも嫌いやなんですけど……」

「心配するな。きみには指一本触ふれない」

　仕方なく、悠はシーツの上に横たわった。目を閉じて、早くこの時間が過ぎ去ることを願うしかない。

　三分ほど経たった頃ころだろうか。ふいにバイロンが語りかけてきた。

「別に私は構わないのだが、きみがあとから気づいて気分を害してはいけないので、念のために言っておく」

　バイロンのまわりくどい言い方に眉根を寄せ、悠は目を開けた。

「なんでしょう？」

「乳首が見えている」

「ええっ!?」

　慌てて体を起こすと、レースに覆われた胸元から、薄うす桃もも色いろの小さな乳首がはみ出していた。

　ネグリジェの胸元から覗のぞく乳首は我ながらやけになまめかしく、顔が赤くなってしまう。

「見えたままでも構わないし、むしろそのほうが創作にプラスになるんだが、一応きみの意思を尊重しようと思ってね」

「……お気き遣づかいありがとうございます」

　急いでネグリジェの胸元を直し、紅潮した頰ほおを見られないようさりげなく顔を背そむける。

「きみは怒おこるかもしれないが、今のアクシデントは私に素晴らしいインスピレーションを与あたえてくれた」

「そうですか」

「できれば胸をまさぐってもらえないだろうか。もちろんネグリジェの上からで構わない」

「お断りします」

　顔を背けたまま、きっぱりと言い放つ。破は廉れん恥ちな申し出に、耳まで赤く染まるのがわかった。

「わかった。ではそのまま横になっていてくれ」

「そのようにさせていただきます」

　敢えて堅かた苦くるしい口調で答え、再びベッドに横たわって目を閉じる。

　部屋がしんと静まり返り、単調なエンジン音をバックに、バイロンが手帳にペンを走らせる音、パソコンのキーを打つ音だけが響ひびき渡わたる。

　バイロンの視線を感じて肌はだの表面がぴりぴりと粟あわ立だち、悠は無意識に眉根を寄せた。

　目を開いたら、余計に緊きん張ちようしてしまう。しかし目を閉じているのも、自分がどんなふうに見られているのか気になって落ち着かない。

「あの……同じ体勢だと疲つかれるので、ちょっと膝ひざを立てていいですか」

「ああ、構わない。好きなように体勢を変えてくれ」

　おずおずと両膝を立てて、膝ひざ頭がしらをぴったりとくっつける。こうしておけば、股間が目立たずに済む。

「ヒロインは箱入りの純情な女性なんだ。探偵に対して強気な発言もするが、男性と深い関係になった経験がなく、セックスに対しては憧あこがれよりも恐おそれを抱いだいている」

「…………」

　バイロンのセリフに、悠は必死で表情を変えまいと努力した。

「そんな彼女が、探偵に出会って初めて性的な欲望を覚えるんだ。自分でもその欲望が恋こいなのか単なる性欲なのか見み極きわめられずにいる。心は臆おく病びようなまま、体は夜ごと激しく疼うずき……」

「……そういうのは心の中だけで呟いてもらえませんか」

「おっと、失礼。声に出てたかな」

　わざとらしく言って、バイロンが口をつぐんでペンを走らせる。

　しかし五分も経たないうちに、不満そうな声で呻うめき始めた。

「だめだ！　核かく心しんにたどりつけない！　もう少しでヒロインの揺ゆれる心情をものにできそうなのに、何かが私の邪じや魔まをしている！」

「やっぱり僕のネグリジェ姿じゃ無理なんですよ。今夜はここまでにして、もう休みましょう」

　目を開けて、悠はいかにも雇やとい主をねぎらうように、もっともらしく提案した。

「いいや。きみのネグリジェ姿は完かん璧ぺきだ。私の想像力を阻はばんでいるのは、その忌いま々いましいボクサーブリーフだ」

「ええっ？」

　慌あわてて起き上がり、自分の体を見下ろす。下着はネグリジェのドレープで完全に隠かくれており、バイロンの想像力を妨さまたげているとは思えない。

「うっすらと見えている下着のラインが、私のインスピレーションを妨ぼう害がいしている」

　バイロンの指さす方向を見ると、確かにサイドの部分がくっきりと透すけている。前を隠すことに必死で、横にまでは気がまわらなかった。

「そう言われましても……」

「やはり男物の下着ではだめだ」

　ナイトテーブルに手帳を叩たたきつけるようにして、バイロンが立ち上がる。今度こそ諦あきらめてくれるだろうと安あん堵どしていると、バイロンはピンク色の紙かみ袋ぶくろを手に戻もどってきた。

「私にも分別というものがある。これをきみに穿はけというのはセクハラ以外の何ものでもないと思い、自制していた。しかし、このままでは小説が進まない」

　苦く悶もんの表情で、紙袋から何かを取り出す。

　目の前に白いひらひらした小さな布地を差し出され、悠は目を瞬かせた。

「まさか……これを穿けとおっしゃっているんですか」

「そのとおり」

「さっき、セクハラ以外の何ものでもないって言いましたよね？」

「セクハラかどうかは、状況によって見解が異なる。性的な関係を強要しているわけではないので、これはセクハラにはあたらないと判断した」

「いやでも、僕がセクハラだと感じたらそれはセクハラなんじゃないですか？」

「どうとるかは意見が分かれるところだろう。ただ、高額な報ほう酬しゆうの仕事にはそれなりにリスクがつきものだということを忘れないでもらいたい」

「なんと言われようと、僕は絶対、穿きません」

　きっぱりと断ると、バイロンが深々とため息をついた。

「きみがこれを穿かない限り、私の小説は一行も進まない。そうなるとこの小説は頓とん挫ざということになり、出版社に多大な迷めい惑わくをかけてしまう。契けい約やく違い反はんになるので、多額の違約金を支し払はらう必要も生じてくる」

「…………」

「何より、担当編集者の信しん頼らいを裏切ってしまうのが心苦しい。彼は私が新人の頃からずっと陰かげ日向ひなたに支えてきてくれた。私のせいで社内での立場が悪くなると、結けつ婚こん十年目にして待望の第一子を授さずかったばかりの彼の家庭にどれほどの影えい響きようを及およぼすことか……」

「わかりました。穿きます」

　ため息をついて、悠はバイロンの手から女物のショーツを奪うばい取った。







　──バイロンの視線が、舐なめるように全身を這はいまわっている。

　なるべく意識するまいと努力するが、初めて穿いた女性用の小さなショーツが気になって落ち着かない。

（この仕事を受けてしまったのが間ま違ちがいだった……）

　もじもじと膝を摺すり合わせ、小さく息を吐はく。

　思いがけず吐と息いきに「ん……」と声が交じってしまい、慌てて悠は咳せき払ばらいをした。

「いいね。破廉恥な真ま似ねをするまいと必死で自分を抑おさえているという感じが伝わってくるよ」

「変なこと言わないでください」

　首だけ動かして、悠はバイロンを睨にらみつけた。

　シーツの上に仰あお向むけに、脚あしをまっすぐ伸のばして横たわるように指示されたので、膝を曲げて股こ間かんを隠すことができない。

　レースのついた白いショーツは、幸い透けるタイプではなかったが……布地の面積が小さいので、前の部分の圧あつ迫ぱく感かんが気持ち悪い。悠のものは小ぶりなサイズなのでなんとかショーツの中に押し込めることができたが、少しでも変化しようものならはみ出してしまいそうだ。

「変なことは言っていない。仕事に集中し、よりよい文章を書こうと努力しているだけだ。〝体の奥底からこみ上げてくる熱を無視しようと、彼女は歯を食いしばった。しかし情欲が衰おとろえる気配はなく、何かに操あやつられるように、指先が胸に軽く触れてしまう。〟」

　バイロンのセリフが、催さい眠みん術のように染しみ込んでくる。言われたとおり胸をまさぐってしまいそうになり、慌てて悠は胸むな元もとのずれを直すふりをした。

「〝薄うすいネグリジェの下で、乳ち首くびが硬かたく尖とがっていた。そう、探たん偵ていの視線を感じるたびに、服の下で密ひそかに起きていた現象だ。そっと触ふれると、全身にびりびりと衝しよう撃げきが走り……〟」

（あ……っ）

　硬さを持ち始めた乳首が、レースの下の柔やわらかな布地に擦こすれる。

　痛いようなもどかしいような、奇き妙みような感覚だ。レースに覆おおわれているので目立たないだろうが、そのうちつんと尖ってレースの飾かざりさえも持ち上げてしまいそうで怖こわい。

「〝たがが外れたように、彼女は己おのれの胸を愛あい撫ぶした。しかし欲情は募つのるばかりで、いっこうに収まる気配がない。脚の間の密やかな場所が、熱く疼いて愛撫を待っている。〟」

「──っ！」

　バイロンの低い声が、耳から忍しのび込んで体の内側の敏びん感かんな部分をくすぐった。

　実際にはそんなことはあり得ないのに、まるで大きな手に全身を撫なでまわされているような感覚に襲おそわれる。

（あ、まずい……っ）

　ショーツの中で、ペニスが頭をもたげ始めている。いったん意識してしまうと、もう歯止めがきかなかった。窮きゆう屈くつな布地を持ち上げ、欲望を主張し……。

「おや、勃ぼつ起きしてしまったかな」

　バイロンのセリフに、冷水を浴びせられたような衝撃が走る。

　一いつ瞬しゆんののち、今度は全身の血が沸ふつ騰とうしたかのように熱くなった。

「すみません！　ちょっと休きゆう憩けいさせてください！」

　急いで起き上がると、バイロンが覆い被かぶさるようにしてのしかかってきた。

「今中断したら、小説が途と切ぎれてしまう」

「でも、ほんとにまずいんです！　ちょっとだけ、バスルームに行かせてください……っ」

「だめだ。自分で慰なぐさめて、射精するつもりだろう」

「もう、意地悪しないでください……っ！　ほんとに限界なんです……っ！」

　半ば泣きべそをかきながら、悠は窮きゆう状じようを訴うつたえた。このままでは取り返しのつかないことになってしまう。現にバイロンにのしかかられた際、先走りがじわっと漏もれてしまった。

「わかった。ではこうしよう。こうなったのは私のせいだから、私が責任を持って対処する」

「え……？」

　次の瞬間、悠は悲鳴を上げた。

　バイロンの大きな手が、ネグリジェ越ごしにショーツの前に触れたのだ。

「ちょ、ちょっと、何するんですか！」

「このままではつらいだろう。我が慢まんせずに出しなさい」

「ひとりでできます！　やっ、触さわらないで、あ、あ……っ」

　大きな手のひらに包み込まれた場所が、急速に熱くなっていく。

　布地越しにやわやわと優やさしく揉もまれ、初うぶな体はひとたまりもなかった。

「んっ、あ、あああ……っ」

　唐とう突とつに、悠は絶頂を迎むかえた。完全にコントロールを失い、失禁したように精液を漏らす。

　初めての他人の手による刺し激げきは、めくるめく快感をもたらした。今置かれている状じよう況きよう、羞しゆう恥ち心しん、何もかも吹ふき飛んで、ただその快楽に身を委ゆだねるしかなかった。

　──どれくらいの間、射精の余よ韻いんに浸ひたっていたのだろう。ふと気がつくと、バイロンの鳶とび色いろの瞳ひとみにじっと見下ろされていた。

　ぼんやりとその美しい色しき彩さいに見入っていると、ふいに唇くちびるが何か熱いもので塞ふさがれる。

「──っ！」

　唇を割って押し入ってきた舌に、ようやくバイロンにキスされているらしいことに気づく。

（なぜ!?　どうして!?）

　驚おどろいて顔を背そむけようとするが、舌は執しつ拗ように追ってきた。

「ん、んん……っ」

　厚い胸むな板いたに手をつき、なんとか押しやろうともがく。しかし逞たくましい体はびくともせず、それどころかますます密着しようと迫せまってきた。

「……やめてください！」

　しばしの攻こう防ぼうののち、なんとか唇から逃のがれた隙すきに叫さけぶ。

　ふいに魔ま法ほうが解けたように、バイロンの体から力が抜ぬけるのがわかった。

「……すまない。小説の世界に入り込みすぎてしまったようだ」

　掠かすれた声で呟つぶやき、悠から目を背けるようにして体を起こす。

　口調はいつものバイロンだったが、呼吸の荒あらさに激情の名残なごりがありありとしていた。

「シャワーを浴びてきなさい」

　悠に背を向けて、バイロンが足早に寝しん室しつをあとにする。

　再び襲いかかられるのではと身構えていた悠は、その後ろ姿を茫ぼう然ぜんと見つめた。

（なんだったんだ、今の……）

　まだ体中に衝撃の余韻が残っており、考えがまとまらなかった。ベッドの上に起き上がり、新品のショーツを汚よごしてしまったことに気づいて、今いま更さらながら赤面する。

　雇やとい主であるバイロンの手に導かれ、射精してしまった。

　いったいどういうことなのか、そして今後バイロンとどう接すればいいのか、まったくわからなくて混乱する。

（……バイロンはゲイじゃない。だから今のキスに恋れん愛あい感情的な意味がないのはたしかだ）

　小説の世界に入り込みすぎたなどと言っていたが、創作のためとはいえ弾はずみでキスするなんて、悠には信じがたい行こう為いだ。

（バイロンにとって、こういうことってそれほど大きな意味はないってことなのかな）

　悠にとっては、これまでの人生を揺ゆるがすほどの大事件だった。

　奥手で初うぶなのには理由がある。悠は恋愛に関しては少々潔けつ癖ぺきなところがある上に、密かにロマンティックな願望を抱いだいているのだ。

　いつか運命の伴はん侶りよと出会い、心も体もその彼に捧ささげたい。

　心から愛し合い、生しよう涯がい添そい遂とげ……自分でも現実味のない夢物語だという自覚はあるが、キスもセックスも本当に好きな人としかしないと決めている。

　世の中の大半の人たちは、恋愛やセックスをもっと気楽にとらえているのだろう。気に入った相手と関係を結び、気持ちが冷めたら別の誰だれかを探す。あるいは最初から恋愛とセックスを切り離はなして考える人も少なくない。

（僕の考え方は古くて少数派だってわかってるけど……）

　力なくベッドに倒たおれ込み、両手で顔を覆う。

　なぜだか涙なみだがあふれてきたが、多分人生初のセクシャルな経験に衝撃を受けたせいだろう。

「……シャワー浴びてこよう」

　自分に言い聞かせるように呟き、勢いをつけて起き上がる。

　さっきのキスや愛撫に、深い意味などない。だから自分も気にせず、何ごともなかったかのように振る舞うのがいちばんいい。

　ごしごしと乱暴な手つきで涙を拭ぬぐい、悠はバスルームへと急いだ。







　うとうとと微睡まどろんでいた悠は、バイロンがベッドに入ってきた気配にはっとした。

　先ほどの恥はずかしい出来事が鮮あざやかによみがえり、思わず体を強こわばらせる。

　──シャワーを浴びてバスルームを出ると、バイロンの姿はなかった。

　リビングのテーブルに『少し散歩してくる。先に寝ねていてくれ』と書き置きがあり……バイロンと顔を合わせずに済んでほっとした気持ちと、先ほどの一件のせいで避さけられているのかもしれないという苦い気持ちが同時にこみ上げてきた。

　とりあえず頭を整理する時間ができたと思うことにして、ベッドに横たわったのが二時間ほど前のこと。

「すまない。起こしてしまったかな」

「……いえ」

　バイロンに背を向けたまま、悠は硬い声で呟いた。

　うなじにかかったバイロンの吐と息いきには、ウィスキーの香かおりが含ふくまれていた。どうやら散歩の途と中ちゆうでバーかナイトクラブに立ち寄ったようだった。

（あんなことがあったのに、今夜も一いつ緒しよに寝るつもりなんだろうか）

　理想のヒロインのモデルが、どんなに想像力で飾り立てても結局のところ男でしかない、ということを嫌いやというほど思い知らされたはずだ。

　それともモデルと安あん眠みん用の抱き枕まくらは、バイロンの中では別々の案件として認にん識しきされているのだろうか。

「先ほどはすまなかった」

　バイロンが再び謝罪の言葉を囁ささやく。

　身じろぎしながらバイロンとの間に距きよ離りを作り、悠は先ほどからずっと考えていたことを口にした。

「いえ……謝らなくていいです。あれは仕事の一いつ環かんで、僕が仕事中に粗そ相そうをしてしまった、ということですから」

　シャワーを浴びて少し気持ちが落ち着き、先ほどの一件をバイロンの立場に立って考える余よ裕ゆうが生まれた。

　バイロンにとって、悠は〝高額の報ほう酬しゆうで雇ったヒロインのモデル〟以外の何ものでもない。

　アシスタントというのは口実だとお互たがいによくわかっている。自分はそれを理解した上で、この仕事を受けたのだ。

　だからバイロンの指示が少々セクハラめいていても──もちろん性的関係を強要されるようなことがあればただちに抗こう議ぎし拒きよ絶ぜつするが──下着も含め、ヒロイン用の衣い裳しようを着用するよう言われたくらいでうろたえるべきではなかったのだ。

「本当にそう思ってる？　怒おこってないのか？」

　いつものバイロンらしからぬ不安げな問いかけに、悠は苦く笑しようした。

「怒るとしたら、自分自身にです。あなたが言ったとおり、高額の報酬にはリスクがつきものだということをわかっていなかった」

「では、今後もヒロインのモデルを続けてくれるか？」

　寝ね返がえりを打って、悠はバイロンのほうへ向き直った。

　シェードランプの柔やわらかな灯あかりが、彫ほりの深いバイロンの顔に印象的な陰いん影えいを作っている。

「この旅が終わるまでは責任持って続けます。あなたの原げん稿こうがはかどるよう、僕もできるだけ努力します」

「……そうか」

　バイロンの表情は読み取れなかったが、落らく胆たんしたような声に聞こえたのは気のせいだろうか。

「ただ、先ほどのようなことがあるとお互いに気まずいと思うので……少し手加減していただけるとありがたいです」

「わかった。手加減というのは、具体的にはどの程度？」

　大きく息を吸い込んでから、悠は率そつ直ちよくに告げることにした。

「僕はああいうことに慣れてませんし、笑われるかもしれませんが、性的な行為に関してはかなり強い倫りん理り観に縛しばられています。なので……触さわるのはなしです。あと、キスも」

「触るなというのは、具体的にはどの部分だ？」

　真ま面じ目めな表情で訊きかれたので、悠も真面目に答えることにした。こういうことははっきりさせておいたほうがいい。

「……胸と性器です。お尻しりもだめです」

「了りよう解かい。一緒に寝るのは構わないよな？」

「ええ、普ふ通つうに一緒に寝るだけなら……」

　言い終わらないうちに、逞しい腕うでが伸のびてきた。シーツの上をにじり寄ってきたバイロンに手を握にぎられ、驚いて悠は目を見開いた。

「ちょ、ちょっと！　触らないでください！」

「手を握っただけだ。これも触るうちに入るのか？」

「入ります！」

「悠。私は安眠のためにきみを抱き枕にしたいのを、きみが嫌だというので我が慢まんしているんだ。抱き枕がない場合、何かを摑つかんでいないと安眠できない」

「ブランケットの端はしでも摑んでてください」

　やや強めにバイロンの手を振ふり払はらい、寝返りを打って背を向ける。

　背後でバイロンがくすくす笑う声が聞こえ……いつのまにか気まずい空気が緩かん和わされていることに気づく。

　恥ずかしさは当分消えそうにないが、少なくとも表面上は、何ごともなかったかのように振る舞まうことができそうだ。

「おやすみ、悠」

「……おやすみなさい」

　目を閉じて、悠は小さく安あん堵どの吐息を漏もらした。










　　　　７




　──航海七日目。初の寄港日は、朝から快晴だった。

　最初の寄港地はカナリア諸島──アフリカ大陸の北西沿岸、大西洋上に点在する七つの島からなるスペイン領の群島だ。

　朝八時にカナリア諸島最大の島テネリフェ島に入港し、夜の九時に出港する。

　火山性の島にはスペイン最さい高こう峰ほうのテイデ山をはじめ豊かな自然があふれており、大航海時代に築かれた都市サン・クリストバル・デ・ラ・ラグーナは世界遺産に登録されている。

　寄港地では、乗客のほとんどが船から下りて観光を楽しむようだ。悠とバイロンも、出発前の打ち合わせで大まかな計画を立てていた。

『オプショナルツアーはパスだ。行き先だけだいたい決めておいて、あとは行き当たりばったりというのはどうかな』

『いいですね。僕も観光地をめまぐるしくまわるツアーより、現地の人が暮らしている日常に興味がありますし』

　すぐに意見が一いつ致ちし、ここテネリフェ島でも、港のあるサンタ・クルス・デ・テネリフェの町をゆったりと散策しようということになっていた。

「久々の地面！」

　タラップを下りて、悠はコンクリートで固められた陸地をスニーカーの底でしっかりと踏ふみしめた。

「ああ、地面に立つのは久しぶりだ」

　バイロンも立ち止まり、陸地の感覚を味わうようにその場で二、三度足あし踏ぶみをする。

「うーん……思ったほど感激がないかも。まるまる五日間船に乗りっぱなしだったから、もっとこう、久々に陸に上がったっていう船員さん気分が味わえると思ったんですけど」

「大航海時代の帆はん船せんならまだしも、大型の豪ごう華か客船だからな」

「全然揺ゆれませんもんね」

「けどまあ、この景色は新しん鮮せんだ。なんせ乗船以来、ずっと見み渡わたす限かぎりの大おお海うな原ばらだったから」

「本当に」

　異国情じよう緒ちよあふれる風景に、悠も目を輝かがやかせた。

「ゆうべも言ったが、船と違ちがって用心が必要だ」

　町の中心部に向かって歩きながら、バイロンがさっそく釘くぎをさしてきた。

「ええ、朝食のときにも聞きました。誰だれかに声をかけられても無視すること、絶対にそばを離はなれないこと」

「そのとおり。しかしなんらかのアクシデントではぐれてしまう場合もある。そこで」

　言いながら、バイロンが大きな手を差し出す。

「なんです？」

「手をつないで歩けば安心だ」

「……冗じよう談だんですよね？」

「きみの安全のためだ」

　手を握られそうになり、慌あわてて悠はあとずさった。ほんの一いつ瞬しゆんバイロンの指先がかすめた感かん触しよくに、かあっと頰ほおが熱くなる。

「こ、子供じゃないんですから」

「からかってるわけじゃなく、本当に心配なんだ。きみは人目を引く容よう貌ぼうだということをもっと自覚したほうがいい」

　バイロンの言葉に、悠は小さく息を吞のんだ。理想のヒロインとして容姿を褒ほめられるのはしょっちゅうのことだが、今のは少しニュアンスが違う気がする。

「……まあ、ここでは日本人なんて珍めずらしいでしょうからね」

「そういう意味で言ってるんじゃないってことはわかっているはずだ」

「探たん偵ていとしては、ヒロインが誰かにナンパされるんじゃないかと心配なんですね」

「探偵とヒロインごっこは船内だけにしておこう。ここでは作家とそのアシスタントだ」

「……どう違うんです？」

「私のイメージする探偵とヒロインは手をつないで歩いたりしない。だから作家の私とアシスタントのきみが手をつないで歩くということだ」

「…………」

　バイロンの提案に、悠は目をぱちくりさせた。

　いったいどういうつもりで、そんなことを言い出したのだろう。

　そして……心臓が早はや鐘がねを打ち始めたのは、いったいどういうわけなのか。

「考えてみたんだが、私たちは恋こい人びと同士ということにしておいたほうがいいと思う」

　ちらりと悠を見下ろし、バイロンが真面目な表情で切り出す。

　思いがけない提案に、悠はしばし言葉を失った。

「……何言ってるんですか。あなたは有名人なんですよ。そういうゴシップはまずいでしょう」

「私は何を言われようと気にしない質たちなんだ」

　まずは冷静になろうと、大きく息を吸い込む。風ふ情ぜいのある石いし畳だたみの小こ径みちにさしかかったというのに、景色を楽しむどころではなかった。

「第一、どうして僕とあなたが恋人同士だと都合がいいんですか」

「きみはリアムにちょっかいを出されずに済むし、私もトリシアに言い寄られずに済む。それに今回の小説の続編で探偵とヒロインは恋人同士になるから、予行演習をしておくのも悪くない」

「だめです。噓うそはいけません。周囲の人を騙だますなんて、絶対に何かしっぺ返しを食くらいます」

「噓じゃなければいいのか？」

　軽い口調で返されて、悠は再び黙だまり込んだ。

　それはどういう意味だろう。噓じゃなければ……つまり、本当につき合うことにすればいいのか、と訊かれているのだろうか。

「……っ！」

　ふいに目の前に転がってきたサッカーボールにつまずきそうになり、現実に連れ戻もどされる。

　道みち端ばたで遊んでいた少年のひとりが、「すみません！」と叫さけびながら駆かけ寄ってきた。なおも転がり続けようとするボールをバイロンが追いかけ、足で止めて拾い上げる。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　バイロンは英語、少年はスペイン語で、笑え顔がおで言葉をかわす。

　少年が走り去ると、バイロンが悠を見下ろした。

「そういえば、ここの公用語はスペイン語だったな。きみに通訳してもらえばよかった」

「今のは通訳するまでもないでしょう。観光地だから英語でも充じゆう分ぶん通じると思いますよ」

「それはまあそうなんだが、きみのスペイン語を聞いてみたいから」

「…………」

　そのセリフは、聞こえないふりをすることにした。

（バイロンは僕をからかって遊んでるだけだ。もしくはヒロインとしての反応を観察したくてつついてみてるだけとか）

　先ほどの恋人のふり云うん々ぬんも、真ま面じ目めに受け取らないほうがよさそうだ。

「この先に広場があるみたいですよ。行ってみましょう」

　案内板を指さし、悠はさりげなく話題を変えることにした。







　サンタ・クルス・デ・テネリフェの散策は、思っていた以上に楽しかった。

　市場を覗のぞき、通りすがりの食堂で家庭的な料理を味わい、公園をそぞろ歩いて大地を踏みしめる感触を堪たん能のうし……。

　創作意欲を刺し激げきされたらしく、バイロンは時折立ち止まり、ぶつぶつ呟つぶやきながら手帳に何やら書き込んでいた。悠のほうを見て探偵とヒロインのセリフらしきものも呟いていたが、バイロンのそういう言動にもすっかり慣れ、気にならなくなってしまったのがある意味怖こわい。

「夕食は、市場の近くで見かけた店はどうかな」

「あのこぢんまりしたビストロ？　いいですね」

「その前に休きゆう憩けいだ。あそこでコーヒーを飲んでいこう」

　港に面したカフェに入り、カウンターで注文を告げる。

　窓まど際ぎわの席について、悠はバッグからペンと絵え葉は書がきを取り出した。

「それ、さっき土産みやげ物ものの店で買ったやつ？」

「そうです。このご時世に、敢あえて絵葉書もいいかなと思って」

「訊きいてもいいか。その……」

「宛あて先さきですか？　メイヤー教授、母、アパートの大家さん……残念ながらロマンティックな要素は皆かい無むです」

　肩かたをすくめて答えると、バイロンが笑顔になった。

「正直で結構。ヒロインだったら、見み栄えを張って恋こい人びと宛あてだと言うところだな」

「あなたに見栄を張っても仕方ないですし」

　苦く笑しようしつつ、絵葉書にペンを走らせる。

「訊いてもいいか」

　しばらく悠の手元に見入っていたバイロンが、先ほどと同じセリフを口にする。

「僕に答えられることでしたら」

　少し慎しん重ちように、言葉を選ぶ。バイロンの表情から、先ほどの恋人のふり云々の話を蒸むし返そうとしている気配が感じられた。

「改めて尋たずねたことはなかったが、今現在つき合っている人はいないと解かい釈しやくしていいのかな」

「…………はい」

　今現在どころか生まれてこの方そのような相手がいたためしはないのだが、訊かれていないことまで口にする必要はないだろう。

「では、私と恋人同士のふりをしても、誰にも迷めい惑わくをかけないということだな」

「ちょっと待ってください。だからといって、恋人のふりをしてもいいということにはなりません」

　慌ててそう言うと、バイロンの表情が不ふ機き嫌げんそうに曇くもった。

「リアムのせいか？」

「ええ？　どうして今リアムの名前が出てくるんです？」

「彼のことを憎にくからず思っているとか」

「何度も申し上げましたが、そういうんじゃありません」

　きっぱり否定して、コーヒーをひとくち飲む。

　しかしバイロンがもの言いたげな目つきでじっとこちらを見つめてくるので、仕方なく悠は打ち明けることにした。

「あなたは誤解しているようですが……本当にそういうんじゃないんです。高校時代から大ファンだった俳優がいて、リアムに初めて会ったとき、その俳優に雰ふん囲い気きが似ていて……それでまあ、傍はたから見たらのぼせ上がっているように見えるんでしょうけれど、本当に好きな俳優に似ているという、ただそれだけなんです」

「リアムの外見が好みというだけで、彼のパーソナリティに惹ひかれているわけではないということか」

「そういうことです。あなただって、好きなタイプとかあるでしょう？」

「なぜ最初からそう言わなかった」

「それは……」

　ゲイだとばれそうで怖かったから、とは言えず、悠は視線を宙にさまよわせた。

「……好きな俳優に似てる人に出会ってはしゃいでるなんて思われたくなかったからでしょうね。真面目な優等生にあるまじきイメージですから」

　冗じよう談だんめかして答えると、バイロンが詰つめていた息をふっと吐はき出した。

「わかった。恋人のふりの件はとりあえず保留にしておこう。ただ、もしリアムに迫せまられて困るようなことがあれば、そのときは遠えん慮りよなく私とつき合っていると言って拒きよ絶ぜつしろ」

「了りよう解かいです」

　ようやく互たがいに納なつ得とくできる着地点に落ち着いたようだ。

　カップに残っていたコーヒーを飲み干し、悠は絵葉書を書く作業に集中することにした。







　市場の近くのビストロで早めの夕食をとり、悠とバイロンは夕刻の町をぶらぶらと散策した。

　露ろ店てんが並んだ道が混雑していたので、裏道を通り抜ぬけようと石畳の路地へ足を踏ふみ入れる。

　住人であろう三人の老人が家の前に椅い子すを並べておしゃべりに興じ、そばで幼い子供たちが遊んでいた。老人たちは目が合うと気さくに挨あい拶さつしてくれて、悠も笑顔で挨拶を返す。

「子供の頃ころ住んでたアパートでも、日が暮れるとこんなふうに近所の人たちが夕ゆう涼すずみに出てきてたんですよ」

「不思議なもんだな。私自身はこういうヨーロッパ的な町並みに馴な染じみがないし夕涼みの経験もないのに、なぜかすごく懐なつかしく感じる」

「そういうの、ありますよね。僕も日本に行ったことがないのに、テレビで日本の田園風景を見たときにすごく懐かしい気分になりました」

　暮れ始めた空が、鮮あざやかな青から深みのある藍あい色いろへと変わろうとしている。一日のうちでほんの一いつ瞬しゆんしか見られないその色に、悠はしみじみと見入った。

　そのとき、穏おだやかな情景に不似合いなエンジン音が割り込んできた。

　一台の小型バイクが、石いし畳だたみの道を無ぶ遠えん慮りよに走り抜けていく。

「──危ない！」

　思わず悠は叫んだ。路地で遊んでいた子供のひとりが、転がったボールを追いかけて道の真ん中に飛び出したのだ。

　子供がバイクとぶつかってしまう。

　次の瞬間、誰だれかが猛もう然ぜんとバイクの前に飛び出した。

　軋きしんだブレーキ音、老人の悲鳴と怒ど号ごう、子供を庇かばって石畳に倒たおれ込んだ大きな体──現実感のない光景が、コマ送りでゆっくりと網もう膜まくに焼きついていく。

「バイロン！」

　気がつくと、悠は夢中で石畳に倒れているバイロンにすがりついていた。　>>>♥

　バイロンの腕うでの中で、五歳くらいの男の子が火がついたように泣き出す。

　老人が子供の名前を叫びながら駆け寄ってくる。バイクに乗っていた青年が、慌あわてふためいた様子で逃にげていくのが目の端に映った。

　ふうっと大きく息を吐いてから、バイロンが子供を抱だきかかえたまま起き上がる。

「怪け我がはないか？」

　バイロンが子供に尋ねるが、子供は泣きじゃくるばかりだ。スペイン語で「大だい丈じよう夫ぶ？　どこか痛いところはない？」と訊きながら、悠は男の子の顔を覗き込んだ。

「ありがとう、ありがとう……お怪我はないですか」

　バイロンに礼を言いながら、老人が男の子を抱き寄せる。

　バイロンが抱きかかえて庇ったので、男の子には掠かすり傷ひとつなかった。代わりにバイロンの両手の甲こうが擦すりむけ、シャツの右みぎ肩かたの部分も破れている。

「たいしたことはありません。彼が無事でよかった」

　バイロンの言葉を翻ほん訳やくし、悠は老人に伝えた。

「血が出ている。手当をしないと」

　しかし老人は、なおも心配そうだ。泣きやんだ子供も、血がにじんだバイロンの手を不安そうに見上げている。

「これくらい平気です。我々は船旅の途と中ちゆうで、船に戻もどって医務室で手当してもらいますから」

　そう言ってから、バイロンは悠に向き直った。

「このかたに伝えて欲しい。私も彼くらいの年ねん齢れいのときに、車にはねられそうになったところを通りすがりの男性に助けてもらったことがあるんだ。礼を言うと、彼はこう言った。『私も昔人に助けられた。いつかきみも誰かを助ける番が来る』とね。ずっと忘れていたけれど、今思い出したよ。あのとき受けた恩を、今日ここでようやく返すことができた」

「…………」

　バイロンの言葉に、悠はしばし言葉を失った。

　胸の奥からじんわりとこみ上げてきた熱が、心を温かく包み込む。

　バイロンの言葉を老人に伝えると、老人も「おお……」と感かん慨がい深げな声を上げた。

「神のご加護がありますように」

「その言葉、何より嬉うれしいですよ」

　悠が老人の言葉を伝えると、バイロンは笑え顔がおで老人の手を握にぎった。

　男の子も、「おじさん、ありがとう」と恥はずかしげに小さな声で告げる。

「出港時間が迫っているので、我々はこれで失礼します」

　ふたりに手を振ふって、悠とバイロンは港へ向かった。

「……さっきはほんとびっくりしました。いきなりバイクの前に飛び出すなんて……」

「考えてる暇ひまがなかったんだ」

「大事に至らなくてよかったですけど、あんまり無茶しないでください」

「ああ、旅先でバイクにはねられて入院なんてことにならなくてよかったよ」

　そう言って笑ってから、バイロンは視線を遠くに向けた。

「けど、あのときの恩を返すことができて本当によかった。運命というのは本当にあるのかもしれないな。私は今日この場所で、あの少年を助ける運命だったんだ」

「旅に出たのも必然だったわけですね」

「そう、この旅は私にとって必然の旅だった。そう考えたほうが、人生が楽しくなると思わないか？」

「そうですね」

　相あい槌づちを打ちながら、星が瞬またたき始めた空を見上げる。

　──運命の旅。そう考えると、バイロンとの絆きずなが何か特別なものに思えてくるから不思議だ。

　会う前の印象は才能あふれるミステリ作家、会ってからは、少々変わり者で強ごう引いんで、大人げないところがある人。

　そして……先ほどの一件で、悠は初めてバイロンのことを本当はすごくいい人なのだと心から感じることができた。

（……まあ、船に戻ったら僕に女装させたり抱だき枕まくら代わりにしようとするおかしな人に戻っちゃうんだけど）

　心の片かた隅すみに芽生えた何やらむずむずするような感情にブレーキをかけようと、軽く頭を左右に振る。

「船に戻ったら医務室に直行しましょう」

　言いながら振り返り、悠はぎょっとした。バイロンの右手の甲の傷から、真っ赤な鮮せん血けつが滴したたり始めていたのだ。

「ちょっと待って。それ、止血しておいたほうがいいです」

　急いでバッグの中を探さぐり、清潔なハンカチを取り出す。

「いや、いい。ハンカチが汚よごれる」

「切り傷を軽く見ちゃだめです。子供の頃、ガラスのコップで手を切った母が、『これくらい平気』と言った数分後にいきなり貧血で倒れて大変だったんですよ」

　言いながら悠は、少々強引にバイロンの手首を摑つかんでハンカチを巻きつけた。

「……いいね。怪我をした探たん偵ていを介かい抱ほうするシーンが思い浮うかんだよ」

「探偵とヒロインごっこはあとにして、左手も見せてください」

「こっちは掠かすり傷だ。舐なめておけば治る。きみがどうしても舐めたいというなら、舐めてくれてもいいが」

　おどけた仕草で左手を差し出されて、悠は目を瞬かせた。

　からかわれているとわかっているのに、自分がバイロンの傷に舌を這はわせている光景が瞼まぶたに浮かんでしまう。

「……ものすごくしみる消毒液を、たっぷりと擦すり込みたい気分です」

「いいね、そのセリフ。書き留めておきたいが、右手が使えない」

「怪我人は怪我人らしく、しばらく黙だまっててください」

　港に着くと、〈ダイヤモンド・エクスプローラー〉がシャンデリアのように輝かがやいていた。

　先ほどバイロンは出航の時間が迫せまっていると言ったが、まだ二時間ほど余よ裕ゆうがある。しかしぎりぎりになるとタラップが混こみ合うので、早めに戻るのが正解だ。

「そうそう、先ほどの一件でもうひとついいことがあった」

　タラップを歩きながら、バイロンが悠を見下ろしてにやりと笑う。

「なんですか？」

「きみのスペイン語を堪たん能のうできた」

「…………」

　なぜバイロンは、わざわざそんなことを言うのだろう。

　しかも意味ありげな目つきで、声に官能的な響ひびきを持たせながら……。

（いやいや、バイロンはいつもどおり、ただからかってるだけだ）

　慌てて悠は、妙みような考えを頭から追いやった。バイロンのことをちょっぴり意識してしまったせいで、少々過か敏びんになっているらしい。

「おや、今度は言い返さないのか？」

「いちいち言い返してたら疲つかれますから」

「ちなみに私はフランス語が話せる。高校と大学の授業で習った程度だが、フランスに寄港したときには今度は私が通訳をしよう」

「ええ、楽しみにしています」

　内心どきどきしつつ、悠は素そっ気なく言った。










　　　　８




　──クルーズ十三日目。〈ダイヤモンド・エクスプローラー〉は順調に航路を進んでいた。

　テネリフェ島への寄港のあと、モロッコのカサブランカ、モナコのモンテカルロ、フランスのコルシカ島に寄港し、イタリアのローマに停てい泊はく。ローマではバイロンがあらかじめ手配してくれた高級ホテルに宿しゆく泊はくし、古代ローマの遺い跡せきをいくつか訪おとずれた。

　ナポリへの寄港を経て明日は終日クルーズで、明後日あさつてにはギリシャの首都アテネに寄港することになっている。

　バルコニーのデッキチェアに掛かけて夜の海を眺ながめながら、悠はこれまで訪れた異国の風景を心に思い描えがいた。

　クルーズに出る前は、半日あるいは一日程度の滞たい在ざいでは気ぜわしくて楽しめないだろうと考えていたのだが、その考えはいい意味で裏切られている。入港し、船を下りて港の周辺を歩くだけでも充じゆう分ぶんに楽しかった。

　ひとくちに港といってもそれぞれに特色があり、食堂やカフェ、市場などから人々の暮らしが見えてくる。もちろん深く知るにはある程度の時間が必要だが……文化の違ちがいに興味を持つきっかけにはなるだろう。

（メイヤー教授が言ってたように、上流階級の人たちの行動様式にも触ふれることができたし）

　ウェブスター姉し妹まいとは、最近も何度かディナーやランチをご一いつ緒しよした。ふたりとも無む邪じや気きでいい人たちなのだが、ときに驚おどろくほど世間知らずな部分がある。

　トリシアの夫オリヴァー・ターナーは、いかにも紳しん士し然としつつ、平気で人を見下したような態度を取ることも知った。

　そして残念なことに、先日スイートフロアの廊ろう下かを歩いていた際、トリシア・ベルが室内の清せい掃そうスタッフを高圧的な口調で怒ど鳴なりつけているのを聞いてしまった。刺とげ々とげしい言葉の端はし々ばしに「私は特別扱あつかいされて当然」という選民意識がにじみ出しており、ひどく苦い気持ちにさせられた。

　ちなみにロシア系のイワノフ夫妻は無ぶ愛あい想そうを通り越こして少々攻こう撃げき的に感じられるほど排はい他た的で、スイートフロアの他ほかの客との交流を頑かたくなに避さけている。メキシコ系のロペス夫妻のほうは夫が船内の女性スタッフを口説いたとかで大おお喧げん嘩かになり、周囲の空気まで凍こおらせるほどの冷戦状態だ。

　上流階級の人たちも庶しよ民みん同様それぞれに問題を抱かかえているようだが、お金がある分だけ傍ぼう若じやく無ぶ人じんというか、周囲への気き遣づかいや遠えん慮りよが欠けているように感じられる。日ひ頃ごろから、自己中心的な振る舞まいが許されているのだろう。

（その点、バイロンって一見浮うき世よ離ばなれしているように見えるけど案外常識的というか、世間知らずではないし、他人に威い張ばり散らしたりとかもないんだよな）

　一緒に過ごしてみてわかったのだが、彼は自分を上流階級に属する人間とは考えておらず、あくまでも傍ぼう観かん者ととらえている。

　悠もこの旅を、豪ごう華か客船という日ひ頃ごろ縁えんのない場所を楽しむと同時に、豪華客船で優ゆう雅がに旅することができる階級の人々を見学する場だと思っているので、バイロンの考え方に近い立場かもしれない。

（まあ……相変わらず僕に女装させるし、やっぱり変な人だけど）

　水色のワンピース、白いネグリジェに続いて、寄港地で買った花はな柄がらのサンドレスも着る羽目になった。

　それはまあいい。いや、よくはないのだが、客室内限定だし、仕事だと思えば我が慢まんもできる。

　驚いたのは、貸し切りプールの予約を入れようとしたときのことだ。

『きみがこれを着るというのなら、行ってもいい』

　そう言ってバイロンがショッピングバッグから取り出したのは、鮮あざやかなブルーのビキニだった。

　百歩譲ゆずって、男性用のビキニなら検討の余地がある。しかしバイロンが掲かかげたのは、胸を覆おおう三角形の布地がふたつ並んだ、女性用のビキニだった。

『嫌いやです！　貸し切りといっても、他のお客さんからも見えるんですよ!?』

『だからこそだ。きみの裸はだかを大勢の目にさらすのは気が進まない』

『だからって、女物のビキニは無理があります！』

『大だい丈じよう夫ぶ。このパレオという布を腰こしに巻けば股こ間かんの膨ふくらみが目立たない』

『絶対に嫌です！』

　結局プールは諦あきらめざるをえなかった。雇やとい主が、この水着を着なければプールに行かせないと言い張るのだから仕方がない。

（うーん……バイロンも結構わがままで強ごう引いんだよな……。いや、本当に自己中な人なら、無理やりでもビキニを着させて僕をさらし者にするかな）

　悠が嫌だといったら、しぶしぶではあるが、一応引き下がってくれる。最初の頃ころは女装を提案されただけでなんという人でなしだろうと思っていたが、悠の意見を聞いて諦めてくれるだけまだましということか。

（あれ以来……添そい寝ね以上のこともしてこないし）

　恥はずかしい記き憶おくがまざまざとよみがえり、シャツの下でつんと乳ち首くびが尖とがるのがわかった。

　毎晩たいてい悠が先に就しゆう寝しんし、零れい時じ過ぎに仕事を終えたバイロンがベッドに潜もぐり込んでくる。

　バイロンがそばに横たわるたび……そして夜半に目覚め、彼が間近にいることを意識するたび、悠はびくびくしてしまう。

　またあんなふうに触さわられたらどうしよう。あるいは、やはり抱だき枕まくらがないと眠ねむれないと言って、バイロンが抱きついてきたら？

　考えただけで肌はだが粟あわ立だち、体の芯しんがじんと熱くなる。布地越ごしに大きな手ですっぽりと包まれたときの感かん触しよくがよみがえり、ズボンの下でペニスがきゅんと疼うずくのがわかった。

（な、なんか触られるの期待してるみたいだ）

　慌あわてて妙な感覚を振ふり払はらおうとするが、頰ほおの火ほ照てりが収まらない。

　このところ──多分テネリフェ島でバイロンのことを見直したあたりから──どうも調子がおかしい。

　まるでバイロンに惹ひかれ、彼に触れられたがっているような……。

「……っ」

　バイロンの姿を思い描いたとたん、今日の午後、一緒にテニスをしたときの光景が瞼まぶたに浮うかび上がる。

　ラケットを握にぎる大きな手と逞たくましい腕うで、ぴったりしたシャツに包まれた厚い胸むな板いた、躍やく動どうする肉体は雄お々おしい生命力に満ちていた。そして彼が動くたび、ハーフパンツの中央で、どっしりとした質感を湛たたえた膨らみが思わせぶりに形を浮かび上がらせ……。

（……いったい僕はどこを見ていたんだ）

　異性愛者の男性が女性の胸に視線を吸い寄せられるように、同性愛者の自分が男性の男性らしい象しよう徴ちように目を奪うばわれるのはごく自然なことだ。

　そう言い聞かせるが、バイロンの股間の盛り上がりが気になって気もそぞろだった自分が恥ずかしくてたまらない。

「悠」

　リビングからバイロンが呼ぶ声に、悠ははっとした。

　慌ててデッキチェアに掛け直し、居住まいを正す。

「ここにいたのか」

「ええ……ちょっと酔よい覚ましに」

「酔い覚まし？　今夜は飲んでないだろう」

「そうでしたっけ？　じゃあ赤ワインの煮に込こみが効いたのかも」

　不自然な言い訳だったが、バイロンは軽く肩かたをすくめただけでそれ以上は追つい及きゆうしなかった。

「酔いが覚めたら、ちょっと協力してほしいんだが」

「はい、なんでしょう」

　敢あえてしゃきっと勢いよく立ち上がり、きびきびと歩く。

「例によって、書いているシーンのイメージがつかめなくて執しつ筆ぴつが進まない」

「どういうシーンですか？」

　ミニキッチンの冷蔵庫を開け、ミネラルウォーターをグラスに注ぎながら尋たずねる。

「探たん偵ていとヒロインは犯人の目星をつけているんだが、証しよう拠こがない。その人物を探さぐるため、ふたりで船内の舞ぶ踏とう会に出席するシーンだ」

　舞踏会と聞いて、嫌な予感がこみ上げる。グラスの水をあおり、悠はバイロンに向き直った。

「つまり……潜せん入にゆう捜そう査さですね」

「そう。ふたりでダンスをしながら、容疑者の言動を観察する。それだけではなく、ヒロインの揺ゆれる心情が探偵に傾かたむく大事な場面だ」

「……最初に断っておきますが、僕は舞踏会で踊おどるような正式なダンスは経験ありません」

「構わない。私はナイトクラブで踊るような今風のダンスは苦手だが、ワルツには結構自信がある」

「では、この場面は探偵がヒロインをリードするという感じでいきます？」

「イメージとしては逆だが、それも悪くないな。ダンスが下手なヒロインを手取り足取り指導するというシチュエーションには何かこう、かき立てられるものがある」

「なんですか、それ」

　苦く笑しようしてみせるが、内心悠はかなり動どう揺ようしていた。手取り足取り指導する……という言葉にエロティックな響ひびきを感じてしまうのは、先ほど淫みだらなことを考えていたせいだろうか。

「おいで。舞踏会用のドレスも用意してある」

　バイロンが、手招きをしながら寝しん室しつに向かう。

「用意って……あの花柄のサンドレスでいいんじゃないですか」

「あれは麦むぎわら帽ぼう子しをかぶって砂すな浜はまを歩くときのカジュアルなドレスだ」

　言いながらバイロンがクローゼットから取り出したのは、淡あわいピンク色のロングドレスだった。上半身はキャミソール型になっており、肩と背中が露ろ出しゆつするのはもちろんのこと、スパンコールで飾かざられた胸むな元もとにも深い切り込みが入っている。女性ならば、胸の谷間を強調することができるデザインだ。

「これ……見覚えがあります」

　ローマのブティックで、ウィンドウに飾られていた品だ。悠もその場にいたので間ま違ちがいない。

　目にしたとたん『ヒロインのドレスだ！』と叫さけんだバイロンに、『これは無理です。絶対着ません』としっかり釘くぎを刺さしておいたはずだが……。

「やはり諦められなくて、店に電話してホテルに届けてもらった」

「全然気づきませんでした」

「きみがシャワーを浴びている間に、ロビーで受け渡わたしをしたからね」

「そこまでして無む駄だ遣づかいをする人の気が知れません。あのときも言いましたが、このデザインはほんと無理です」

「何が無理なんだ」

「こういう胸の谷間を見せるデザインは、ぺったんこの胸じゃ意味がないです」

　それに、体の線が出るようぴったりとフィットするタイプのスカートも危険だ。フレアスカートならまだしも、これでは股間の膨らみが目立ってしまう。

「ぺったんこの胸にこういうドレスを着るからいいんじゃないか」

「なんですかそれ。意味わかりません。ヒロインは貧乳な設定なんですか？」

「きみの胸がヒロインの胸だ。だからこれでいい」

「もう……ほんとわけわかんないんですけど」

　ため息をつきながら、悠はドレスを受け取った。いくらごねても着る羽目になるのはわかりきったことだし、これ以上バイロンの意味不明な主張を聞くのも疲つかれる。

　けれど、バイロンが平らな胸を評価してくれているらしいことがわかって、じんわりと心が熱くなる。

　当初、女性らしく見せるために女装の際は胸にパッドや詰つめ物をするよう言われるかと思っていたのだが、バイロンは一度も女性らしい乳ち房ぶさを望まなかった。

　女装は我が慢まんできても、この体を否定されるのはつらい。顔立ちは中性的だと言われることが多いが、体はどう頑がん張ばっても男性のものでしかないし、女性になりたいと思っているわけでもないのだ。

「下着はこれを」

　バイロンが差し出した白いショーツに、悠は眉まゆ根ねを寄せた。

「……ちょっと待ってください。これは先日着用をお断りしたＴバックですよね？」

「こういうドレスのときはＴバックを穿はくのがマナーだ。普ふ通つうの下着では線が出てしまう」

「他ほかに見てる人いないですし、マナーもへったくれも……」

「悠、前にも言っただろう。服装や下着によって、ヒロインの心情も大きく左右される。慣れないＴバックに戸と惑まどう感情も、このシーンには重要なポイントなんだ」

「…………」

　鳶とび色いろの瞳ひとみを見上げ、悠は言いかけた言葉を飲み込んだ。

　反論は無む駄だだ。

　しかしこんなエロティックなショーツを穿いて、平静でいられる自信もない。おまけにドレスは乳首が見えそうなほどきわどいデザインで、多分股こ間かんも目立ってしまう。

　まずいことになるのが目に見えているのに、どうして自分はバイロンの申し出を拒きよ否ひすることができないのだろう……。

（僕は……淫らな展開を期待しているんだろうか）

　自分をじっと見下ろしている双そう眸ぼうも、いつもより熱を帯びて輝かがやいているような気がする。

「さあ、着き替がえてきなさい」

　軽く肩に触ふれられ、悠の中で何かのスイッチが入った。

　その何かに操あやつられるように、ふらふらとバスルームへ向かう。

（もう知らない、なるようになれ……っ）

　震ふるえる手で、悠はシャツのボタンを外していった──。







　バスルームから出ると、腕を組んだバイロンにしばし無言で見つめられた。

　がっかりしているのかと不安になったが、瞳の中に燃え盛る炎ほのおを感じてほっとする。

　燃え盛る炎といっても、欲情ではなく創作意欲やアイディアの閃ひらめきといった類たぐいだろうが……。

「思っていたとおりだ。本当に、とてもよく似合っている」

「ありがとうございます」

　互たがいに、少し硬かたい口調で言葉をかわす。

　バイロンがノートパソコンを操作し、スピーカーから華はなやかなワルツが流れ始めた。

「踊っていただけますか？」

　探偵のセリフらしきものを口にして、バイロンが右手を差し出す。

　おずおずと、悠はその大きな手に自分の左手を載のせた。

「……っ！」

　腰こしに手をまわされ、びくりとする。隠かくしようもないほどの反応に、バイロンが耳元で囁ささやいた。

「緊きん張ちようしてるのか？」

「……それは……ええと、ワルツなんて初めてですし」

「音楽に合わせて適当に動くだけでいい。大事なのは、ヒロインと探偵が距きよ離りを縮めることだ。心情的にも、肉体的にも」

「わかりました。では適当に」

　しばし、軽快なワルツのリズムに身を委ゆだねる。

　バイロンとワルツを踊る、と考えると緊張してしまうので、悠は敢えてスポーツ的にとらえることにした。ダンスだと思わず、技術を磨みがく場だと考えれば変に意識せずに済む。

「初心者にしては上出来だ」

「もうちょっと練習したら、いい線いけそうですよね」

　本人の自己申しん告こくどおり、バイロンはナイトクラブでのダンスよりはいくらかましな動きだった。しかし上手とは言い難がたく、こつが摑つかめてきた悠はすぐにバイロンのレベルに追いつくことができた。

「これなら船内の舞ぶ踏とう会に参戦できそうだな」

「勘かん弁べんしてください。人前で女装はしません」

「ふたりともタキシードで出ればいい」

「船内のゴシップネタにされるのは嫌いやです」

　軽い調子で言葉をかわしつつ、バイロンのリードでくるくるとターンする。

「うわっ」

　ターンした拍ひよう子しに絨じゆう毯たんの毛足にヒールを取られ、悠はよろめいた。いちばん低いヒールの靴くつにしたのだが、やはり履はき慣れないパンプスでのダンスは無理があったようだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　言いながら、バイロンが腰を支えてくれる。

　そのとたんに下半身に走った電流に、思わず悠は声を上げた。バイロンが、まるで愛あい撫ぶのような仕草で腰から尻しりのほうへ手を動かしたのだ。

「触さわらないでください！」

　鋭するどく叫び、不ふ埒らちな手を振ふり払はらう。

「触るなと言われても、これはダンスだ」

「いいえ、今お尻を触ろうとしました！」

「当然だ。男というものは、ダンスを口実に体に触れようとするものだろう。探たん偵ていもしかり」

「そんな屁へ理り屈くつ……ちょっと！」

　更さらに強く抱だき寄せられ、悠はもがいた。

　バイロンは上着を脱ぬいでシャツとネクタイだけという格好だ。頰ほおに逞たくましい胸むな板いたが押しつけられて、バイロンの体温が生々しく伝わってくる。

「これじゃ踊おどれません！　ワルツってこんなに密着しませんよね!?」

「ワルツはどうでもいい。このシーンは、探偵とヒロインが互いの体に潜ひそむ情熱に気づくシーンだ」

　耳元で熱っぽく囁かれ、悠は目を白黒させた。

「ええっ？　ちょ、ちょっと待ってくださ……っ」

　ワルツどころか、これはもはやダンスとは言えない体勢だ。まるで映画のラブシーンのように抱き締しめられて、息ができない。

「ほんとにもう、ふざけないでください！」

　悠の抗こう議ぎに対する返事はなかった。

　その代わり、何を血迷ったのか、バイロンは悠の耳にかじりついてきた。

「やっ！　な、何を……っ！」

　耳を甘あま咬がみされて、悠は渾こん身しんの力で暴れた。

　しかし悠が暴れれば暴れるほど、拘こう束そくする力が強くなる。

「……やはりもっとガードの堅かたいドレスにするべきだったな。そんなふうにちらちら乳ち首くびが見えるようなドレスでは、男を誘さそっているようにしか見えない」

　低い声で囁かれ、悠は目を見開いた。

　鏡でチェックしたときは乳首は見えていなかったし、スパンコールのおかげで突とつ起きも目立たなかったはずだ。

　しかし自分の胸を見下ろし、上からだとしっかり見えてしまうことに気づいて頰が熱くなる。

　バイロンの言うとおり、ちらちらと覗のぞく乳首はひどく淫みだらな印象で……。

「ひあ……っ」

　抱き締められたまま背後のベッドに押し倒たおされて、悠は悲鳴を上げた。

　びりっと縫ぬい目が裂さける音がして、ベッドカバーの上にスパンコールが飛び散る。覆おおい被かぶさってきたバイロンが、猛もう然ぜんとドレスの胸元を摑んで引きずり下ろしたのだ。

「おっ、落ち着いてください！」

「すまない、無理だ！」

「無理でもだめです！　あ、ああ……っ！」

　平らな胸を撫なでまわされて、悠はびくびくと身み悶もだえた。　>>>♥

　右の乳首が大きな手で覆われ、左の乳首が熱い唇くちびるで覆われる。全身を衝しよう撃げきが貫つらぬき、体の奥底からこみ上げた熱が脚あしの間に集まっていく。

　ドレスの下で、ペニスが兆きざし始めていた。

　そして……密着しているバイロンの体の中心も、硬く盛り上がっている。

「い、いや……っ」

　急にバイロンが怖こわくなり、悠はもがいた。絞しぼり出した声が自分でも驚おどろくほど弱々しく、怯おびえているのが丸わかりだ。

　密ひそかにバイロンに触れられたいと思っていた。しかし思い描えがいていたのは、こんなふうにあからさまにセックスに結びつく行こう為いではない。スキンシップの延長のような……ちょっとした弾はずみのような、穏おだやかで優やさしい愛撫だ。

「すまない。きみが嫌がることはしないと約束する」

　苦しげに囁きながらも、バイロンは愛撫の手を止めなかった。つんと尖とがった乳首を指先で弄もてあそび、首筋に顔をうずめるようにして舌を這はわせてくる。

「やめて……っ」

「もう少しだけ」

「あ、あ……っ」

　腰を前後に動かして、バイロンが硬い高ぶりを押しつけてくる。バイロンの牡おすの象しよう徴ちようは、ズボンを突つき破らんばかりに猛たけ々だけしく滾たぎっていた。

　怖いのに、やめて欲しいのに、その熱に煽あおられて悠のペニスもどんどん高ぶっていく。

　ぴったりしたショーツの中で先走りの液があふれるのを感じ、悠は恥はじを忍しのんで訴うつたえた。

「だめ……っ、ドレス、汚よごれる……っ」

「汚して構わない」

　淡あわいピンクのドレスの中央、隠しようのないほど布地が持ち上がっている部分に、バイロンがグレーのズボンを突き上げている高ぶりを重ねてきた。

　布地を通して互たがいの勃ぼつ起きが擦こすれ合う感かん触しよくに、あっというまに全身が官能に支配されてしまう。

「あ、あ、あああ……っ」

　──しばらく意識が飛び、我に返ると射精を終えていた。

　ショーツはもちろんのこと、ドレスも濡ぬらしてしまったかもしれない。

「……もう少しだけ、つき合ってくれないか」

　言いながらベッドの上に体を起こしたバイロンを、悠は焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで見上げた。

　バイロンが乱暴な手つきでネクタイを毟むしり取り、シャツを脱いで床ゆかに投げ捨てる。

　まるで夢の中を漂ただよっているかのような、現実感のない光景だ。露あらわになった逞しい上半身に、悠はぼんやりと見入った。

　仕立てのいいズボンの前が、窮きゆう屈くつそうに張り詰つめている。バイロンのそこは普ふ段だんからどっしりとした質感を湛たたえているが、勃起した状態のものを目まの当たりにしたのは初めてだ。

　ズボンに隠された、バイロンの牡の象徴を見てみたい。

　淫らな願望がこみ上げてきて、羞しゆう恥ちと期待に悠は目を潤うるませた。

　悠に見せつけるように、大きな手がベルトを外し、ゆっくりとズボンのファスナーを下ろしていく。

（あ……）

　ローライズのボクサーブリーフの上部から、性器が既すでに半分ほどはみ出していた。

　バイロンが下着をずり下ろすと、ぶるんと勢いよく揺ゆれて全ぜん貌ぼうが露わになる。

　大きく笠かさを広げた亀き頭とう、血管の浮ういた長く太い茎くき、たっぷりとした質感の陰いん囊のう……成熟した牡の性器の卑ひ猥わいな造形に、悠はくらくらと目め眩まいを覚えた。

　見たいと願っていたはずなのに、あまりの刺し激げきの強さに思わず目をそらす。

「……痛いことはしない」

　掠かすれた声で言って、バイロンが再び覆い被さってくる。

　ドレスの裾すそをたくし上げられ、悠はびくりと体を震ふるわせた。

　大きな手が、太ふと腿ももを愛撫しながらじりじりと這い上がってくる。

　このままでは下着を脱がされてしまう。恥はずかしいし怖いのに、なぜか抵てい抗こうすることができなかった。

　バイロンの手が繊せん細さいなレースに縁ふち取どられたショーツにたどり着き、そっと引きずり下ろしていく。白はく濁だくに濡れたペニスは、再び頭をもたげ始めていた。

「あ、あん……っ」

　直じかに性器を重ねられ、悠は甘い喘あえぎを漏もらした。　>>>♥

　体格と性器は比例しないというが、バイロンと悠の場合、見事に比例していた。バイロンのものは巨きよ根こんと呼ぶにふさわしいサイズで、悠のものは小ぶりで形も初うい々ういしい。つややかなピンク色のペニスは、赤黒く怒ど張ちようした大人の牡に攻せめ立てられてあっというまに高ぶっていった。

「……も、もう出る……っ」

　先走りが漏れるのを感じて、悠はもじもじと膝ひざを摺すり合わせた。

　バイロンが興奮したように唸うなり、悠の両足を抱かかえてよりいっそう性器を密着させる。

「出していいぞ」

「ああ……っ、出る、出ちゃう……っ」

　二度目の射精は唐とう突とつに訪おとずれた。バイロンのごりごりした裏筋に擦こすられながら、失禁したように精液を漏らしてしまう。

「いや、見ないで……っ」

　鳶とび色いろの瞳に見下ろされていることに気づき、悠は真っ赤になった。射精しているところを見られるなんて、恥ずかしすぎる。

「見ずにいられるか」

　息を荒あらげて、バイロンが腰こしの動きを加速させる。

「だめ、動かないで……っ」

　しかしバイロンの動きは止まらなかった。

　悠も再び官能の波に吞のまれ、息も絶え絶えに喘ぐ。

　やがてバイロンが低く呻うめき、熱い精液を勢いよくほとばしらせる。

「あああ……っ！」

　敏びん感かんなペニスに濃のう厚こうな白濁をたっぷりとかけられて、悠は背中を弓なりに反らせた──。
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「やあ、悠」

　船内の図書室でリアムに声をかけられ、悠は目をぱちぱちと瞬またたかせた。

「あれ？　しばらく会わないうちに俺のこと忘れちゃった？」

　言いながら、リアムが隣となりの椅い子すを引いて腰こし掛かける。

「いえ……本当にしばらくぶりだと思って」

　読んでいた資料のページに栞しおりを挟はさみながら、悠は笑えみを浮かべてみせた。

「カサブランカでひどい風か邪ぜを引いちまって、治りかけたらまたぶり返してって感じでほぼ寝ねたきり。せっかくのローマ停てい泊はくも、結局船内で安静にしてたんだ」

「どうりで顔を見ないなと思ってました。もう大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ああ、風邪はね。問題はこっち」

　リアムが顔をしかめ、自分の胸を指さす。

「えっ、心臓？」

「違ちがう違う、ハートだよ。心のこと」

　心の問題と聞いて、悠は表情を曇くもらせた。明るく屈くつ託たくがないように見えるリアムだが、何か悩なやみごとを抱えているのだろうか。

　ちらりと周囲を見まわし、近くの席に誰だれもいないのを確かく認にんしてからリアムが口を開く。

「別に深刻な話じゃないんだけどね。この豪ごう華か客船に飽あき飽きしてるってところかな。最初は退たい屈くつして、次し第だいに嫌いや気けがさしてきた感じ？」

「……そうなんですか？」

「ああ。店も施し設せつも充じゆう実じつしてるし、毎日のようにイベントやショーをやっている。けど、どれも年寄り向きだろう？　最初は面おも白しろいんだけど、だんだん鼻についてきちゃって」

「うーん……まあ、確かに年配のお客さんが多いですからね」

　言葉を選びながら、悠は相あい槌づちを打った。

　リアムの言い分もわからなくはない。けれどアイスショーは何度見ても楽しいし、テニスやボウリング、先日初挑ちよう戦せんしたボルダリングなどなど、悠はそれなりに楽しんでいた。どんな状じよう況きようでも、何かしら楽しみを見み出いだすことができるのが自分の長所だと思っている。

「寄港地はどうです？　知らない国を訪れるわくわく感がありませんか？」

「たった一日やそこらじゃね。オプショナルツアーも、なんかありきたりでつまらなかったし」

　リアムが、大おお袈げ裟さな仕草で肩かたをすくめてみせる。

　その言葉に、悠は内心がっかりしてしまった。

　何にでもけちをつける人は、どこにでもいるものだ。こういうタイプの人は何を言っても否定するし、一いつ緒しよに何かをするにしても、文句ばかりで楽しもうとしない。

「……どうしても耐たえられないようなら、途と中ちゆうでリタイアするという手もありますよ」

　控ひかえめに、悠は提案した。

　面白くないなら、愚ぐ痴ちを言っていないでさっさと船旅をキャンセルすればいい。どこかの寄港地で下船して、飛行機に乗って帰国すればいい話だ。

「それも考えたんだけど、スタッフに聞いたらキャンセル分の払はらい戻もどしはできないって言われてさ。せっかく大金払ったんだから、一応最後までつき合おうかなと」

　曖あい昧まいな笑みを浮かべて、悠は視線をそらした。

　こういう愚痴を聞かされていると、こちらまで嫌いやな気分になってしまう。

　リアムは憧あこがれの俳優によく似た理想のタイプの青年だったが、初めて会ったときのときめきは欠片かけらも残っていなかった。

「悠は俺と同じく富ふ裕ゆう層に属してない側だから言っちゃうけど、俺がいちばん辟へき易えきしてるのはスイートフロアのお客さまたちだよ」

「……え？」

　聞き返すと、リアムがにやりと笑って椅子を近づけてきた。

「ウェブスター姉し妹まいは、まあましなほうだね。けど、あのふたりも結局のところ世間知らずのお嬢じようさまだ。無む垢くと背中合わせの無知にはときどきいらいらさせられる」

「リアム……」

　陰かげ口ぐちを聞きたくなくて遮さえぎろうとするが、リアムのマシンガントークは止まらなかった。

「トリシアは高こう慢まんちきな雌めす猫ねこだ。バイロンに粉をかけたけど相手にされず、なんと今度は俺に言い寄ってきたんだぜ。面白いからちょっと気のあるふりをしてからかってやったけど、男はみんな自分の魅み力りよくにひれ伏ふすと信じてる。バイロンにふられたのがよほど悔くやしかったらしくて、あいつはゲイだと吐はき捨ててたよ」

「…………」

　憎にく々にくしげにくり出される雑言に、悠は言葉を失ってしまった。

「オリヴァー・ターナーは典型的な白人至上主義者、ロペス夫妻の旦だん那なのほうは病的な女好きで、奥方は癇かん癪しやく持もちだ。イワノフ夫妻のあの警けい戒かい心しんの強さは、何か隠かくしているとしか思えないね。アメリカに来て二十年かそこらでひと財産を築いたってことは、多分ロシアンマフィアなんだろうな」

「ストップ」

　ようやく悠は、両手を挙げてリアムの話を遮った。

「何？　バイロンの悪口は聞きたくない？」

「いえ、そうではなく……」

「ちなみにバイロンもいけ好かない野や郎ろうだ。俺に敵意剝むき出しで、もう少し上う手まく隠しておけよって思うね。まあ、きみみたいな可愛かわいいアシスタントがそばにいたら、悪い虫がつかないように必死になる気持ちもわからなくはないけど」

「……バイロンは裏表のない性格なので」

　リアムの裏の部分をたっぷり見せられて、悠はそう言わずにいられなかった。

　実際、バイロンは裏表のない人間だ。高級ホテルのレストランだろうが静まり返った図書室だろうが、突とつ然ぜん小説の登場人物になりきってぶつぶつ呟つぶやく癖くせはいただけないが……周囲の人間の顔色を窺うかがって態度を変えるような真ま似ねはいっさいしない。

　ふいにリアムが、口元に意味ありげな笑みを浮うかべた。

「ははあ……しばらく見ない間にますます綺き麗れいになったと思ったら、そういうことか」

「……なんです？」

「首のここ、キスマークがついてる」

「……!?」

　リアムの指し摘てきに、悠ははっとした。Ｔシャツの上に羽織っていたシャツのボタンを、急いで上まで留める。

　そういえば、ゆうべあのエロティックな行こう為いが終わったあと、バイロンが首筋やうなじに口づけをくり返していたような気がする。気持ちよくてぼうっとしていたので、痕あとをつけられたことに気づかなかった。

「乗船したときは、まだできてなかっただろ。本当に作家とアシスタントという関係だった」

「今もそうです」

「隠さなくていいよ。誰にも言わないから」

「ほんとに、違うんです」

　必死で否定するが、首にキスマークがついていたのでは説得力がない。

　否定するのは諦あきらめて、悠はこの場を立ち去ることにした。ノートパソコンの電源を切り、資料の本をまとめて揃そろえる。

「悠」

　悠が席を立つと同時に、図書室の扉とびらが開いてバイロンが顔を覗のぞかせた。

　リアムの姿に一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せ……しかし感心したことに、次の瞬間には穏おだやかな笑みに変えてみせた。

「リアムも一緒だったのか。ちょうどよかった。先ほど船長から連れん絡らくがあって、スイートフロアの乗客は全員ラウンジに集まって欲しいと言われたんだ」

「ラウンジに？　サプライズパーティか何か？」

　リアムも面めん倒どうくさそうに立ち上がり、バイロンと悠の顔を交こう互ごに見やる。

「さあ、私も知らないんだ」

「なんでしょうね。またスイートフロアのメンバーで食事会をしたいという話でしょうか」

「だとしたら俺はパスだ」

　口々に言いながら、図書室をあとにする。

　スイートフロアのラウンジには、悠たち以外のメンバーが既すでに揃っていた。悠たち同様なぜ呼ばれたのかわからないらしく、困こん惑わくしたような、あるいは迷めい惑わくそうな表情で黙だまり込んでいる。

　彼らと軽く挨あい拶さつをかわして、悠はバイロンとともに空いた席に着いた。リアムはまっすぐカウンターへ向かい、カップにコーヒーを注いでいる。

「皆みなさま、お集まりですね」

　慌あわただしい足取りでラウンジに入ってきた船長が、一同を見まわす。

　船長だけではなく、マネージャーも一緒だった。船長の緊きん張ちようした面おも持もちから、どうやらあまりいい知らせではなさそうなことが窺える。

「急にお呼び立てして申し訳ありません。皆さまには快適な旅を楽しんでいただいていることと思いますが……残念なことに、少々問題が発生いたしました」

　船長の言葉に、ラウンジの面々がざわめいた。

「まあ、問題ってなんですの？」

　アイリスが問いかけ、一同が船長を見守る。船長がソファに座っているターナー夫妻のほうへちらりと視線を向けて、あまり気の進まない様子で口を開いた。

「今朝、ターナー夫妻からご連絡をいただいたのです。夫人が所有するサファイアの指輪が紛ふん失しつしたと」

　再びざわめきが起こり、悠もバイロンと顔を見合わせた。カウンターに寄りかかってコーヒーを飲んでいたリアムも、驚おどろいたように目を丸くしている。

　そんな中、当事者のトリシアだけは冷静だった。冷静というよりも、鋭するどい目つきで皆の反応を観察しているといったほうがいいかもしれない。

　トリシアの表情から、悠はどうやら単なる紛失ではなさそうだと気づいた。

　彼女は疑っているのだ……誰だれかが指輪を盗ぬすんだのではないかと。

「夫人によると、指輪は客室内の金庫に入れて厳重に管理していたとのことです。今朝金庫を開けて、指輪がなくなっていることに気づいたそうで……」

「まあ、どこかに落としたんじゃなくって？」

　リリーが無む邪じや気きに口を挟はさむ。するとそれまで黙って成り行きを見守っていたトリシアが、少々わざとらしい笑えみを作って立ち上がった。

「いいえ、ローマで宿しゆく泊はくしたホテルで、ディナーのときにつけたの。船に戻って金庫に戻したのは間ま違ちがいないわ。それ以来、一度も金庫から出してません」

「つまり、盗まれたとおっしゃりたいのかしら」

　アイリスの質問に、トリシアはイエスともノーとも言わなかった。かわりに腕うでを組み、顎あごをそらすようにしてラウンジの面々を見まわす。

「どうやら我々を疑っているらしいな」

　ロペス氏が、不ふ愉ゆ快かいそうに呟く。

「俺たちをラウンジに集めてもったいつけて切り出したってことは、そういうことなんでしょうね」

　肩かたをすくめ、リアムも皆に聞こえるように同意した。

「馬ば鹿か馬鹿しい。我々を疑う前にスタッフを疑うべきじゃないのかね。私なら、清せい掃そうやルームサービスで部屋に出入りしているスタッフが怪あやしいと考えるが」

　イワノフ氏が、苛いら立だちを隠せない様子でまくし立てる。

「もちろん、真っ先にスタッフに問いただしました。私とマネージャーでスタッフの部屋も捜そう索さく済みです。スタッフは誰ひとり拒きよ否ひすることなく、快く部屋を見せてくれました」

「他ほかの乗客は？　なぜ私たちだけ疑われるんです？」

　ロペス夫人が、甲かん高だかい声で抗こう議ぎする。

「皆さんご存じのように、スイートフロアの廊ろう下かは扉で仕切られており、カードキーをかざさなくては開きません。防犯カメラも設置してあり、念のためにここ一週間のすべての記録をチェックしましたが、宿泊中のお客さま……つまり今ここにいらっしゃる皆さまと、スイートフロア専任スタッフ以外の出入りはありませんでした」

「では、犯人はこの中にいるわけだ」

　それまで黙っていたバイロンが、唇くちびるに指を当てて呟く。

　ラウンジに重苦しい空気が立ちこめる。ゆっくりと前に進み出たトリシアが、船長の隣となりに立って両手を組んだ。

「私どもは、皆さんの中に事情をご存じのかたがいらっしゃると考えています。夫ともよく話し合ったのですが、あまりことを荒あら立だてたくはありません。警察が介かい入にゆうするようなことになれば、お互たがいいろいろ面倒ですし。そこで、皆さんにお願いです。もしも指輪をお持ちのかたがいらっしゃったら、お返しいただけないでしょうか。お返しいただけるのであれば、経けい緯いは問いません。私はただ、大事な思い出の指輪を取り戻もどしたいだけなんです」

「大事な思い出というのは？」

　話を遮さえぎるように割り込んできたリアムに、トリシアが一いつ瞬しゆんむっとした表情を見せる。しかし気を取り直したようにリアムに微笑ほほえみかけた。

「夫からの初めての贈おくり物です。一八〇〇年代のアンティークで、イギリスの伯はく爵しやく家に伝わるものでした。評価額は三万ドル前後でそれほど高い品ではないのですが、とても大事なものなんです。夫が、この青い瞳ひとみによく似合うと言ってくれて……」

「まあ、それは素す敵てきなエピソードね」

　ウェブスター姉し妹まいが感激したように声を上げるが、他の面々はしらけた表情で黙り込んでいる。悠も、船内で起きた思いがけない盗とう難なん事件への驚きと不快感で気分が沈しずみ、口を開くのも億おつ劫くうだった。

「もし返へん却きやくがなかった場合はどうするおつもりですか？」

　バイロンが、淡たん々たんと質問する。船長が咳せき払ばらいをして、その質問に答えた。

「明日あしたの正午までに返却がなかった場合は、我々としても動かざるをえません。皆さまの客室を見せていただければと……」

　船長の言葉は、どうにも歯切れが悪かった。世界有数の豪ごう華か客船で、世界的に有名な女優の指輪が盗まれたことが公おおやけになれば、マスコミに騒さわぎ立てられるのは目に見えている。船長には捜そう査さ権も逮たい捕ほ権もあるが、できれば内々に、そして穏おん便びんに済ませたいというのが本音だろう。

「なるほど。けどもし私が犯人なら、明日の正午までに自分の部屋以外のどこかに隠かくしますけどね」

　バイロンが言うと、リアムも声を立てて笑った。

「そりゃそうだ。家や捜さがしされるのがわかってて、自分の部屋に置いておく馬ば鹿かはいない」

「明日の正午まで待つなどとまどろっこしいことを言わず、今すぐ調べたらどうです？　私はちっとも構いませんよ」

　バイロンが堂々とした態度で言い放ったので、悠はぎょっとして目を見開いた。

「え、ちょっと待ってください……っ」

　小声で言って、バイロンのシャツの袖そでを摑つかむ。

　クローゼットには女性用の衣い裳しようや靴くつ、それに下着もたっぷり収められている。清掃時にはクローゼットをきっちり閉めて見つからないよう細心の注意を払はらっているが、家宅捜索となればすべてが白日のもとにさらされる。

「宝石泥どろ棒ぼうだと疑われるよりいいだろう」

「それはまあ、そうですけど……」

「安心しろ。誰にでも秘密はある。ＳＭ用の拷ごう問もんグッズが出てくるよりましだ」

　冗じよう談だんめかしたバイロンの言葉に、思わず笑ってしまう。確かに、何かを隠していると思われるよりは開き直ったほうがよさそうだ。

「俺の部屋も見ていいよ。見られて困るものは何もない」

　リアムも同調し、ポケットからカードキーを出して掲かかげる。

「私たちも協力するわ。おかしな疑いは、いっときも早く晴らしたいもの」

　ウェブスター姉妹も同意し、ロペス夫妻とイワノフ夫妻もそれに続いた。

　皆の反応にオリヴァーは怪け訝げんそうな表情だが、トリシアはいかにも嬉うれしそうな笑みを浮うかべてみせた。

「皆さまのご協力に感謝します。罪のないかたに不快な思いをさせたことを謝りますわ」

「では、私とマネージャーが皆さまのお部屋を調べさせていただきます。しばしこちらでお待ちを」

　客室に戻って細工をされたくないのだろう。船長が急いで皆からカードキーを受け取り、ラウンジをあとにする。トリシアとオリヴァーも、この場にとどまるのはごめんだと言わんばかりに席を立った。

「さてさて、指輪はどの部屋から出てくるかな」

　リアムの軽口に、ラウンジ内の空気が一気に険悪になるのがわかった。

（……わざわざみんなの感情を逆さか撫なでするようなことを言わなくてもいいのに）

　小さくため息をついて、悠は視線を床ゆかに落とした。

　先ほどリアムはスイートフロアの乗客への不満を並べ立てていたが、こういう形で苛立ちをぶつけるやり方は感心しない。

「それはどういう意味だね。きみは犯人を知ってるのか？」

　ロペス氏が、リアムをぎろりと睨にらみつける。

「まさか。まあ、自分じゃないってことだけは知ってますけどね」

「だけど、トリシアや船長の話が本当なら、私たちの誰かが犯人だってことになるわ」

「サファイアの指輪盗難事件ね。なんだかミステリ小説みたい。バイロン、あなたはミステリを書いてらっしゃるから、こういうのにお詳くわしいでしょう？」

　ウェブスター姉妹の好こう奇き心しんに満ちた目に、バイロンが苦く笑しようする。

「さあ、現実の事件はさっぱりですね。皆かい目もく見当がつきません」

「そうかな。有力な容疑者がひとりいるじゃないか」

　イワノフ氏がカウンターに向かい、グラスにウィスキーを注いでぐいとあおる。

「いったい誰のことをおっしゃってるの？」

　アイリスの問いかけに、彼はもうひとくちウィスキーを飲んでから振ふり返った。

「この中に、ひとりだけスイートフロアにふさわしくない庶しよ民みんがいるだろう」

　ラウンジ内が、しんと静まり返る。

　数秒後、自分のことを指しているのだと気づき、悠はすっと血の気が引いていくのを感じた。

「それって俺のこと？」

　リアムが大おお袈げ裟さな表情を作り、混ぜっ返す。

「きみも今は無職の身だと言っていたな。しかし相続した遺産でチケットを買って乗船した。私も彼らも、皆みな自分の財産や稼かせぎでチケットを買っている。自力でこの船のチケットを買うことができないのが庶民だ」

　突とつ然ぜんバイロンが立ち上がり、つかつかとカウンターに歩み寄る。先ほどまでのポーカーフェイスはどこへやら、険しい双そう眸ぼうには激情が浮かび上がっていた。

「──その暴言、今すぐ取り消してもらおうか」

　地の底から響ひびいてくるような、低く冷たい声。

　一瞬それが、耳に馴な染じんだバイロンの声だとわからないほどに……。

「なんだね急に。私の個人的な意見を述べたまでだ」

　バイロンの剣けん幕まくに、イワノフ氏も怯ひるんだ様子だった。言い返したセリフの語ご尾びが尻しりすぼみになっていく。

「いいや、聞き捨てならない」

　なおも怒いかりが冷めやらぬ様子で、バイロンがイワノフ氏に詰つめ寄った。

　それに対してイワノフ氏が言い返そうと口を開いたとき、リリーの鋭するどい声が割って入る。

「私も言わせていただくけど、あなたがたはマフィアなんじゃなくって？　マフィアって、犯罪者の集団でしょう？」

　リリーの発言に、イワノフ夫妻の顔色が変わるのがわかった。夫は激高のあまり真っ赤になり、妻は青ざめて今にも卒そつ倒とうしそうな気配だ。

「なな、なんだと!?」

「以前ニューヨークに住んでましたから、あなたがたが経営しているレストランチェーンは存じてますわ。小さな食料品店からスタートして、瞬またたく間に大手チェーンにのし上がっていった。見事な経営手しゆ腕わんだと賞賛したいところですけど、本当にそれだけかしら？　十年ほど前、あなたの経営するお店のひとつでロシアンマフィアの銃じゆう撃げき戦せんがあったと記き憶おくしてるわ」

「だからなんだ！　私はマフィアなんかじゃない！　客の中にはそういう連中もいるが、私は無む縁えんだし彼らとの間に貸し借りもない！　必死で努力して商売を成功させたのに、どいつもこいつも私のことをマフィアだと陰かげ口ぐち叩たたきやがって！」

　血管が切れそうなほどの激高ぶりに、悠は呆あつ気けにとられて彼を見つめた。

「我々だけならまだしも、子供や孫までマフィアの一族だと汚お名めいを着せられている！　もういい加減にしてくれ！　妻はすっかり対人恐きよう怖ふ症しようになっちまったし、陰口を叩く連中から逃のがれてのんびりしたいと思っていたのに……！」

　次し第だいに涙なみだ声ごえになってきたイワノフ氏に、同情の気持ちが湧わいてくる。先ほど心ない言葉を投げつけられたが、彼らもまた、長年中傷を浴びてきたのだろう。

「わかるよ。私もガソリンスタンドの経営から身を起こし、財産を築いた身だ。裏で麻ま薬やくの密輸をしていると疑われたことも一度や二度ではない」

　ロペス氏が、頭を抱かかえてため息をつく。

「実を言うと、二十年ほど前に脱だつ税ぜいで捕つかまったこともある。けど、盗ぬすみじゃない。盗みだけは絶対にしない」

　しばし会話が途と切ぎれ、ラウンジ内が重苦しい空気に支配される。

「……確かに僕は、本来豪ごう華か客船のスイートフロアに宿しゆく泊はくできるような立場じゃありません。けど、人のものを盗んだりしません。僕にもプライドがあります」

　言ったところで他人にとっては確かめようのない話だが、言わずにいられなかった。

　それまでずっと黙だまっていたイワノフ夫人が、おずおずと口を開く。

「ねえ、もうやめましょう。お互たがい疑ぎ心しん暗あん鬼きになって傷つけ合うばかりだわ」

「そうだね。ここであれこれ言っても仕方がない。結果を待とう」

　リアムもグラスにウィスキーを注ぎ、喉のどに流し込む。

　それを機に、ラウンジ内はしんと静まり返った。イワノフ夫妻は疲つかれたようにぐったりとソファにもたれ込み、ウェブスター姉し妹まいはがさがさと新聞を広げる。リアムはスマホを弄いじり始め、ここで待てと言われたにもかかわらず、ロペス夫妻はラウンジを出て行った。

　新しん鮮せんな空気を吸いたくなり、悠はラウンジのバルコニーに出ることにした。

　手すりにもたれて海風に当たっていると、背後からバイロンの足音が近づいてくる。

「……さっきは庇かばってくれてありがとうございました」

　隣となりに立つバイロンを見上げ、礼を言う。

「思い込みで人を侮ぶ辱じよくするなんて、許せなかっただけだ」

　悠をちらりと見下ろして、バイロンが素そっ気なく答える。

「ちょっとびっくりしました。あなたがあんなふうに喧けん嘩か腰ごしになるなんて」

「言っておくが、日ひ頃ごろの私はあんなふうに切れたりしない。人前で声を荒あらげたのも、大人になってからは初めてだ」

　髪かみをかき上げながら弁解するバイロンに、どこかむず痒がゆいような、くすぐったいような感情がこみ上げてくる。

　日頃は激高しないバイロンが、自分のために怒おこってくれた。あんなふうに全力で庇ってくれた人は、母親以外、初めてだということに気づく。

　晴れた空、青い海──先ほどの険悪な場面が噓うそのように、目の前の景色は穏おだやかで美しい。

　爽さわやかな風に誘さそわれるように、悠は古い記憶を語り始めた。

「……小学生のとき、教室でクラスメイトのお金がなくなったことがあって、僕が疑われたんです。当時母が失業中で、うちが経済的にいちばん苦しかった時期で……僕はいつも古びた服を着まわしていて、いかにも貧びん乏ぼうって感じだったから」

　今まで誰だれにも話したことのない、つらくて苦い思い出だ。担任教師は公平な態度を取ってくれたが、味方をしてくれたわけでもなかった。

「しばらく経たってから僕の潔白は証明されたんですけど、僕を犯人だと決めつけたクラスメイトは最後までひとことも謝ってくれませんでした。なんか今日の一件で思い出しちゃって」

「その同級生の名前は？」

　バイロンに尋たずねられ、悠は目をぱちくりさせた。

「なぜですか？」

「きみのかわりに私が復ふく讐しゆうしてやる」

　真しん剣けんな表情で言われて、思わず悠は苦笑した。

「やめてください。子供のときのことですよ。今ならわかりますけど、あの子もきっと、ばつが悪くて恥はずかしかったんだと思うし」

「お人ひと好よしだな」

「普ふ通つうです。何かあるたびいちいち復讐なんかしてたら身が持ちません」

「私だって、普ふ段だんは人に復讐しようなどとは考えない」

　だったらどうして、急にそんなことを言い出したのだろう。探たん偵ていになりきって、ヒロインを傷つけた人物は許さないという心情を味わっているのだろうか。

「……色眼鏡で見られることのつらさは知っている。私も白人からは先住民と見られ、先住民からは白人だと見られて育ってきた。人々の先入観はなかなか取り除くことができない。だったらいちいち傷つかずに済むよう、己おのれの心を鍛きたえるしかない」

「それ、いいですね。小学生のときの自分に聞かせたかった」

「今からでも遅おそくないさ。私のように、人目を恐おそれず堂々と生きることだ」

　バイロンがおどけた仕草で両手を広げたので、悠はくすくすと笑った。

「ええ、ところ構わず急に登場人物になりきったり」

「まあとにかく、さっきのイワノフ氏の発言は私の心に火をつけた。指輪の盗とう難なんなどどうでもいいと思っていたが、きみの無実を証明するために真犯人をつきとめる」

「ええっ？　ちょっと待ってください、あなたはミステリ作家で、探偵じゃないでしょう」

「確かに探偵の経験はない。けど、犯罪捜そう査さの知識は持ち合わせている」

「船長に任せておけばいいんじゃないですか。というか、そうするしかないでしょう」

　暴走しそうなバイロンを宥なだめていると、ラウンジから話し声が聞こえてきた。船長とマネージャー、それにターナー夫妻が戻もどってきたのだ。

「皆さま、ご協力どうもありがとうございました。客室内の調査が終わりました」

「それで？」

　さっそくリアムが口を挟はさむ。

「……指輪は見つかりませんでした」

「よかった。我々の容疑は晴れたってことですな」

　船長と一いつ緒しよにラウンジに戻ってきたロペス氏が、ほっとしたように呟つぶやく。

「まだ晴れたわけじゃないわ。どこか別の場所に隠かくした可能性もあるし」

　苛いら立だちを隠そうともせずに、トリシアが吐はき捨てる。

　刺とげ々とげしい言葉に、再びラウンジ内に険悪な空気が漲みなぎった。

「バッグの中身をお見せしましょうか。今ここで身体検査をしてくださっても構わないわよ」

　アイリスの言葉に、全員が不ふ機き嫌げんな表情で同意した。







　客室に戻ると、悠は「ああ……」と声を上げた。

　出かける際にきっちり閉めていったクローゼットの扉とびらが全開になり、花はな柄がらのドレスやネグリジェ、華きや奢しやなヒールのサンダルなどが丸見えだ。

「気にするな。豪華客船のスタッフは、こういうことには慣れてるさ」

　悠の背後から寝しん室しつを覗のぞき込んだバイロンが、こともなげに言う。

「まあそうなんでしょうけど……ちょっとダメージ大きいです」

　下着の入った引き出しを開けて、小さくため息をつく。一応気を遣つかってくれたようで、少々乱雑ではあるが、ショーツは元どおりの位置に戻してあった。

「船長とマネージャーには、確実にできていると思われただろうな」

「そうでしょうね。作家とアシスタントという名目で、実は夜ごとマニアックなプレイをくり広げている破は廉れん恥ちなカップルだと」

「うむ、それも悪くない」

「何が悪くないんですか。ああ、もしかしてトリシアも捜査に立ち会ったんでしょうか……」

　女装癖へきのある男だと思われたのだとしたら、指輪泥どろ棒ぼうへの疑いが強まるのではないだろうか。不安になって、悠は室内をうろうろと歩きまわった。

「落ち着け。私が解決すると言っただろう。まずは全員のアリバイから調べよう。ローマでの停てい泊はくから今朝までだ」

　バイロンが手帳を開き、乗客の名前を書き込んでいく。

「ローマを夜九時に出港して、翌日はナポリでしたね。朝八時に寄港、夜七時に出港。今日は終日クルーズ……」

　リビングから旅の日程表を持ってきて、指さし確認をする。

「いちばん怪あやしいのはナポリに寄港したときだな。食事やイベントなどに出かけた留守を狙ねらったかもしれないが、ターナー夫妻がいつ戻ってくるかわからないクルーズ中よりも、寄港地で下船中のほうが安心して仕事ができる」

「ええ、僕が犯人でもそうするでしょうね」

「ナポリで全員下船してたかどうか。ターナー夫妻、ウェブスター姉妹は港で見かけたのを覚えている」

「港の近くのカフェで、イワノフ夫妻も見かけました」

「ロペス夫妻を見た記き憶おくがないな」

「リアムも……。でも、リアムはここのところずっと風か邪ぜで寝ね込こんでたみたいです」

　悠の言葉に、バイロンが怪け訝げんそうに手帳から顔を上げた。

「その話はいつ聞いた？」

「さっき、ラウンジに集められる前に図書室で。久しぶりですねって言ったら、カサブランカでひどい風邪を引いて、ほとんど部屋に引きこもっていたそうです。ローマ停泊中も船内で過ごしたと」

「ふむ、その件は書き留めておこう」

「アリバイも大事でしょうけど、実際問題部屋へ侵しん入にゆうってできるものですか？　チャンスはあっても、部屋の鍵かぎと金庫の鍵を開けられなければどうしようもないと思いますけど」

「確かにそうだ。けど、鍵というものは案外どうにでもなるもんだ。ちょっとしたハッキング技術があれば、部屋のロックを解除するのは難しくないだろう。金庫も旧式タイプだから研究され尽つくしている」

「じゃあ……ナポリで下船していない人が有力な容疑者？」

「もちろんそう簡単にはいかないだろうな。たとえばターナー夫妻に睡すい眠みん薬やくを盛って、彼らの就しゆう寝しん中に忍しのび込んだ可能性だってあるわけだし」

「ミステリ小説にはありそうですけど、そんな手の込んだことしますかね？」

「わからん。ちょっとアプローチの方法を変えよう」

　言いながら、バイロンはパソコンを起たち上げた。インターネットの検けん索さく窓まどにキーワードを入力し、何やら調べ始める。

「これがその、サファイアの指輪だな」

　悠に見えるように、パソコンの画面をこちらに向ける。

　バイロンが探し出したのは、何かのパーティか授賞式でブルーのドレスをまとったトリシアが艶えん然ぜんと微笑ほほえむ画像だ。薬指に嵌はめられたサファイアの指輪もはっきり写っている。ちょうどオリヴァーと婚こん約やくした時期のものらしく、記事には『婚約者からの贈おくり物である由ゆい緒しよある指輪を身につけ……』といった説明も入っていた。

「アンティークだけあって、クラシックなデザインですね」

「トリシアが言っていたとおり、この大きさのサファイアなら金銭的な価値はさほど高くないだろうな」

「三万ドルだって、僕からしたら充じゆう分ぶんお高いですよ」

「スイートフロアの乗客ならば、出そうと思えばすぐに出せる額だ」

　バイロンの言葉に、悠は眉まゆ根ねを寄せた。

「じゃあ……盗ぬすんでまで欲しいのは、このクラシックなデザインが気に入ったから？」

「そう、なぜ犯人はこの指輪を盗んだのか。それが事件の鍵だ」

　バイロンが立ち上がり、少々芝しば居いがかった仕草で両手を広げる。

「金目当てではない。金目当てなら、金庫にあった他ほかの宝ほう飾しよく品ひんや金目のものにも手をつけるはずだ。それにこの指輪は、有名な女優が所有していたことが知られているので売りさばくのも難しい。宝石だけばらして売る手もあるが、イギリスの伯はく爵しやく家由来という付加価値がなくなってしまう」

「イギリスのアンティークの収集家とか？」

「いい着眼点だ。その視点でいくと、ロペス夫妻とイワノフ夫妻、リアムが除外できる。服装や持ち物には趣しゆ味みが反映されるものだが、彼らにはこういうアンティーク趣味はまったくないからな」

「ばれないように隠してるのかもしれませんよ」

「それもあり得る。が、ここで怪しくなるのはウェブスター姉し妹まいだ」

「うーん……確かにふたりともアンティークが好きそうですよね。古風なビーズのバッグを持ってるのを見たことがありますし、着ている服やアクセサリーもクラシカルで、この指輪に通じるものがあるような」

「しかし動機としては弱いな」

　悠もウェブスター姉妹が盗んだとは思っていない。ふたりとも充分に裕ゆう福ふくだし、携けい帯たい電でん話わの操作ですら苦戦しているのに、ハッキングしてロックを解除したとは思えない。

　バイロンもしばし黙だまり込み、宙に視線をさまよわせる。

「一度、全員の経済的な背景を調べてみる必要があるな」

「そんなことできるんですか？」

「以前、探たん偵てい社を取材させてもらったことがある。素行調査や金銭の出入りのチェックで、かなりのことがわかるんだ。電話してみるよ」

「え、勝手にそんなことしたらまずいんじゃないですか」

「船長が及および腰ごしだから、私がやるしかない」

　そう言って、バイロンはスマートフォンを取り出した。
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　翌朝八時、船はアテネに入港した。

　船長からは、指輪の件は捜そう査さ継けい続ぞく中だとしか知らされていない。証しよう拠こもないのに客を容疑者扱あつかいするわけにもいかないのだろう、今のところ行動を制限するような指令も出ていなかった。

　しかし観光したい気分にもなれなくて、バルコニーから港を眺ながめつつコーヒーを口にする。

「おはよう」

　十時近くなって、ようやくバイロンが寝室から現れた。シャワーを浴びたらしく、バスローブをまとっている。

「おはようございます。ゆうべはずいぶん遅おそくまで調べ物をしてたみたいですけど、何か見つかりました？」

「ああ、大だい収しゆう穫かくだ。アテネ見物はあとまわしにして、ちょっと謎なぞ解ときにつき合ってもらえないか？」

「もちろんです。何がわかりました？」

　バイロンのためにコーヒーを淹いれて、悠はいそいそとリビングのソファに掛かけた。

「さっき電話しておいたから、直に現れるはずだ」

「現れるって……誰だれです？」

　その質問には答えず、バイロンがにやりと笑ってみせる。

「その人物が来る前に、髪かみを乾かわかして着き替がえてくるとしよう」

　数分後、ドアのインターフォンが鳴らされた。いったいバイロンは誰を呼びつけたのだろうと訝いぶかしみつつ、ドアスコープを覗いて確かめる。

「リアム……」

「おはよう」

　現れたのはリアムだった。麻あさのジャケットを羽織り、粋いきなパナマ帽ぼうを手にしている。

「バイロンに呼ばれたんだけど」

「ええ、聞いてます。どうぞ」

　ドアチェーンを外し、リアムを室内に招き入れる。ちょうど着替えたバイロンが寝しん室しつから出てきて、「やあ、わざわざすまないね。どうぞ掛けて」とにこやかに微笑んだ。

（どういうこと？　バイロンはリアムが怪しいと思ってるんだろうか？）

　固かた唾ずを吞のみ、ふたりを交互に見やる。

　リアムはいつもと変わらぬ様子で、バイロンも、表面上は穏おだやかで感じのいい態度を取っていた。

「アテネ観光の邪じや魔まをして悪かったね」

「いいよ。オプショナルツアーはこりごりだから、午後からぶらっと町を散策しようと思ってたところ」

「ああ、あのオプショナルツアーってのは私も好きじゃない」

　向かい合って座り、まずは軽く世間話から入る。その間に、悠は三人分の紅茶を用意した。

「さて……きみに来てもらったのは、例のサファイアの指輪の一件できみに訊ききたいことがあるからなんだ」

　リアムを観察するように目を細め、バイロンがごくさりげない調子で切り出す。

　やはり、ゆうべ何か手かがりを見つけたのだ。バイロンの隣となりに座って、悠は静かにカップに紅茶を注いだ。

「なんなりと」

　リアムはまったく動どう揺ようする気配を見せなかった。あまりに平然としているので、バイロンが何か思い違いをしているのではと不安になる。

「さほど金銭的価値の高くない指輪が盗まれた。しかも他の宝飾品にはいっさい手をつけていない。そこで私は、犯人にとってあの指輪がかけがえのないものだと推測したんだ」

「ずいぶんと飛ひ躍やくした考え方だけど……まあいいや、続きをどうぞ」

「そこでゆうべ、指輪について徹てつ底てい的に調べた。オリヴァー・ターナーがオークションで落札する以前の話だ。伯爵家から流出した経けい緯いをね」

　リアムの青い瞳ひとみが、まっすぐにバイロンを見み据すえる。

「何がわかった？」

「あの指輪は、先代の伯爵家当主が愛人に贈っていた。愛人というのは、伯爵家で働いていたメイドだ」

「ロマンティックだね」

「ところが当主が急きゆう逝せいし、妻や息むす子こたちが指輪を取り戻もどそうと弁護士を雇やとった。当主がメイドにプレゼントしたという証拠はなく、メイドが盗んだと言い張ってね」

　バイロンの言葉に、悠は小さく息を吞のんだ。リアムの顎あごの辺りにも、わずかながら緊きん張ちようが走ったのが見て取れる。

「無力なメイドは、伯爵との思い出の指輪を奪うばわれてしまう。そればかりか泥どろ棒ぼうの濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、追われるように幼い息子を連れて生まれ故郷に戻るしかなかった」

　幼い息子──なんとなく話の先が見えてきて、悠はそっとリアムに視線を向けた。

　微び笑しようらしき表情を浮うかべたまま、リアムは彫ちよう像ぞうのように固まっている。

「メイドは失意のうちに病に倒たおれ、帰らぬ人となった。ひとり残された息子は、十八になると奨学金を得てイギリスの大学へ進学した」

「で、その息子ってのが俺だと言いたいわけ？」

「とぼけなくていい。調べはついている。きみはリアム・トーマスと名乗っているが、正確にはリアム・トーマス・バーンズだ。伯爵はきみを認にん知ちし、戸こ籍せきにも登録されている」

　しばしバイロンを睨にらみつけたあと、リアムはふっと息を吐はいてソファにもたれ込んだ。

「ああ、そのとおり。俺は伯爵のご落らく胤いんだ。母親はしがないメイドで、指輪を盗んだ嫌けん疑ぎをかけられた上に病気で亡なくなった」

　リアムの意外な生おい立ちに、悠はただ驚おどろくしかなかった。

　彼は母の形見ともいえる指輪を取り戻すために、この船に乗ったのだろうか。

「近年伯爵家の財政は傾かたむき、現当主が宝飾品や絵画をオークションに出品した。それらを落札したのがターナー氏だ。他ほかの落札品はともかく、サファイアの指輪は有名な女優に贈おくられたことでネットにも写真が出まわっている。きみもあの指輪に気づいたんだろう」

　リアムは黙ってにやにやしながらバイロンの話を聞いている。否定しないということは、バイロンの推測が正しいのかもしれない。

「きみが母親のために指輪を取り戻したいという気持ちはわからなくもない。大だい富ふ豪ごうのターナー夫妻はあの指輪を失ったところでさほど痛手を受けないし、本来の持ち主に戻ったと思えば目くじらを立てることもない。だが、私の大事なアシスタントに嫌疑がかかっているとなれば話は別だ」

「まわりくどい言い方だな。俺に、指輪を盗ぬすんだと自首しろと？」

「そういうことだ」

　バイロンが頷うなずくと、リアムがおかしそうに笑った。

「盗んでないものを盗んだとは言えないな。俺の部屋からも持ち物からも、何も出てこなかったのは知ってるはずだ」

「どこか別の場所に隠かくしてあるんだろう」

「それも憶おく測そくだね。何か証拠があるのか？」

　バイロンの表情が、苦々しげに歪ゆがむ。

　確かにリアムの言うとおり、証拠は何もない。リアムが指輪のもともとの持ち主の息子だという事実だけでは、指輪を盗んだことを証明できない。

「……残念ながら証拠は何もない。きみのパソコンを調べればロック解除のハッキングの痕こん跡せきが見つかるかもしれないが、ハッキングに使ったパソコンは今いま頃ごろ海の底だろうな。私ならそうする」

「さすがミステリ作家。想像力が豊かだね」

「明日あしたの朝まで猶ゆう予よをやろう。自首するか、あるいは指輪をターナー夫妻に返すんだ。指輪さえ戻ればトリシアはそれ以上騒さわぎ立てないだろうし、船長も警察沙ざ汰たにはしない」

「それってありがたい申し出なのかもしれないけど、残念ながら的外れだ。そのセリフ、真犯人に言ってやれよ」

　言いながら、リアムが立ち上がる。

「これ以上ミステリ作家の妄もう想そうにはつき合っていられないから失礼するよ。雇い主がこれじゃ、悠も大変だな」

　部屋から出ていこうとするリアムを、悠はとっさに呼び止めようとした。

　しかし呼び止めたところで、何を言えばいいのだろう。本当のことを話してくださいと頼たのんでも、適当にあしらわれるのが落ちだ。

　ドアが閉まり、バイロンとふたりきりになると、悠はソファの背にずるずるともたれかかった。

「怒おこらせちゃったみたいですね……」

「ああ、しかしあいつが犯人だ。間ま違ちがいない」

「けど、証拠は何もないんでしょう？　指輪が出てこないことには、僕たちにはどうしようもありません」

　バイロンが向き直り、唇くちびるに笑えみを浮かべる。

「諦あきらめるのはまだ早い。私の推測が間違っていなければ、指輪を取り戻すチャンスはある」

「どうやって？」

「まずは出かけよう。アテネの中心部に、行きたい店があるんだ」

　言いながら上着を取ってきたバイロンに、慌あわてて悠も身み支じ度たくを整えた。







　──黒々とした海面を、〈ダイヤモンド・エクスプローラー〉が力強くかき分けていく。

　深夜三時、不夜城のような豪ごう華か客船もほとんどの施し設せつが営業を終え、しんと静まり返っていた。

「……本当に現れると思います？」

　デッキの物もの陰かげに身を潜ひそめるようにして、悠は傍かたわらのバイロンに囁ささやきかけた。

「多分ね」

「けど、よく隠し場所がわかりましたね……」

「簡単なことだ。自分だったらどこに隠すか考えてみればいい」

「僕はまったく思いつきませんでした」

「宝石を隠せる場所は限られている。店やスポーツ施設はしょっちゅうスタッフが清せい掃そうや点検をしているからまず無理だ。怪あやしまれずに出入りできて、掃そう除じはともかく点検が甘い場所。図書室の床ゆかは毎日丁てい寧ねいに掃除されているが、本は埃ほこりをはたく程度で、いちいち棚たなから出してページをチェックしたりしない」

「言われてみればそうなんですけど」

「きみの話もヒントになった。きみに、リアムとどこで出くわすことが多かったか尋たずねただろう。読書家でもない男がしょっちゅう図書室に出入りするのは不自然だ」

「読書家じゃないって、なぜわかったんです？」

「読書家というのは、時間が空いたら自然と本を開く習慣のある人たちのことだ。きみのバッグには常に数冊の本が入っているし、カフェでオーダー待ちの間にもペーパーバックを読んでいる。しかしリアムが本を読んでいるところなど一度も見たことがない」

「結構細かく観察してるんですね」

「最初から、なんとなく胡う散さんくさい男だと思っていたからな」

「けど、あなたの推測が当たっていれば……」

　言いかけたところで、バイロンが「しっ」と人差し指を立てた。

　船せん尾びの方向から、長身の人ひと影かげがこちらに向かって歩いてくるのが見える。

（あ……）

　月の光に照らされ、その人物の顔が明らかになった。

　リアムだ。バイロンの予想どおり、きっちり三時十五分にデッキに現れた。

　月明かりの陰いん影えいのせいか、リアムがまるで知らない人のように見える。いや、いつもの明るく人ひと懐なつこい表情と違ちがい、思い詰つめたような表情をしているせいかもしれない。

（本当にリアムだったんだ……）

　──今日の昼間、船内の乗客がほとんどいない時間帯に、悠はバイロンと図書室を捜そう索さくして指輪を見つけた。

　図書室の中でもいちばん人目につきにくいコーナーの、開室以来誰だれも借りたことがないような本……分厚い背表紙の『海運の歴史』のページの中央がくり抜ぬかれ、サテンのサッシェに入った指輪が収められていた。

　しかし図書室内に防犯カメラはなく、そこに隠したのがリアムだという証しよう拠こはない。指し紋もんも残っていないだろうし、そもそも素人には指紋を調べる術すべがない。

　そこでバイロンが、思いがけない方法で確かめようと言い出したのだ。

　リアムはデッキの手すりに手をつき、じっと暗い海面を見つめている。

　やがて船は、灯台の前にさしかかった。顔を上げたリアムが、ズボンのポケットから取り出した何かを灯台の灯あかりに向かって投げる。

　その何かは、きらきらと光を反射しながら放物線を描えがき……やがて吸い込まれるように海の中へ沈しずんでいった。

　ほっとしたように、リアムが肩かたで息をついているのがわかった。

　しばらく海面を見つめ、くるりと踵きびすを返す。

「──待ちたまえ」

　その背中に、バイロンが鋭するどい声を浴びせる。

　リアムの背中がびくっとしたように震ふるえ……しかし振ふり返った彼は、いつもの余よ裕ゆうの表情を浮うかべていた。

「おや、きみたちも深夜の徘はい徊かい？」

「今きみが海に投げ入れたのは、盗んだサファイアの指輪だろう」

　わずかに目を見開き……しかしひと仕事終えた達成感のせいか、リアムは否定することなくふふんと鼻で笑った。

「だったらなんだ？　海底をさらって捜索する？　このあたりは潮の流れが速いから、まず見つからないだろうけどな」

「いいや、その必要はない」

　バイロンが言うと、リアムは両手をポケットに突つっ込んでそっぽを向いた。

「きみの母上は、伯はく爵しやく家を追われたあと大変な苦労をしたようだな」

「だとしても、今いま更さらそれを言ってどうなる。すべて終わったことだ」

「母上を追い出して泥どろ棒ぼうの濡ぬれ衣ぎぬを着せた連中に復ふく讐しゆうしようとは思わなかったのか？」

「全然。母も既き婚こん者だと知った上で愛人やってたんだから、自じ業ごう自得だ。苦労したり病気で亡なくなったりという部分だけ見ると可か哀わい想そうに思えるだろうけど、なかなかしたたかな女だったんだよ。俺を身ごもったのも、伯爵から養育費をぶんどるためだったし」

　苦々しげに吐はき出すリアムに、悠は心臓が締しめつけられるような気分になった。

「けど……そんなお母さんでも、愛していたんでしょう？　そうじゃなきゃ、わざわざ危険を冒おかしてまで供く養ようしようとは思わないはずです」

「供養？　単に証しよう拠こ隠いん滅めつのためかもしれないぞ」

　うそぶくリアムに、バイロンが一歩詰め寄る。

「初めて会ったときから、きみのことは何か胡散くさいと思っていた。親しん戚せきの遺産を相続したとぺらぺら吹ふい聴ちようし、悠にちょっかいを出していかにも軽けい薄はくそうに振る舞まい……けど、きみが毎年母親の命日に故郷を訪おとずれ、墓前に花を供えているという話を聞いて、考えを改めた」

「墓参りの話なんて誰に訊きいたんだ」

「故郷の村の神父だ」

「そんなところにまで手をまわしたのか。すごいな。だったら指輪を墓に供えそうなもんだけど」

「いや、そうはしないだろう。見つかる可能性のある場所に証拠品を置くとは思えないし、あの指輪はつらい思い出も含ふくんでいる。そしてもうひとつ、神父が教えてくれた。母親が亡くなったとき、きみは母親の希望で遺骨の半分を故郷の岬みさきから海に散骨している。だからここは、母親が眠ねむる海でもあるんだ」

　バイロンの言葉に、リアムが息を吞のむのがわかった。数秒間の沈ちん黙もくのあと、彼が絞しぼり出した声はわずかに震えていた。

「全部あんたの想像でしかない」

「いいや、きみは母の供養をしたんだ。あの灯台の先に、きみの母の故郷がある」

　アドリア海に面したクロアチア共和国──かつてのユーゴスラビアだ。

　遠ざかっていく灯台の灯りを、リアムがしばし無言で見つめる。

「……あくどい女ではあったけど、それでも俺の母親だからな」

「いい供養になったと思います」

　悠は呟つぶやいた。本心からそう思っていた。

　しかし……種明かしをしたら、リアムはどういう反応をするだろう。

「それにしても参ったよ。全部ばれちまったな。まあやるべきことは全部終わったから、船長に俺を突き出せばいい。俺は絶対に認めないけどな」

　いつものリアムの軽い口調だったが、声には疲ひ労ろうが色いろ濃こく漂ただよっていた。

「そうしたいのはやまやまだが、証拠がない。けれどこのまま何もなかったことにするわけにはいかない。悠が疑われたままでは、私も我が慢まんがならないしな」

「じゃあどうする。俺を拷ごう問もんして吐かせるか？」

「そんな野や蛮ばんなことはしない。もう手は打ってある」

　バイロンがにやりと笑い、ズボンのポケットから丸めたハンカチを取り出す。

　リアムの目の前で、バイロンが手品のようにゆっくりとハンカチを広げ……中から現れたものに、リアムの青い瞳ひとみが驚きよう愕がくに見開かれるのがわかった。

「きみがさっき海に投げ入れたのは、私がアテネの宝ほう飾しよく店で作らせたレプリカだ。こんなこともあろうかと、前もってすり替かえておいたんだ」

「……っ！」

「いや、結構大変だったよ。大急ぎで作ってくれと頼たのみ込んで、職人に嫌いやな顔をされて。出来はいまいちだったが、多分きみは確かめることなく海に投げ込むだろうと思ってね」

　リアムが、力なく手すりにもたれる。そのままずるずるとしゃがみ込み……両手で頭を抱かかえ込んだ。

「噓うそだろう……全部うまくいったと信じてたのに……！」

　リアムのそばにしゃがんで、悠はそっと肩に手を置いた。

「どんな事情があろうと、やっぱり盗ぬすみはよくないです。こんな形で供養してもお母さんは喜びません。あなたが毎年お墓を訪れて花を供える、それだけで充じゆう分ぶんだと思いますよ」

「悠の言うとおりだ。きみの母親は泥棒の濡れ衣を着せられた。息むす子こが本当の泥棒になったことを知ったら悲しむに違いない」

　バイロンの言葉が効いたらしく、リアムが両手で顔を覆い隠かくす。

　やがて小さく嗚お咽えつを漏もらし始め……胸を締めつけられる思いで、悠はリアムの腕うでをさすった。

「今ならまだ間に合う。指輪を返して、真っ当に生きる道を選ぶんだ」

「……もう手て遅おくれだ」　>>>♥

「いや、正直に話す必要はない。私に考えがある」

　そう言って、バイロンは口元に笑えみを浮かべた。
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「ほんとにうまくいきます？」

「心配ない。私に任せておけ」

　──船内のナイトクラブは、今夜も大勢の客で賑にぎわっている。

　奥まった席にトリシアの姿を確かく認にんし、悠はバイロンと目を見み交かわした。

　リアムが乗船以来ずっと尾び行こうや盗とう聴ちようでチェックして──そう、なんと彼は部屋に盗聴器まで仕し掛かけていたのだ──トリシアがほぼ毎晩ナイトクラブに現れることは調査済みだ。ターナー氏は、たいてい九時前に就しゆう寝しんするらしい。

『あの夫ふう婦ふ、離り婚こん寸前だよ。今回の旅はもう一度お互たがいの愛情を確かめ合うためのものだとか言ってるけど、あの様子じゃ旅の終わりと同時に終しゆう了りようだね』

　ふたりの会話を盗み聞きしていたリアムが、訊きいてもいないのに知りたくもない情報を教えてくれた。

　あのあとリアムとはいろいろ話をしたのだが……勤めていた投資会社が倒とう産さんしたあと、一年ほどパパラッチをしていたのだという。盗聴もハッキングもそのとき習得した技わざで、今回の旅費も、とある芸能人のスクープ写真を大衆紙に売って稼かせいだ金だと聞いて、悠は心底驚おどろいた。

「リアムも準備ＯＫみたいですね」

　離はなれた席にひとりで座っていたリアムが、こちらを見てさりげなく合図を送ってくる。

　いよいよ作戦開始だ。悠の役割はさほど難しいものではないのだが、それでも緊きん張ちようで心臓がどきどきしている。

　カクテルのグラスを手にしたトリシアに、リアムが近づいていく。

　とびきりの笑顔で声をかけると、トリシアも笑みを作ってリアムを見上げた。

　リアムがやや強ごう引いんに彼女の隣となりの席に収まり、彼女のグラスに自分のグラスを合わせて乾かん杯ぱいする。最初は少々鼻白んだ様子を見せていたトリシアも、五分も経たたないうちに思わせぶりな表情でリアムのほうへ体を傾かたむけ始めた。

「さっそくいちゃつき始めたな」

「リアムは天性の女たらしですね」

「ああ、まったく、危険な男だ」

　リアムがトリシアの耳元で何か囁ささやき、トリシアがくすくす笑う。

　人ひと垣がきのせいではっきり見えないが、リアムの右手がちゃっかり彼女の腰こしの辺りにまわされているように見えた。

「うまくいくといいんですが……」

　何かおかしなことを言われたのか、トリシアがのけぞって笑う。

　やがてふたりは立ち上がり、ダンスフロアへと歩み出た。トリシアが小こ脇わきに瀟しよう洒しやなクラッチバッグを挟はさんだまま、音楽に乗って軽く体を揺ゆらし始める。

「我々もそろそろ行くか」

　言いながらバイロンが立ち上がり、ふとクラブの入口に視線を向ける。

「ウェブスター姉妹だ。証人は多いほうがいい。彼女たちにも協力してもらおう」

「えっ？　どうやって？」

「ちょっとばかり作戦変へん更こうだ。ふたりをダンスに誘さそうから、きみもどちらかの相手をしてくれ。そして私が作戦を決行したら、打ち合わせどおり大おお袈げ裟さに驚いて注目を集めること」

　そう言い置いて、バイロンが颯さつ爽そうとウェブスター姉妹に近づいてダンスの相手を申し込む。

　慌あわてて悠もバイロンに続き、リリーの手を取った。

　音楽がアップテンポで陽気な曲に変わり、踊おどりながらフロアの中央に移動する。アイリスをリードしつつ、バイロンがトリシアとリアムに近づいていく。

　──バイロンが立てた計画は、ごくシンプルだ。

　ナイトクラブの人ひと混ごみを利用し、トリシアにぶつかってクラッチバッグを落下させる。

　バッグの中身がぶちまけられた隙すきに素す早ばやく指輪を交ぜ、落としものを拾う際に発見したように装う。そして今回の盗とう難なん騒さわぎを、トリシアがバッグに入っていた指輪をうっかり見み逃のがしていただけ……ということにするのだ。

『それより、俺がトリシアのバッグにこっそり戻もどすってのは？　自じ慢まんじゃないけどパパラッチ時代にモデルにぶつかったふりしてバッグに盗聴器仕込んだことがあるんだ』

　リアムの提案に、バイロンは首を横に振ふった。

『いや、皆みなの目のある場所で発見させなければだめだ。指輪には当然ながら保険がかけてある。夫との仲が冷え切った今、彼女にとって記念の指輪はさほど重要な意味を持たない。指輪が見つからないことにして、保険金をがっつりいただくという手もある』

『それだと、僕たちに対する容疑は永遠に晴れないままですね』

『それは困るな。やっぱり衆しゆう人じん環かん視しの中でなくなったはずの指輪がひょっこり出てきた、ってのがベストか』

　果たしてトリシアが納なつ得とくするかどうか。しかしバイロンは、この案に自信を持っているようだった。

　おざなりなダンスをしながら、バイロンがトリシアとの距きよ離りを縮めていく。

　いよいよ作戦開始だ。

「おっと、失礼」

　バイロンが、背中で体当たりするようにトリシアにぶつかる。わざとぶつかったとは思えない、なかなかの名演技だった。

　しかしトリシアのバッグはドレスの飾かざりに引っかかり、すんでのところで落下を免まぬがれた。

　──まずい。偶ぐう然ぜんぶつかるアクシデントは、二回続けてやると怪あやしまれてしまう。

　失敗した場合のプランＢが思い出せずに動どう揺ようしていると、リアムが素早く彼女の背後からクラッチバッグに手を伸のばして引っ張った。

「きゃっ」

　ダンスフロアの床ゆかに、コンパクトや口紅、スマートフォンが散乱する。小さなバッグには、驚くほどたくさんのメイク道具が詰つまっていた。

「あら大変。皆さん、踏ふまないように気をつけて」

　アイリスが大きな声を出して、周囲の客の動きを止める。年配の客たちは、すぐにダンスをやめて場所を空けてくれた。

「本当に申し訳ありません。電話が壊こわれてなければいいのですが」

　言いながら、バイロンが床に落ちたあれこれを拾い始める。リアムと悠も屈かがみ、転がっていったものを探すふりをした。

　ちらりとバイロンの足元を見やると、計画どおりサテンのサッシェが転がっている。

　ごくりと唾つばを飲み込み、ここは誰だれが気づくのがいちばんいいのか考えを巡めぐらせる。

「あらあら、それはもしかして、例のサファイアの指輪じゃないの？」

　リリーが驚いたように声を上げ、サッシェから半分ほどはみ出した指輪を指さした。

「……ええ？」

　怪け訝げんそうに言って、トリシアが振り返った。床に落ちているサッシェを目にし、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「本当に？　見つかってよかった」

　バイロンがサッシェを拾い上げ、笑え顔がおでトリシアに差し出す。

　トリシアの表情は見物だった。笑顔を作ろうとして失敗し、完全にひきつっていた。

「……どういうことなの。あなたの仕し業わざ？　それともみんなグルなの？」

　押し殺した声で、トリシアがバイロンに詰きつ問もんするのが聞こえた。

「まさか。なくしたと思っていた指輪がバッグの中から出てきた。よくあることですよ。いやいや、見つかって本当によかったです」

　バイロンが、周囲に聞こえるように声を張り上げる。

「まあ、例の盗難騒ぎの？」

「彼女の勘かん違ちがいだったわけね」

　ダンスフロアの客も、スイートフロアで起きた事件の噂うわさを耳にしていたらしい。ゴシップの顚てん末まつに、口々に意見や感想などを述べ始めた。

　唇くちびるの端はしを持ち上げ、トリシアが凄すごみのある笑みを浮うかべてみせる。バイロンの肩かたを摑つかんだ彼女は、耳元に唇を寄せて低い声で囁いた。

「…………これは貸しよ。鑑かん定ていして本物だったら、私がうっかりなくしたってことにしてあげてもいいわ」

　トリシアの恫どう喝かつに、バイロンが肩をすくめる。

「他人を疑う前に、まず身のまわりをよく捜さがすことですね」

「まあまあ、本当によかったわ。疑われたままじゃ居い心ごこ地ちが悪いもの」

「本当にね。トリシア、あなたも今後は充じゆう分ぶんお気をつけくださいな」

　ウェブスター姉妹にたしなめられて、トリシアは苦々しげな表情でそっぽを向いた。







「バイロン、悠」

　ナイトクラブを出たところで、追いかけてきたリアムに呼び止められる。

「うまくいってよかったですね」

「ああ、本当にありがとう。ゆうべきみたちに見つかったときはほんと最悪だったけど、今はすごくいい気分だ」

「あの指輪は、母上にとってもきみにとっても災わざわいをもたらすものでしかなかったと思う」

　バイロンの言葉に、リアムが深々と頷うなずいた。

「ああ、今ならそのことがよくわかる。あれを手放すことができて、解放感に浸ひたってるよ。あれのせいでずっと気分が悪かった。いつばれるか不安でしょっちゅう図書室をうろうろして、四六時中監かん視しされてるような妄もう想そうに取り憑つかれそうになったり……」

「じゃあ残りの旅はゆっくり満まん喫きつできますね」

「いや、実は明日の停てい泊はく地のヴェニスで船旅を終わりにすることにしたんだ。もう手続きも済ませた。今度こそゆっくり観光して、イギリスに帰るよ」

「そうか。じゃあ今夜でお別れだな」

　バイロンが右手を差し出し、がっちりと握あく手しゆをする。

　リアムは悠にも手を差し出し、「ありがとう」と言いながらハグしてくれた。

「そうそう、例のものは教えてもらったメアドに送っておいたから」

　廊ろう下かを歩きかけたところで、リアムが振り返ってバイロンに告げる。

「ああ、ありがとう。助かるよ」

　リアムの姿が見えなくなると、悠はバイロンに向き直った。

「例のものってなんです？」

「部屋に戻ってから見せてあげるよ」

　客室に戻ると、バイロンはさっそくノートパソコンを起たち上げた。

　上着をハンガーに掛かけてクローゼットにしまい、悠もバイロンの隣となりに腰こし掛かける。

「結局のところ、トリシアには疑われたままですよね」

「ああ、証しよう拠こは何もないけどな。私たちの誰かが盗ぬすみ、それに気づいた誰かがひと芝居打った。彼女はそう思っているだろう」

「容疑者は僕とあなた、リアム……それに、もしかしたらウェブスター姉妹もグルだと思われたかも」

「郵便で送り届ける手も考えたんだが、どんなに気をつけても梱こん包ぽう材や指し紋もん、監視カメラなどから足がつきそうだからな。あのナイトクラブのいい点は、出入り口にしかカメラがないことだ。我々の小細工はいっさい映っていない」

「けど……トリシアに弱みを握にぎられてしまいましたね」

「その点は抜ぬかりない。リアムがしっかり保険をかけている」

　言いながら、バイロンが悠のほうへパソコンの画面を向ける。リアムからのメールには、画像と動画がいくつか添てん付ぷされていた。

「……うわ」

　バイロンが開いた画像に、思わず悠は声を上げた。

　トリシア・ベルの破は廉れん恥ちな写真だ。見覚えのない狭せまい船室のベッドで、若い男と裸はだかで絡からみ合っている。

「リアムによると、男は自じ称しようアーティストのバーテンダーだそうだ。数ヶ月前からトリシアと関係があり、なんと今回のクルーズにもこっそり同行している」

「ええっ、夫ふう婦ふでの旅行に、愛人を同どう伴はんしてるってことですか!?」

「そのとおり。いやはや私もびっくりだ。愛人を連れている上に、私やリアムにも粉を掛けていたんだからな。まったくたいした女性だ」

「これが彼女の弱みですね……」

「ああ、ターナー氏との離り婚こんの際、浮うわ気きの証拠は非常に不利になる。当然ながら婚前契けい約やくをかわしているだろうし、世間に知られたら女優としてのダメージも大きい。動画も見るか？」

「いえ、結構です」

　慌あわてて悠は、席を立った。画像だけでも刺し激げき的なのに、動画なんて心臓に悪すぎる。

「リアムはなぜ、これを取引材料にしなかったんでしょう。このネタと指輪を交こう換かんすることもできたはずなのに」

「リアム曰いわく、切り札は最後の最後まで温存するものなんだと。焦あせって必殺カードを出してしまうと足をすくわれる。だからこれは、今後何かあったときのための保険だ」

「なるほど……」

　確かに扱あつかいには注意が必要だ。下手にこういうネタをちらつかせると、場合によっては脅きよう迫はくととられてしまう。

　曖あい昧まいな決着ではあるが、いろいろ考えるとこの着地点がいちばん無難ということになるのだろう。

「これにて一件落着ですね」

「そう願いたいね」

　そう言って、バイロンがじっと見つめてくる。鳶とび色いろの瞳ひとみに欲情の炎ほのおが垣かい間ま見みえた気がして、悠はどきりとした。

「えーと……シャワー浴びますか？」

「きみが先に浴びてきなさい」

「はい……」

　──多分、今夜も〝仕事〟だ。ヒロインの衣い裳しようを着て、探たん偵ていに愛あい撫ぶされ……。

　ずくんと体の奥が疼うずき、慌てて悠はバスルームへ向かった。







「──悠」

　ベッドで微睡まどろんでいた悠は、耳元で囁ささやかれた声にびくりとした。

　バスローブ姿のバイロンが、ベッドの端に浅く掛けてこちらを見下ろしている。

「あ……すみません。うたた寝ねしちゃったみたいで」

「いいさ。疲つかれただろう」

「……どの衣裳を着るか聞いていなかったので、まだ着き替がえてないんですけど」

　言いながら、悠は起き上がった。白いバスローブの前がはだけないように注意しながら、ベッドの上に正座する。

「……いいね、仕事熱心だ」

「あなたには……本当に感謝してますし」

「感謝？　何を？」

　大きく息を吸って、悠は考えていたことを口にした。

「僕の疑いを晴らそうとして、犯人をつきとめたでしょう。あのまま有う耶や無む耶やになっていたら僕もすごく落ち込んだと思うし、リアムも一生後こう悔かいしたと思うんです」

　バイロンがくすりと笑い、距きよ離りを詰つめてくる。

「執しつ筆ぴつ中の作品なら、ここでヒロインが探偵にキスしてくれるところだ」

　そう言われて、悠は目を瞬またたかせた。じっとバイロンの鳶色の瞳を見つめ……確かに今、自分の中にバイロンにキスしたい衝しよう動どうがこみ上げてきていることに気づく。

「…………」

　寝起きのぼんやりした頭のまま、悠は吸い寄せられるように体を傾かたむけた。

　そっと逞たくましい肩かたに手を置き、唇くちびるに唇を触ふれ合わせる。

「……っ」

　自分のしたことに驚おどろいて慌てて唇を離はなすと、バイロンも驚いたように目を見開いていた。

　しかし次の瞬しゆん間かん、今度はバイロンが猛もう烈れつな勢いで抱だきついてきて、唇にむしゃぶりつく。

「ん……っ」

　口の中を隈くま無なく舌でまさぐられ、悠は息苦しさに喘あえいだ。

　官能的なキスに身を委ゆだね……しばらく経たってから、いつもの〝仕事〟にキスは含ふくまれていないことに気づく。

「ま、待ってください……っ」

「すまない。ちょっと強ごう引いんだったな」

　そう言いながらも、バイロンが再び口づけようと迫せまってきた。

「待って！　これって仕事ですか？」

　慌てて逞しい胸を押し返すと、バイロンが苦しげに呻うめいた。

「違ちがう、そうじゃない」

「では、どういうことでしょうか」

　質問を重ねると、バイロンがぐしゃぐしゃと髪かみをかきむしった。

「説明する……きみには説明しなくてはならない……もっと早く説明するべきだった」

「……はい」

　バイロンの切せつ羽ぱ詰つまった様子に戸と惑まどいつつ、こくこくと頷うなずく。

　しかし鳶色の瞳は食い入るように見つめてくるばかりで、バイロンは押し黙だまったままだ。

「あの……？」

「私は今まで本気の恋れん愛あいをしたことがない。だからこういうときになんと言えばいいのか、さっぱりわからない」

　ぎこちない口調で告げられ、悠は目をぱちくりさせた。

「えーと……すみません、それは探偵のセリフでしょうか？」

「いや、違う。私自身の、バイロン・ブラッドフォードの言葉だ」

　バイロン自身の言葉と聞いて、どきりとする。

　早く続きを聞きたいような、聞くのが怖こわいような……舞まい上がりそうになる気持ちに、勘かん違ちがいかもしれないと慌ててブレーキをかける。

「きみさえよければ、旅が終わったあとも私と会って欲しい」

「それは……アシスタントとしてでしょうか」

　慎しん重ちように、悠は尋たずねた。

「いや、そうではなく、私の恋こい人びととして」

「…………」

　私の恋人として、というバイロンの言葉を猛もうスピードで反はん芻すうしていると、突とつ然ぜん立ち上がったバイロンが何かのスイッチが入ったようにまくし立て始めた。

「正直に言う。きみと初めて会ったとき、なぜだかものすごく衝しよう撃げきを受けた。なんというか、身も蓋ふたもない言い方だが、問答無用でむらむらした。そういう経験は初めてだったので、私は非常に戸惑った。これまで同性に欲情したことも、恋愛感情を抱いたこともない。実を言うと同性どころか異性にも恋愛感情を抱いたことがないんだ。だから自分でもその感情がなんであるのかわからなくて、きみをそばに置いて見み極きわめるしかないと思った」

　呆あつ気けにとられて、悠はバイロンを見つめた。

　突然流れてきた情報の渦うずに、脳の処理が追いつかない。

「けれどますます混乱するばかりで、仕事がまったく手につかなくなった。きみが書庫整理のアルバイトを終えたとき、実を言うとほっとしたんだ。これでこの世で唯ゆい一いつ私を思い煩わずらわせる厄やつ介かいな存在と距離を置くことができる、心こころ穏おだやかに仕事に専念できる、と。だが、きみがいなくなってすぐに思い知らされたんだ。きみが視界に入らない世界では生きている意味がない」

「……大おお袈げ裟さです」

　ようやく追いついて思わず突つっ込みを入れたが、バイロンの耳には届いていないようだった。

「けれど、恋愛だと自覚するのに時間がかかってしまった。なぜきみは私をこれほど欲情させるのか。何か特とく殊しゆなフェロモンを垂れ流して私を試ためしているのではないか。そこでこのクルーズの計画を思いついた。念のために言っておくが、豪ごう華か客船を取材したいという話は噓うそではない。ひとりで乗船するつもりで一年前から予約していた。が、私の心と体をかき乱す奇き妙みような存在を見極めるのにちょうどいい機会ではないかと考えた」

「……いつ頃ごろわかったんですか」

「乗船前に、これはもうどうしようもないと気づいた。だからクルーズの間、きみを手に入れるためにあらゆる努力をしようと心に誓ちかった」

「ちょっと待ってください。まさかと思いますが、ヒロインのモデルとか、ヒロインをイメージするためのドレスとか、そういうのも僕を手に入れるための策略だったんですか？」

「そうだ」

　あっさり肯こう定ていされ、悠は一いつ瞬しゆん気が遠くなりかけた。

「……普ふ通つうにつき合って欲しいと言おうとは思わなかったんですか」

「何度か言おうと試みた。しかし私は誰だれかに告白した経験がない。認めるのは癪しやくだが、プライドも邪じや魔ましていたと思う」

「あなたは初対面のときからかなりの変わり者だと思ってましたが、これほどとは思いませんでした。努力の方向が斜ななめ上過ぎます……」

　ため息をつきながら、悠は天てん井じようを見上げた。

「返事を聞かせてくれ」

「え、今すぐですか？」

「できれば早急に。冷静に見えるだろうが、私は今かなり気が動転している。一刻も早く白黒つけてもらわないと、頭がおかしくなりそうだ！」

　血走った目で訴うつたえるバイロンに、悠もひどく動どう揺ようしてしまう。

「ええと……では僕も正直に言います。あなたのことは……好きだと思います。けど、僕はまだ誰かとつき合った経験がないので、ちょっと怖いという思いも……」

「心配ない。きみがセックスを怖がっていることはわかっている。私もすぐに強要するつもりはない」

　つかつかと歩み寄ってきたバイロンに押し倒たおされそうになり、悠は目を見開いた。

「ちょっと待ってください！　まだ心の準備が……っ」

　悠が叫さけぶと、バイロンが苦しげに歯を食いしばった。

「わかった。じゃあ返事は保留でいい。返事は保留でいいが、今からいつもの〝仕事〟につき合ってくれ……！」

「あ……っ」

　ベッドの上に仰あお向むけに押し倒されて、悠は喘ぎ声を漏もらした。

　バイロンの欲望が、バスローブの下で隆りゆう々りゆうと硬かたく盛り上がっている。

「は、はい……あの、ドレスに着き替がえましょうか」

「いや、このままでいい」

　身につけているのは、男物のボクサーブリーフとバスローブだけだ。これではヒロインをイメージする仕事にならない。

　しかし首筋にむしゃぶりつかれたとたん、頭の中の混乱はすべて吹ふき飛んでいった──。







「あ、あ……っ、バイロン……！」

　バスローブを毟むしり取られ、白いボクサーブリーフ一枚の姿になった悠は、バイロンの逞しい体の下で喘いだ。

　バイロンはバスローブの下に何も着けておらず、バスローブを脱ぬぎ捨てると牡おすの象しよう徴ちようが猛たけ々だけしく反り返っていた。

「ひゃ、あ、ああ……っ」

　ボクサーブリーフの中央の膨ふくらみを、バイロンの屹きつ立りつが擦こすり上げる。

　布越ごしのもどかしい感かん触しよくに、悠はびくびく身み悶もだえた。

「パンツが濡ぬれてる」

　掠かすれた声で言って、バイロンが濡れた部分を指先でなぞる。

「や……っ」

　先走りに濡れた敏びん感かんな亀き頭とうに触ふれられ、悠は恥はずかしい染しみが広がっていくのを感じた。

　バイロンは、男物の色気のないボクサーブリーフでも欲情できるらしい。唸うなり声を上げながら、ごりごりした裏筋を擦りつけてくる。

「あ、もう、出ちゃう……っ、あ、あ……っ！」

　堪こらえ性しようがないのはいつものことだが、今夜はいつにも増して早かった。恋人になって欲しいと言っている男に官能的な行こう為いを仕し掛かけられ、冷静でいられるわけがない。

　ボクサーブリーフの中で精液をほとばしらせ、悠ははあはあと荒あらく息をついた。

　バイロンが自分のことをヒロインではなく、恋人にしたい相手として見てくれていることがわかり……体だけでなく心もひどく高ぶっている。

（バイロンと、恋人同士に……っ）

　想像しただけで、頭がどうにかなりそうだった。

　あの低い声で愛を囁ささやかれたり、大きな手で愛あい撫ぶされたり……そして、セックスも。

（あ……っ）

　尻しりの奥の、恥ずかしい場所がずくりと疼うずく。

　バイロンの逞たくましい男根を目にするたびに、密ひそかに想像していた──あの硬くて太いものが体の中に入ってきたら、いったいどんな感じがするのだろうと。

「悠……！」

　バイロンの腰こし使づかいが速くなり、絶頂が近いことが伝わってくる。

　無意識に、悠はより密着できるように両りよう脚あしを広げた。

　悠が自ら脚あしを広げたことに気づいたバイロンが、何やら意味不明な言葉を唸りながら上体を起こす。

　両脚を抱だきかかえて交合の体勢を取り、バイロンは己おのれの屹立を握にぎって悠の下着のある一点に狙ねらいを定めた。

「ひああっ」

　敏感な蕾つぼみを覆おおっている場所に大きな亀頭を押し当てられ、悠は背中を弓なりに反らした。

　いったばかりのペニスが、二度目の射精に備えて硬さを取り戻もどしていく。

「そ、そこだめ……っ」

「こうやってパンツの上から擦るのも嫌いやか？」

「そ、そうじゃなくて……っ」

　直じかに擦りつけて欲しい。恥ずかしくて言えなかったが、淫みだらな願望を秘ひめた蕾がはしたなくひくついてしまう。

「ぬ、布地越しだと痛い……」

「じゃあパンツ脱ぐか？」

　睫まつ毛げを伏ふせてこくりと頷うなずくと、バイロンが少々乱暴な手つきでブリーフを毟り取った。

　濡れたペニスがぷるんと頭をもたげ、ふるふると物欲しげに揺ゆれる。一糸まとわぬ姿になった悠は、恥ずかしさにもじもじと太ふと腿ももを擦り寄せた。

「あ……っ」

　覆い被かぶさってきたバイロンに性器を重ねられ、悠は甘い声を上げた。

　しかしバイロンは裏筋を擦り合わせるばかりで、悠が望んでいる行為を再開しようとしない。

「バイロン……っ、さ、さっきの続きは？」

　耐たえられなくなって、悠はおずおずと口にした。

「え？　後ろの穴に擦りつけていいのか？」

「……ん……」

　おずおずと脚を開く。バイロンの反応は早く、唸り声を上げながら先ほどと同じ交合の体勢を取った。

「あ、あ……っ」

　きゅっと窄すぼまった蕾に、先走りで濡れた亀頭が押し当てられる。

　布地越しとは比べものにならないほど、強きよう烈れつな感覚だった。

（熱い……それに、すごくぬるぬるしてる……っ）

　バイロンが、あふれ出る粘ねん液えきを塗ぬりつけるように小刻みに腰を動かす。

（あ……バイロンのおっきいのが、あとちょっとで入ってきちゃう……）

　バイロンを好きだという気持ちに迷いはない。けれど、セックスはまだ少し怖こわい。先ほど告白されたときはそう思っていたはずだが、今はバイロンが欲しくてたまらなかった。

「バイロン……っ」

「ん？」

「……い、入れて……」

「ええっ？　いいのか？」

「ん……もう我が慢まんできない……っ」

　膝ひざを立てて両脚を大きく広げ、悠は淫らにバイロンを誘さそった。

「悠……！」

　バイロンが呻うめき、大きく笠かさを広げた亀頭をずぶりと突き入れる。

「ひあああっ！」

　小さな蕾を硬くて太いものでこじ開けられ、悠は悲鳴を上げた。　>>>♥

「痛かったらすぐやめる……っ」

「ん、だ、大だい丈じよう夫ぶ、ゆっくり来て……っ」

「いやだけど、濡らさないときつくて無理だ。それに私ももう限界……っ」

「だめ、抜ぬかないで、バイロンので中濡らして……っ！」

　破は廉れん恥ちな願望を口走ったとたん、蕾に熱い液体がぶちまけられる。濃のう厚こうな白はく濁だくが体内に流れ込んでくる感覚に、悠は声もなく身悶えた。

「あ、ああ……っ！」

　バイロンの牡は、一度の射精でほとんど衰おとろえることなく押し入ってくる。射精で体積が少し減った分、狭せまい肛道に入りやすくなったのかもしれない。

（あ……すごい……硬かたくて太いのが、入ってきてる……っ）

　痛みもあるが、バイロンとひとつになれた悦よろこび、そして初めて味わう官能の悦びが上まわっていた。

「悠、こんな気持ちは初めてだ。きみのことを愛してる……！」

「あっ、バイロン、僕も……あ、あ、そこ、だめ……っ！」

　突とつ然ぜん訪おとずれた衝しよう撃げきに、悠は悲鳴を上げた。大きく張り出した肉厚の雁かりが、肛道の中にあるひどく感じる場所を擦ったのだ。

「ここか？」

「ひあっ！　そこだめ、擦っちゃだめ……っ！　抜いて、いっぺん抜いて！」

「そう言われても無理だ。きみが私を食い締しめて離はなさない」

「ちが……っ、いや、中でおっきくしないで……っ！」

「あんまり煽あおらないでくれ。もう限界だ……！」

　がっちりと太腿を摑つかみ、バイロンが本格的に腰を使い始める。

「あああ……っ！」

　雄お々おしくそそり立った男根を奥まで突つき入れられて、頭の中身がすべて吹き飛びそうなほどの快感が突き抜ける。

　変わり者で少々不器用な恋こい人びとに、悠は夢中でしがみついた──。







　──目が覚めると、悠はバイロンの腕うでの中にいた。

　鳶とび色いろの瞳ひとみに間近でじっと覗のぞき込まれていたことに気づき、どきりとする。同時に先ほどの己の痴ち態たいがよみがえり……かあっと頰ほおが熱くなった。

「きみはクビだ」

　いきなり宣告され、悠は驚おどろいて目を見開いた。

「今日からアシスタントではなく、私の大事な恋人だからな」

「ああ……そういうことですか。次の寄港地で置き去りにされるのかと思いました」

　悠の呟つぶやきに、バイロンが肩かたを揺すって笑う。

「そうだ、確かめておかないと。きみは車の免めん許きよは持ってるか？」

「ええ……車は持ってませんけど一応」

「ならいい。うちから大学に通うには、車が必要だからな」

「ちょっと待ってください。あなたの家？　もしかして同居するつもりですか？」

「当然だ。将来のことも心配しなくていい。小説家のいいところは、どこにいても仕事ができる点だ。アラスカだろうがアフリカだろうが、きみが通訳として赴ふ任にんする場所についていける」

「それってまるで……ああ……っ」

　まるで夫ふう婦ふみたいだと言おうとするが、バイロンの唇くちびるに塞ふさがれてしまう。

「まずは残りの旅を楽しもう。早めのハネムーン、いや、婚こん前ぜん旅行だな」

　甘い囁ささやき、そして甘いキスに、悠は心も体もとろけていくのを感じた。










　　　あとがき




　こんにちは、神じん香かうららです。お手にとってくださってどうもありがとうございます。

　おかげさまで「傲慢紳士と蜜愛バカンス」に続いてアメリカ人セレブ×日本人美青年の珍道中もの（？）第二弾です。それぞれ独立したお話なので、前作を読まれていなくても全然問題ありません。（が、蜜愛バカンスのほうもどうぞよろしく！）

　今回の主人公・悠はツン美人な貧乏学生です。そして恋のお相手バイロンは人気ミステリ作家。黙っていればワイルドなイケメンですが、口を開くとちょっと残念な変人です。

　悠は我が道を行くバイロンに何かと振りまわされそうですが、バイロンを飼い慣らすことができるのは悠だけ、という気もします。なんだかんだ言いながらふたりで仲良く暮らしていくことでしょう。

　イラストを描いてくださったこうじま奈な月づき先生、どうもありがとうございました。バイロンが本当に素敵で、これならおかしな言動もすべて許せます（笑）。悠の〝ツンなようでいて実はラブリーな子猫ちゃん〟っぷりも堪能させていただきました。

　そして担当さま、今回も大変お世話になりました。お力添えに感謝しております。

　最後になりましたが、読んでくださった皆さま、どうもありがとうございました。

　またお目にかかれることを祈りつつ、失礼いたします。
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